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Open up your world
to new possibilities

新しい可能性を探しに、一歩踏み出そう



AFS Programs 
offer unique intercultural 

learning journeys.

ほかにはない異文化学習の旅を、AFSプログラムは提供します



AFS learning programs are:
AFSの学習プログラムは…

変化を生み出す

文化の違う環境においては、新
しい発見や初めてのことにチャレ
ンジする機会が日常生活、教室の
中、公共の場のあらゆる場面に存
在します。AFSはプログラムを通
して参加生にそのような学びの機
会を提供するとともに、周りにい
る人たちのものの見方や態度をも
変化させていきます。

目標に基づいたカリキュラム

AFSプログラムでは、参加生が
体験を通して目指すべき教育目標
を設定しています。AFS体験がも
たらす影響について行われた様々
な研究に応じて、1980年代前半
に各国のAFS関係者や教育関係者
が集まり教育的な目標と基準を策
定しました。それが今日の教育目
標の原型となっています。ボラン
ティアは、その目標を達成するた
めに個々の参加生に寄り添いなが
らサポートします。

没頭体験と構造化された学び

文化の違う環境に飛び込み、そ
の世界にどっぷりと浸かること
は、生活体験プログラムの大きな
特徴です。しかし、ただ体験する
だけでは、十分な教育効果は望め
ません。AFSプログラムでは、異
文化体験を学びの機会に深めてい
けるよう、サポート体制やオリエ
ンテーション、定期的な振り返り
など、カリキュラムとして包括的
な構造を整えています。

教室の外で

学びは、学校や公的機関の中だ
けにあるものではありません。
AFSは校舎のない学校に例えられ
ることもあるように、プログラム
中に起こる様々な体験、アクティ
ビティ、ディスカッションなどが、
教室の外、つまり日常的で身近な
環境のもとで行われています。

Non-formalImmersive and 
structuredGoal-basedTransformative 4.3.2.1.
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経験的学習

AFSは実体験を伴う学びに勝る
ものはないと考えています。AFS
のスタッフやボランティアは参加
生を新しい世界に飛び込ませ、彼
らがその中で自ら成長していける
ようサポートします。参加生は新
しい生活に「意味を持たせる」方
法を教わり、そこで得た気づきを
もとにして新しいアプローチを試
し、調節するというサイクルを繰
り返します。

生涯学習

AFS体験は、生涯にわたり影響
を及ぼし続ける「学びの旅」でも
あります。プログラムの期間が終
了しても、そこで得た体験を種と
して学びは続いていきます。また、
多くの帰国生は、ボランティア、
ホストファミリー、他のプログラ
ムに参加するなど新たな機会を得
て、さらに学びを深めていきます。

このイラストは参加生が世界をどうとらえ、考え
ているか、そしてAFS体験が進むにつれてどのよ
うに展開するかを表しています。

参加生は生まれ育った文化に影響を受けた価値観
をもって旅を始めますが（BEFORE）、新しい文
化で生活する中で異なる視点や価値観を取り入れ、
変化していきます（DURING）。それは帰国後も
変化し続けます（AFTER）。

BEFORE DURING AFTER

Experiential 
and practical Life-long5. 6.
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Intercultural Education Worldwide
AFSのグローバル・コミュニティ

AFSは異文化学習の機会を提供する世界的な教育団体です。

AFSの名は、第一次、第二次世界大戦中に、傷病兵の救護にあたったボ
ランティア組織American Field Service（アメリカ野戦奉仕団）に由来し
ています。1914年、第一次世界大戦が勃発した時、パリにいたアメリカ青
年たちが、自分たちも何かしたいと戦場から後方の病院へ傷病兵を輸送する
活動を始めたのが発端でした。彼らは軍隊のかたわらで輸送車を運転し、担
架で傷病兵を運び、120万人以上の傷病兵の救援に尽力しました。ナチス
強制収容所解放にも約70名のAFSのボランティアが協力しています。

2回の大戦を経験したボランティアたちは、その経験と活動を通して、他
国の人たちとともに働くことから、どれだけ多くのことを学んだか、お互い
の違いを認めあい、尊重しあうことがいかに大切であるかに気づきました。
そして、悲惨な戦争の結果である傷病兵の救助活動よりも、「戦争を起こさ
ない」という前向きな活動に取り組む決意をし、若者の留学制度を始めよう
という結論にいたりました。そして、1947年に世界11か国から52人の若
者がアメリカに派遣されました。ここに世界各国の高校生がアメリカで1年
間の留学体験をする機会を提供するプログラムが生まれたのです。

交換留学制度が始まった1947年以降、プログラムの参加者数は累計で世界45万人を超えています。日本においては1954
年に8人の高校生が渡米したことから活動が始まり、2018年までに年間派遣プログラムに参加した高校生は1万5,000人超に
のぼります。

歴 史

参加者数
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AFSは世界60か国のパートナー組織がネットワー
クで結ばれているグローバル・コミュニティで、世界
5万人以上のボランティアが活動を支えています。

米国ニューヨーク市にあるAFS国際本部は、全
AFS生の安全管理をはじめ、パートナー間の協力や
連携を円滑にするためのさまざまな調整を行うと同時
に、全パートナーが守るべき国際ガイドラインを設
けています。また、新しくAFSに参加した国の育成や既存の組織を維持するための活動も行っています。各国のAFS組織は、
AFS国際本部の定める基準に則り、各国職員・ボランティアの連携によりプログラムを実施しています。

AFS日本協会は事務局と全国に76の支部と4つの学生部を置いており、2004年に「国際交流功労者文部科学省大臣表彰」
を受け、2011年に公益財団法人の認定を受けました。

AFS は、2015
年 にUNESCOの オ
フィシャルパート
ナー（consultative 
status） と し て 認
められました。

AFSは、国連が2030年に向けて採択した「持続可能な開
発目標（SDGs）・世界を変えるための17の目標」のうち、
目標4と目標16をサポートしています。

2017年10月、ガーナのアクラで開催されたAFS国際総会（AFSネットワーク会議）で、AFSの立場と役割を国際社会に示
す「アクラ宣言」が発表され、同総会に出席した世界120のAFS代表者が署名を行いました。この宣言で、AFSは、「公正で平
和な世界を実現させる唯一の道は、国際社会が多様性を尊重し、寛容な姿勢を大切にし、互いに協力して喫緊の課題に取り組
むことである」と、力強く訴えています。

■ 各国のAFS組織
AFS国際本部の定める基準に則り、各国職員・ボランティアの連携によりプログラムを実施しています。
アイスランド、アイルランド、アメリカ、アルゼンチン（ウルグアイを含む）、イタリア、インド、インドネシア、エクアドル、エ

ジプト、オーストラリア、オーストリア、オランダ、ガーナ、カナダ、グアテマラ、クロアチア、ケニア、コスタリカ、コロンビア、
スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タイ、チェコ、中国、チュニジア、チリ、デンマーク、ドイツ、
ドミニカ共和国、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、パナマ、パラグアイ、ハンガリー、フィリピン、フィンランド、
ブラジル、フランス、ベネズエラ、ペルー、ベルギー（オランダ語圏）、ベルギー（フランス語圏）、ポーランド、ボリビア、ボスニア・
ヘルツェゴビナ、ポルトガル、香港、ホンジュラス、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、ラトビア、ロシア

＊2019年現在。上記の他に各AFS加盟国が独自に交流を行う国が約50か国あります。

AFSのネットワーク

AFS ＆ UNESCO SDGs

アクラ宣言
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冬　組（2020年1月～ 4月出発）
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夏　組（2020年6月～ 10月出発）
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アイスランド共和国 アメリカ合衆国 インド
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カナダ
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中華人民共和国 デンマーク王国

ノルウェー王国 フィリピン共和国 フィンランド共和国

フランス共和国 ベルギー王国
（フランス語圏・オランダ語圏） ボリビア多民族国

ポルトガル共和国 香港

ラトビア共和国

ホンジュラス共和国

メキシコ合衆国

スイス連邦 P.53イタリア共和国 P.52

ハンガリー P.55

ドイツ連邦共和国 P.54
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ロシア連邦

ブラジル連邦共和国 P.56 　　は派遣強化国です（P. 8参照）。
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Where do you want to go?
どの国で異文化体験する？

　AFS留学では、世界37の国と地域から留学先が選べます。AFSの異文化学習プログラムでは、ど
の国を選んでも同じように意義ある体験ができると考えています。ぜひ、今もっている情報やイメー
ジに捕らわれず、いろいろな国を検討してみてください。
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「パラグアイでの生活と冒険を楽しん
でください！」

「AFS生になったら、世界中いろいろ
なところで友達との出会いがありま
す。AFSでの留学が、新たなステージ
のはじまりになりますように!!」

「大使館訪問、ありがとうございまし
た！ コスタリカでの体験が楽しいもの
になりますように！」

「親愛なるAFS生のみなさん、アルゼ
ンチンへの留学がより良いものになり
ますように！楽しんでください！」

駐日パラグアイ共和国大使館
ミゲル・マルドナルド領事より

駐日チリ共和国大使館
カタリーナ・ゼグピ一等書記官より

駐日コスタリカ共和国大使館
ヒルダ・マリア・サンティエステバン・
モンテロ臨時代理大使より

駐日アルゼンチン共和国大使館
マティアス・バビーノ公使より

■ 大使館からのメッセージ

AFSの派遣国の中には、なかなか訪れる機会がなかっ
たり、日本に入る情報が少なかったり、中高生の皆さんに
はまだあまり馴染みのない国も含まれているかもしれませ
ん。しかし、感受性の豊かな若い時期に、このような国で
現地の高校生として生活を送ることは、グローバルな視野
をもつ「地球市民」となるために、大変有意義で貴重な経
験になるとAFSは考えています。第67期では以下に記載
した国と地域を「AFS派遣強化国」に定めています。他
の人とは一味違った世界に飛び込んでみませんか？
対象国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
アルゼンチン（ウルグアイ）、コスタリカ、チリ、パナマ、
パラグアイ、ブラジル、ボリビア、ホンジュラス、メキシ
コ、ロシア、インド、インドネシア、タイ、中国、フィリ
ピン、香港、マレーシア

派遣強化国

パラグアイ

メキシコ

コスタリカ

ボリビア

チリ

香港中国

インド

タイ

インドネシア

ロシア

フィリピン

マレーシア

アルゼンチン
（ウルグアイ）

ブラジル

パナマ

ホンジュラス
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How will AFS support students?
AFSのサポート体制

自然災害や国情不安などの非常事態は、世界中どこでも起こりえます。派遣側と受入側とを異なる組織で運営するプログラ
ムが多い中、AFSはニューヨークにある国際本部を中心に世界中にネットワークをもち、共通のガイドラインのもとで、参加
生の生命にかかわるような緊急時に備えた危機管理体制を整えながらプログラムを運営していることが強みです。非常事態が
発生した際、受入国AFS事務所は現地の政府機関や報道機関など多方面から情報を集めて各国に発信します。この間、AFS留
学生に対しては外出制限やホストファミリーと共に行動することなどの具体的指示が出されます。さらに国際本部の危機管理
チームは、危機管理コンサルタントにアドバイスを仰ぎながら、国際機関・政府機関から情報を集め、非常時には速やかな判断・
決定ができるよう状況を監視し、参加生の安全を最優先としたプログラム運営ができるよう努めています。

保険についても全世界のAFS留学生を対象とする二次的旅行医療保険に加入し、受入国により1件につき50～150万米ドル
を上限とする医療費を補償するほか、日本では留学中の万一の事態に備えるためにAFS日本協会が保険契約者となる海外旅行
保険にも加入します（この上で、別途、任意保険にもご加入いただくことを強く勧めています）。

サポート・危機管理の体制

AFS日本協会 各国AFS事務所

支部

留学生保護者 LP相談員

ホストファミリー AFS留学生 ホストスクール

AFS
国際本部

有給職員を配置
緊急時24時間体制

米国国務省・各国大使館
在米日本人AFS関係者
危機管理コンサルタント

日本国大使館
政府関係機関
在外日本人関係者

AFSのサポート体制

外務省
各国在日大使館

商社
報道機関

災害や事故、病気など緊急事態の対応については、職員とボランティアが連携して適切な処置がとれるよう、各国共通のガイドラインを定めて24時間
体制で対応にあたります。保護者の皆様におかれましても、AFS日本協会と常に連絡がとれる体制を整えてください。
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AFSの活動を支えるのは、世界5万人以上のボランティアです。異文
化体験を通して視野を広げたAFS帰国生やその保護者、留学生を自らの
家庭に受入れ心を通わせたホストファミリー、その他多くの賛同者がプ
ログラムを支えています。各国のボランティアは、日本と同じように海
外からの留学生を地域コミュニティに受入れ、それぞれの知識と経験を
生かしながら、彼らがよりよい異文化体験ができるよう無償でサポート
しています。

AFSでは、体験を学びに深めていくにあたりオリエンテーションを重視しています。オリエンテーションは全日程参加必須
です。開催時期はP59-62をご覧ください。

▼オリエンテーション後の参加者コメント
・日本や留学先についてもっと知らなければならないと強く感じた
・今するべきことを再確認できた
・同じテーマについて自分とは全く違う観点からとらえている人の意見を聞くことが

面白かった
・トラブルも自分を成長させることのできるチャンスなのだと思った
・帰国後のオリエンテーションでみんながどれくらい成長しているのか、再会がとて

も楽しみになった
・3日間あっという間だった
・一生続く仲間と出会えた気がする

⃝ホストファミリーの選定
ボランティアが個別訪問をして

AFSの趣旨を説明し、その家庭に海
外からの留学生を受入れ、自らも異
文化体験をしようとする積極的な意
思があることを確認します。

⃝相談役
留学生一人ひとりにボランティアの担当者（LP相談員。LPはリエゾン・

パーソンの略）を配して、留学生やホストファミリーからの相談に応じた
り、話し合いの場を設定したり、必要に応じたさまざまな支援を行ってい
ます。生活習慣や文化を熟知している現地のボランティアだからこそ、現
地の社会に適応するための的確なアドバイスができます。

ボランティアの役割

オリエンテーション

出発前
オリエンテーション
【２泊3日（※）×２回】

帰国後
オリエンテーション
【１泊2日】

受入国での異文化体験
（留学）

AFSのプログラムと体制、留学の意義、
異文化学習、健康管理指導、渡航準備 体験共有、再適応について

※平日を含む場合があります

「AFSは60年にわたる、長い経験の蓄積があります。単に外国に
出すのではなく、留学前のオリエンテーション、留学している間のあ
の親身なアドバイス、そして帰国してからの振り返り。こういうこ
とが全て一体化しているから、AFSのリターニー（帰国生）は今、
日本の各界で活躍していますし、そして世界中で活躍しているリター
ニーが沢山いるのだと思います」

立教大学名誉教授
鳥飼 玖美子さん（AFS10期生）

AFSアルゼンチンのロサリオ支部
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基本情報 ― 高校生の海外留学

高校生の留学は「交換留学」と「私費留学」の大きく2種類に分けられます。

■交換留学とは
交換留学は、10代の青少年を対象とした、1学年間にわたる異文化生活体験プログラムです。ボランティアの受入家庭

（ホストファミリー）に滞在しながら地域の公立又は私立高校（ホストスクール）に交換留学生として通学し、異なる文
化的背景を持つ人間同士が理解を深めることを目的としています。

AFS年間派遣プログラムは、世界で最も歴史のある高校生交換留学制度です。

〈参考：私費留学との違い〉

交　換　留　学 私　費　留　学
（正規留学・卒業留学など）

海外で地域生活を体験し、異文化に対する理解
を深めること

目　　的
海外の教育システムで、興味のある分野の知識
や技術を伸ばすこと

国の希望を出すことはできるが、配属地域や学
校・学年、家庭は選べない

留学先の国・地域 選べる

現地の一般家庭にホームステイ（無償） 滞在形態
寮滞在又は現地の一般家庭にホームステイ（有
償のケースが多い）

選べない
留学期間は1学年間（約10か月）で出発日・帰
国日は交流団体が指定した日程

期　　間 選べる

プログラム参加費は120〜170万円
（AFS年間派遣67期の場合。参加費に含まれ
ない諸費用はP72参照）。

費　　用

留学機関により異なるが、寮滞在で450万円以
上、ホームステイで300万円以上、国際航空運
賃が別途必要になることが多い。

■交換留学は「みんなが参加者」
異なる文化的背景を持つ人間同士が理解を深めることを目的とした交換留学で

は、留学生本人だけでなくホストファミリーやホストスクール、地域コミュニティ
の人々、サポートボランティアも、プログラムの参加者だと考えられています。異
文化と接する機会を得るのは、受入れる側の人々も同じだからです。

留学時の状況

高校在学中

留学の目的

海外の教育システムで興味のある分野
の知識や技術を伸ばすこと

海外で地域生活を体験し、異文化に対
する理解を深めること

留学の種類

私費留学（正規留学・卒業留学 など）

交換留学

AFS年間派遣
プログラム

生活体験環境の提供
プログラムへの参加 保護者

受入高校 ホスト
ファミリー

交換
留学生

地域社会

交換留学
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■日本の高校における留学の取扱い
高校生の留学では、事前に帰国後の復学について考えておく必要があります。復学には、在籍する高校に対して「休学

扱い」と「留学扱い」の2種類の方法があります。どちらを選択するかは、生徒と先生方で相談して決めることになります。
⃝留学扱い…外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級（卒業）する
⃝休学扱い…帰国後、出発時の学年（1年下のクラス）に入る
文部科学省は、「学校教育法施行規則第93条第2項」で次のように定めています。『校長は、留学することを許可された

生徒について、外国の高等学校における履修を高等学校における履修とみなし、36単位を超えない範囲で単位の修得を認
定することができる』。この規則の趣旨は、留学体験そのものを36単位分修得したものとして認定するものです。この趣
旨に則り、在学校が留学全体として成果があったかどうかという観点で留学の取扱いについて審査を行い、最終的には学
校長の裁量により単位認定が決定されます。学校によって規程や方針が設けられている場合もありますので、留学を決意
するにあたっては必ず在籍校の先生とよく相談してください。

■在学校に持ち帰る書類は各自で【重要】
AFSプログラムは単位修得を目的としたものではありませんので、ホストスクールに関する基本情報の提供は行います

が、上記単位認定の条件を満たす配属先やサポートを保証することはできません。ホストスクールの証明書が帰国後の単
位認定資料として必要な場合は、ホストスクールに通学を開始したら直接相談し、またホストスクールが定める証明書発行
の要件を満たすよう努力してください。なお、ホストスクールによっては希望する書類を発行できない場合もあります（出
席証明書は発行できるが成績証明書は発行できない等）。また、帰国後に証明書発行を希望しても取得はほぼ不可能です。

受入国との教育制度の違いや語学習得レベルによっては日本の中学校相当の学年に配属される場合があります。また、
ファミリーチェンジの結果スクールチェンジとなったり、受入国の社会状況や教育環境の違いにより、ストライキなどで
休校になったりする場合（例：フランス、ボリビア、チリ、コスタリカ）もあります。

×　留学先の高校（ホストスクール）が単位をくれる。
○　日本の在学校が「留学体験そのもの」を単位として認定する。

■体験の充実度・満足度
AFSではプログラム終了後に参加生とその保護者にアンケートをとっています。

AFS プログラムの評価とインパクト

・ボランティアで支えられているところから信頼性を感じた
・たくさんの派遣国があり選択できる幅が広いから
・学校の先輩から評判を聞いて
・留学団体のなかで一番歴史があるため

・帰国生の活発な活動や自信のある態度がかっこよく見えた
・留学中だけでなく、留学後もずっとAFSの絆が続くと聞い

たから

Q. 留学にAFSを選ばれた理由は何ですか

参加生

64期生（2017年に出発）

満足　92％

保護者

満足　94％

（Eメールによるアンケート／回答率　参加生48％、保護者50％）
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■高校生の留学の効果
AFS国際本部は2005年に国際教育交流の権威である米国のハマー教授（Mitchell R. Hammer, Ph.D）との協働で、高

校生の留学の効果について調査研究を実施しました。調査の結果ハマー教授は、高校時代の外国留学は青少年の中に異文
化間の架け橋を築く役割として極めて重要で、帰国生は文化の垣根を越えてその後の人生を進んでいく能力を身に付ける
と結論づけました。

■スピーチコンテスト等の受賞情報（2018年）
■ 島内 真里さん　アルゼンチン派遣
エクステンション高校生スペイン語
スピーチコンテスト　ERUDITOS部門
審査員特別賞

■ 藤田 真緒さん　アルゼンチン派遣
エクステンション高校生スペイン語
スピーチコンテスト　ERUDITOS部門
審査員賞
内容：地球の裏側の愛

■ 佐藤 碧衣さん　フィンランド派遣
高知県英語弁論大会　即興部門
エクセレントスピーカー賞
内容：今までの人生から得た教訓

■ 石井 海晴さん　アメリカ派遣
第56回茨城県高等学校国際教育
英語スピーチコンテスト
茨城県知事賞（１位）
内容：AFS留学を通して成長した記録

■ 中村 彩乃さん　アメリカ派遣
第７回日本高校生HPDU杯　
神奈川県代表

■ 河野 雪乃さん　スペイン派遣
津田塾大学　第19回高校生エッセー•コンテスト　優秀賞
内容：差別と闘ったネルソン•マンデラに手紙を書く

⃝�留学経験者が、留学をしなかった�
友人グループより平均的に長けている点

・異文化力（intercultural competence）の向上
・偏見、自民族中心主義の減少
・他の文化への興味の拡大
・「私達 VS 彼ら」の対極観の克服
・文化の垣根を越えた共通の絆の発見

⃝�語学力の向上
・留学生の47％は滞在国の語学を流暢に話せるようになり、英語以外の外国語の習得も容易になった。

⃝�留学経験者にみられた傾向
・異なる文化を持つ人との接触に違和感・困難を覚えなくなる
・他の国に関する知識が増える
・国籍、民族の異なる人と友人になりやすくなる
・自分自身や自国文化をより深く理解出来るようになる
・両親を含め、今まで自分が持っていたものや人に対する感謝

の念が持てるようになる

藤田 真緒さん 佐藤 碧衣さん 石井 海晴さん

調査結果（抜粋）

（調査対象：AFS年間留学生1,500人、留学をしなかった留学生の友人600人）
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被爆者とハーバードの学生との対話を企画
世界のために何ができるかを考える

川嶋 雄作さん
AFS50期（2003年～2004年）アルゼンチン派遣

高校生だった私はどこか海外で暮らしたいという漠然
とした憧れを持っていました。そんなある日、学校の階
段の踊り場でAFS留学生を募集するポスターを見つけ、
これだ！と思い留学を決意しました。「英語は話せる人
が多いし、別の言語ができた方が便利そう」「せっかく
なら日本と全然違う中南米の国に行きたい」「サッカー
選手のマラドーナの国に行こう」という安直な考えか
ら、行き先はアルゼンチンに決めました。
ある日、アルゼンチンの友達に日本を説明していたと
き、「日本人とアルゼンチン人は全然違うよ。日本人は
アルゼンチンの人みたいにベソ（頬にするキス）をした
りしないし家族との昼食を最優先にもしていない。日本
人はそんなに親密じゃないんだよ」と軽い気持ちで言い
ました。その時ふと「いま僕は間違ったことを言ってし
まっている」と感じました。そこで初めて、日本人もア
ルゼンチン人も同じくらい友達や家族を大切に思ってい
て、その思いの表現方法が違うだけだと気がつきました。
就職後、2017年から2018年までアメリカのボストン近
郊にあるハーバード大学ケネディ行政大学院に留学しま
した。クラスメイトにも恵まれて非常に刺激に満ちた
日々を送っていましたが、「この学校は世界からリーダー
が集まりお互いを高め合う場所だと思っていたのに、表
面的な議論しかできていないのでは」と違和感を感じる
ようになりました。例えば、世界中の叡智を集めるとい
う触れ込みで毎週のように開催されるスピーチイベント
で登壇するのは、政治や学問の分野で有名なアメリカ人
男性ばかり。学校の外の世界は多様なのに、同じような
バックグラウンドの方から繰り返し話を聞いても深い学
びにはなりません。
「この学校をより多くの学びを得られる場所にするこ
とはできないのだろうか」。そう感じていたあるとき、
世界各国の学生を日本に案内し、広島の被爆者である小
倉桂子さんとお話をさせていただく機会を得ました。幼
い頃の壮絶な体験を乗り越えて平和に向けて活動されて

いる姿に感銘を受け、「これこそいまの学校に足りない
ものだ。様々な課題と直面しながらそれでも世界に語り
かけるこの声をアメリカで学ぶ学生に届けて真剣な議論
をしたい」と、ボストン近郊にいた他の10名程度の学生
や研究員と議論を重ね、小倉さんをハーバード、MIT、
タフツ大学にお招きして、原爆投下という状況下でどの
ような体験をされたのか、またその歴史を踏まえて我々
原爆を直接体験していない世代は平和に向けてどうアク
ションを取るべきなのかを考える機会を作ろうと考えま
した。
小倉さんをご招待するためには、資金集めから始まり

会場の準備、航空券・宿泊施設の手配、講演内容や議論
の進め方の検討、参加者やメディア向けの広報、やるべ
きことがたくさんあり、「卒業式の時期に学生が主体と
なってイベントを行うのは前代未聞だ」と学校を驚かせ
てしまったこともありました。しかし、小倉さんと対話
してもらえれば必ず何かを感じてくれる人はいると信じ
ていました。本当に大切なものは文化を越えて同じであ
り、友人や家族が幸せでいられる平和な日常を守ること
は本当に大切だと、アルゼンチンの経験から確信してい
たからです。
最後には、世界中の多くの方がボランティアや寄付な

どといった形でご支援くださり、なんとか実現すること
ができました。振り返って見ると、15年以上前に高校の
階段でポスターを
見つけたときの
「これだ」という
直感が今の場所ま
で自分を連れてき
てくれたように感
じます。

対話イベントの様子はYouTubeで公開し
ていますので、ぜひご覧ください。

AFS日本協会のWEBサイトでも
帰国生の体験談を多数紹介しています。

帰国生より

年
間
留
学
体
験
談

14



0 30025020015010050

交換留学生として海外の高校生の1学年を過ごすことは、
高校卒業後の進路にどのような影響を与えるのでしょうか。
61期～63期生（2014年～2016年に出発）を対象に行った進路についての
アンケート結果をご紹介します。 （Eメールによるアンケート／有効回答数386人）

何年生で留学した？

約半数が「高校1年生で応募し、高校2年生で出発」しています。な
お、「中学3年生で応募し、高校1年生で出発する」生徒は中高一貫
校に在籍しているとは限らず、約半数が留学内定後、高校受験を経て
出発しています。

留学したことが進路決定に影響した？

合計すると約８割の帰国生が、留学が進路決定に何らかの影響を与え
たと回答しました。

留学したことで大学入試に役立ったと思うこと

この設問は複数回答可でした。留学中に学んだことや、精神面での成
長が大学受験に役立ったとのコメントが見られました。

約９割が、将来、海外で仕事したいと回答。どの国・言語圏に留学し
かということと回答には強い関連性は見られませんでした。

高校1年生
37％

高校3年生
16％

留学扱い・休学扱いのどちらで留学した？

留学扱い（外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級又は
卒業する）・休学扱い（帰国後、出発時の学年＝1年下のクラスに入
る）の割合は約半々の結果となりました。在学校によっては規定がある
場合がありますので留学前に確認しておきましょう（P12参照）。

休学扱い
55％

留学扱い
45％

少し影響した
25％

大いに
影響した
57％

影響はなかった
18％

進学（4年制大学・短大・専門学校）までの
期間は？

回答者の中で「現役の高校生・高専生」については進学者に含めて
いません。高校卒業又は高専などから編入した帰国生の9割が現役で
進学しています。

現役入学
90％

一浪 7％ 二浪・その他 3％

広い視野・グローバルな視点で物事を考えられるようになったこと

人に語れる経験ができてアピールできるようになったこと

自信がつき、積極的になったこと

自立した考えを持てるようになったこと

語学力がついたこと

目的意識を持ち、しっかり目標を立てられるようになったこと

問題解決能力がついたこと

集中力がついたこと

236名
198名

190名
193名

253名

138名
110名

28名

高校2年生
47％

AFS年間派遣プログラム帰国生からのコメント

進学先

海外の大学への進学は年々増加傾向にありますが、入試方法と同
様、どの国に留学したかということと進学先には強い関連性は見られま
せんでした。具体的な進学先については下表でご紹介します。

★AFS体験を通して海外進学を決めた帰国生が作成した、後輩への情報
提供を目的としたグループもあります！
Facebookページ「AFS-CONNECT」

国公立大学
29％

私立大学
58％

海外の大学 9％

入試方法は？

約半数の帰国生は一般入試で進学したと回答。なお、どの国に留学し
たかということと入試方法には強い関連性は見られませんでした。

一般入試
46％

AO入試
23％

推薦入試
23％

その他 8％

将来、海外で仕事したいと思いますか？

私は志望大学の高配点科目を重点的に勉強しまし
た。古典は単語帳を毎日１章ずつ復習し、現代文、
古文、漢文、世界史は問題集や過去問を日替わり

で解き、間違えた問題をノートにまとめて毎日復習しました。英語は単語
帳を丸暗記する勢いで一冊を何度も復習し、長文問題も毎日解きまし
た。数学も過去問や模試問題を全部正解するまで繰り返し解きました。
私は留学後も希望学部が変わらなかったためセンター推薦に向けて計画
的に勉強することができました。皆さんも早めに進学したい大学を決め
模試や過去問を多く解くことが大事です。

武藤 園実さん
留 学 国：スペイン
所属大学：愛知県立大学　外国語学部　中国学科　１年
受験方法：センター利用推薦

む とう みその

受験を乗り越えるにあたって、留学で学んだ忍耐
強さはとても役に立ちました。留学は楽しいもので
すが、苦しいものでもあり、壁にぶつかった時は我

慢強く努力することで乗り越えてきました。成績がなかなか上がらない、
思うように勉強が進まない、など自分の現状と理想とのギャップに受験
中はたくさん悩みました。留学での苦しい経験が、受験中は何よりの支
えとなり、合格まで我慢強く勉強を継続できたことが合格に繋がったの
ではないかと思います。

森　啓希さん
留 学 国：アメリカ
所属大学：神戸大学　工学部　２年
受験方法：国公立　一般前期入試

もり ひろ き

私は高校２年の冬にパナマから帰国し、留学扱い
にしました。受験まで１年はあったので焦らず興味
のある学部を探し始め、一般入試の勉強もしつつ

AO入試にも挑戦してみようと思いました。実際の志望理由書は留学経験
とは関係のない自分の描く将来について書きましたが、留学で培った言
語力や行動力、何よりも１年間様々な経験を積んだという自信が評価に
繋がったと思います。留学中はとにかく何事にも挑戦してみること、その
中で多くの人と関わりを持ち将来どうなりたいのかゆっくり考えることを
大切に過ごして下さい！

東　瑞玲さん
留 学 国：パナマ
所属大学：慶應義塾大学　総合政策学部　２年
入試方法：AO入試

ひがし み れい

≪国内≫
■愛知県立大学
■青山学院大学
■宇都宮大学
■大阪大学
■大妻女子大学
■学習院大学
■金沢大学
■関西医科大学
■関西外国語大学
■関西大学
■関西学院大学
■神田外語大学
■北九州市立大学
■岐阜大学
■九州大学
■京都外国語大学
■京都教育大学
■京都産業大学
■京都大学
■慶應義塾大学
■敬和学園大学
■神戸市外国語大学
■神戸大学
■国際医療福祉大学
■国際教養大学
■国際基督教大学
■滋賀大学
■静岡大学
■芝浦工業大学
■順天堂大学
■城西国際大学
■上智大学
■湘南医療福祉専門学校
■信州大学
■成蹊大学
■清泉女子大学
■多摩美術大学
■千葉大学
■筑波大学
■津田塾大学
■都留文科大学
■東海大学
■東京外国語大学
■東京学芸大学
■東京工業大学
■東京女子医科大学
■東京女子大学
■東京大学
■東京理科大学

主な進学先一覧（五十音順）

その他 4％

■同志社大学
■東北大学
■東洋大学
■富山大学
■豊田工業大学
■長岡造形大学
■長崎大学
■長野大学
■名古屋大学
■南山大学
■日本大学
■一橋大学
■弘前大学
■広島大学
■福島大学
■法政大学
■北海道大学
■武蔵大学
■明治大学
■横浜国立大学
■横浜市立大学
■立教大学
■立命館アジア太平洋大学
■立命館大学
■早稲田大学

≪海外≫
■アムステルダム大学（オランダ）
■ウィスコンシン大学（アメリカ）
■エンポーリア州立大学（アメリカ）
■オバーリン大学（アメリカ）
■オレンジ・コースト大学（アメリカ）
■カールトン大学（アメリカ）
■キングス・カレッジ・ロンドン（イギリス）
■グリネル大学（アメリカ）
■グリフィス大学（オーストラリア）
■ゲルフ大学（カナダ）
■サンタ・バーバラ・シティ大学（アメリカ）
■スワスモア大学（アメリカ）
■センター・カレッジ（アメリカ）
■トロント大学（カナダ）
■ニューヨーク州立大学（アメリカ）
■ノックス大学（アメリカ）
■マイアミ大学（アメリカ）
■マカレスター大学（アメリカ）
■マンチェスター大学（イギリス）
■ミズーリ・バレー大学（アメリカ）
■モスクワ大学（ロシア）
■ワシントン大学（アメリカ）

はい
87％

いいえ
13％

進路についての帰国生アンケート
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交換留学生として海外の高校生の1学年を過ごすことは、
高校卒業後の進路にどのような影響を与えるのでしょうか。
61期～63期生（2014年～2016年に出発）を対象に行った進路についての
アンケート結果をご紹介します。 （Eメールによるアンケート／有効回答数386人）

何年生で留学した？

約半数が「高校1年生で応募し、高校2年生で出発」しています。な
お、「中学3年生で応募し、高校1年生で出発する」生徒は中高一貫
校に在籍しているとは限らず、約半数が留学内定後、高校受験を経て
出発しています。

留学したことが進路決定に影響した？

合計すると約８割の帰国生が、留学が進路決定に何らかの影響を与え
たと回答しました。

留学したことで大学入試に役立ったと思うこと

この設問は複数回答可でした。留学中に学んだことや、精神面での成
長が大学受験に役立ったとのコメントが見られました。

約９割が、将来、海外で仕事したいと回答。どの国・言語圏に留学し
かということと回答には強い関連性は見られませんでした。

高校1年生
37％

高校3年生
16％

留学扱い・休学扱いのどちらで留学した？

留学扱い（外国の高校での履修を認定してもらい、遅れずに進級又は
卒業する）・休学扱い（帰国後、出発時の学年＝1年下のクラスに入
る）の割合は約半々の結果となりました。在学校によっては規定がある
場合がありますので留学前に確認しておきましょう（P12参照）。

休学扱い
55％

留学扱い
45％

少し影響した
25％

大いに
影響した
57％

影響はなかった
18％

進学（4年制大学・短大・専門学校）までの
期間は？

回答者の中で「現役の高校生・高専生」については進学者に含めて
いません。高校卒業又は高専などから編入した帰国生の9割が現役で
進学しています。

現役入学
90％

一浪 7％ 二浪・その他 3％

広い視野・グローバルな視点で物事を考えられるようになったこと

人に語れる経験ができてアピールできるようになったこと

自信がつき、積極的になったこと

自立した考えを持てるようになったこと

語学力がついたこと

目的意識を持ち、しっかり目標を立てられるようになったこと

問題解決能力がついたこと

集中力がついたこと

236名
198名

190名
193名

253名

138名
110名

28名

高校2年生
47％

AFS年間派遣プログラム帰国生からのコメント

進学先

海外の大学への進学は年々増加傾向にありますが、入試方法と同
様、どの国に留学したかということと進学先には強い関連性は見られま
せんでした。具体的な進学先については下表でご紹介します。

★AFS体験を通して海外進学を決めた帰国生が作成した、後輩への情報
提供を目的としたグループもあります！
Facebookページ「AFS-CONNECT」

国公立大学
29％

私立大学
58％

海外の大学 9％

入試方法は？

約半数の帰国生は一般入試で進学したと回答。なお、どの国に留学し
たかということと入試方法には強い関連性は見られませんでした。

一般入試
46％

AO入試
23％

推薦入試
23％

その他 8％

将来、海外で仕事したいと思いますか？

私は志望大学の高配点科目を重点的に勉強しまし
た。古典は単語帳を毎日１章ずつ復習し、現代文、
古文、漢文、世界史は問題集や過去問を日替わり

で解き、間違えた問題をノートにまとめて毎日復習しました。英語は単語
帳を丸暗記する勢いで一冊を何度も復習し、長文問題も毎日解きまし
た。数学も過去問や模試問題を全部正解するまで繰り返し解きました。
私は留学後も希望学部が変わらなかったためセンター推薦に向けて計画
的に勉強することができました。皆さんも早めに進学したい大学を決め
模試や過去問を多く解くことが大事です。

武藤 園実さん
留 学 国：スペイン
所属大学：愛知県立大学　外国語学部　中国学科　１年
受験方法：センター利用推薦

む とう みその

受験を乗り越えるにあたって、留学で学んだ忍耐
強さはとても役に立ちました。留学は楽しいもので
すが、苦しいものでもあり、壁にぶつかった時は我

慢強く努力することで乗り越えてきました。成績がなかなか上がらない、
思うように勉強が進まない、など自分の現状と理想とのギャップに受験
中はたくさん悩みました。留学での苦しい経験が、受験中は何よりの支
えとなり、合格まで我慢強く勉強を継続できたことが合格に繋がったの
ではないかと思います。

森　啓希さん
留 学 国：アメリカ
所属大学：神戸大学　工学部　２年
受験方法：国公立　一般前期入試

もり ひろ き

私は高校２年の冬にパナマから帰国し、留学扱い
にしました。受験まで１年はあったので焦らず興味
のある学部を探し始め、一般入試の勉強もしつつ

AO入試にも挑戦してみようと思いました。実際の志望理由書は留学経験
とは関係のない自分の描く将来について書きましたが、留学で培った言
語力や行動力、何よりも１年間様々な経験を積んだという自信が評価に
繋がったと思います。留学中はとにかく何事にも挑戦してみること、その
中で多くの人と関わりを持ち将来どうなりたいのかゆっくり考えることを
大切に過ごして下さい！

東　瑞玲さん
留 学 国：パナマ
所属大学：慶應義塾大学　総合政策学部　２年
入試方法：AO入試

ひがし み れい

≪国内≫
■愛知県立大学
■青山学院大学
■宇都宮大学
■大阪大学
■大妻女子大学
■学習院大学
■金沢大学
■関西医科大学
■関西外国語大学
■関西大学
■関西学院大学
■神田外語大学
■北九州市立大学
■岐阜大学
■九州大学
■京都外国語大学
■京都教育大学
■京都産業大学
■京都大学
■慶應義塾大学
■敬和学園大学
■神戸市外国語大学
■神戸大学
■国際医療福祉大学
■国際教養大学
■国際基督教大学
■滋賀大学
■静岡大学
■芝浦工業大学
■順天堂大学
■城西国際大学
■上智大学
■湘南医療福祉専門学校
■信州大学
■成蹊大学
■清泉女子大学
■多摩美術大学
■千葉大学
■筑波大学
■津田塾大学
■都留文科大学
■東海大学
■東京外国語大学
■東京学芸大学
■東京工業大学
■東京女子医科大学
■東京女子大学
■東京大学
■東京理科大学

主な進学先一覧（五十音順）

その他 4％

■同志社大学
■東北大学
■東洋大学
■富山大学
■豊田工業大学
■長岡造形大学
■長崎大学
■長野大学
■名古屋大学
■南山大学
■日本大学
■一橋大学
■弘前大学
■広島大学
■福島大学
■法政大学
■北海道大学
■武蔵大学
■明治大学
■横浜国立大学
■横浜市立大学
■立教大学
■立命館アジア太平洋大学
■立命館大学
■早稲田大学

≪海外≫
■アムステルダム大学（オランダ）
■ウィスコンシン大学（アメリカ）
■エンポーリア州立大学（アメリカ）
■オバーリン大学（アメリカ）
■オレンジ・コースト大学（アメリカ）
■カールトン大学（アメリカ）
■キングス・カレッジ・ロンドン（イギリス）
■グリネル大学（アメリカ）
■グリフィス大学（オーストラリア）
■ゲルフ大学（カナダ）
■サンタ・バーバラ・シティ大学（アメリカ）
■スワスモア大学（アメリカ）
■センター・カレッジ（アメリカ）
■トロント大学（カナダ）
■ニューヨーク州立大学（アメリカ）
■ノックス大学（アメリカ）
■マイアミ大学（アメリカ）
■マカレスター大学（アメリカ）
■マンチェスター大学（イギリス）
■ミズーリ・バレー大学（アメリカ）
■モスクワ大学（ロシア）
■ワシントン大学（アメリカ）

はい
87％

いいえ
13％
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AFS活動に参加しよう

AFSでは、年間留学プログラムのほかに
以下のプログラム・活動も行っています。

■ 短期留学プログラム
２週間～４週間の留学プログラムで、ボランティア

のホストファミリーにホームステイしたり、寮に滞在
したりしながら現地で文化語学研修を受けます。2019
年春の派遣先はイギリス、夏の派遣先はオーストラリ
ア、カナダ、アメリカ、フィリピン、インド、中国、
イギリスです。

■ サマーキャンプ＆交流会
毎年７月～８月に全国各地でサマーキャンプを開催

しています。世界各国からの留学生との交流を楽しみ
ませんか？ 各種交流会の情報もWEBサイト等で随時ご
案内しています。

■ ボランティア活動
社会人ボランティアは全国76支部で、留学生・ホス

トファミリー・ホストスクールのサポート、イベント
の企画・運営、選考試験などの手伝いをします。大学
生ボランティアは主にイベントやオリエンテーション
の企画・運営を行います。

■ ホストファミリー
１か月～10か月間、外国の高校生をご家庭に受け入

れ、日常生活を共にします。ホストファミリー経験者
は年間派遣プログラムの一般選考で優遇制度がありま
す。詳細はP68、94をご覧ください。

17



How can I become an AFSer?
AFSプログラムに参加する

応募できる国、応募条件などを確認のうえ、選考試験を受けてください。選考試験で、留学する国が内定します。

  
	 19 国別情報
  
	 58 １ 応募資格
	 59 ２プログラムの流れ
	 63 ３留学先を選ぶ
	 63	 　①2020年派遣募集国
	 63	 　②選考方法・時期と応募できる国
	 64	 　③希望留学先を決めるにあたって
	 65 ４ 応募と選考
	 65	 　①選考試験の種類	
	 68	 　②優遇制度（一般選考試験のみ）
	 68	 　③選考手数料
	 70	 　④提出書類一覧

	 72 ５ 留学費用について
	 72	 　①プログラム参加費
	 72	 　②参加費に含まれるもの
	 72	 　③参加費に含まれないもの
	 72	 　④参加費の支払い時期
	 73 参加の取りやめ・内定取消について
	 74 一般選考試験の応募について
	 80 公募制推薦試験の応募について
  
	 94 優遇制度対象 ホストファミリーになる
	 98 優遇制度対象校、派遣・受入実績校
	102 奨学金のご案内
  
	113 参加規程
	115 よくある質問Q＆A
  AFSの理念

Contents
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冬 組
派
遣
強
化
国

□月出発
地　域

生活様式
ヨーロッパの影響を強く受けていますが、□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

受入国AFS事務所について
AFSアルゼンチンは□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

教育制度
識字率は□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

高校生活
学　　年：□□□□□～□□□□□□
授　　業：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
教　　科：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
課外活動：□□□□□□□□□□□
そ の 他：□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

配属の傾向
8割近くが地方の小さな町への配属です。□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
近年アジアからの私費留学生が急増しているため、AFS生の配属
先の確保が大変難しくなり、配属先の決定に時間を要しており、
出発日が複数回に分かれます。出発時期による留学期間の延長は
ありません。状況をご理解の上、ご応募ください。

配　　属★★★

査　　証★★★★

追加費用★★

菜食主義者や禁煙家庭希望者、ほこり、動物アレルギー
のある生徒の配属は困難です。
精神科系の薬を服用している生徒の配属は困難です。
取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。審
査に時間を要し、発給が直前になったり出発日を変更し
たりする場合があります。
必須予防接種があります。

国別情報の読み方
～国選びのポイント～

主要言語 □□□□□語
定　　員 □□名
参 加 費 □□□万円
年齢制限 □□□年□月□日～

□□□年□月□日

00

�出発時期�
冬出発と夏出発があります

�67期（2020年出発）
の募集人数です
�プログラム参加費（P72参照）

応募可能な生年月日
（P8参照）

�配属難易度 社会情勢の変化を含む受入国の事情により、AFS生の配属先の確保が年々厳しく
なっている国があります。出発日の複数設定、出発日遅延の可能性があります。

★★★★★ >>> ★
大変時間を要する 比較的スムーズ

（出発日遅延の可能性有） （余裕を持って配属が決まる）

�査証取得難易度 審査が非常に厳しく、発給が出発直前になったり出発日を変更する可能性
のある国があります。

★★★★★ >>> ★
大変厳しい 比較的容易

（出発日遅延の可能性有） （査証不要等）

�追 加 費 用 プログラム費用の他に発生する費用の目安です。（予防接種・査証手続き費用等）

★★★★★ >>> ★
多い 比較的少ない

国選びのポイント ※例年の傾向です。参考情報としてご参照ください。

（▶P72	留学費用について）
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２月出発
中南米

さすが地球の裏側！
私のホストファミリーの家は、すごく田舎に

あり大草原に木がポツンと生えているようなと
ころへすぐ行けて、そこでは牛や馬、羊など
たくさんの動物にいつでも触れ合える大自然
が広がっていました。

アルゼンチンの生活は、友達とおやつをし
たりお昼寝をしたりすることがあたりまえで、
お菓子類はとても甘く、中でもドゥルセデレ
チェという、牛乳と砂糖でできたキャラメルの
ようなものがとても美味しかったです！ アル
ゼンチンといえば、｢アサード（焼き肉）｣ です
ね！ 私の家では月に３回から５回ほどやって
いて、パパやママの友達をたくさんよんだり、
私の友達もよんだりして、みんなで集まって

夜は盛り上がりながら夕食をしました！ 　ア
サードは各家庭により味付けは異なるので、食
べ比べしてみてくださいね！ 　すごくジュー
シーなお肉でとても美味しかったです。

私のホストファミリーは共働きで家にいつも
いなかったけれど、ホントの親のように一番に
私のことを心配してくれたり、スペイン語の学
習という壁にぶつかった時も励ましてくれたり
勇気づけてくれて頑張ることが出来ました。ホ
ストシスターも友達もまたスペイン語や日常生
活からすべて助けてくれました。

私の留学の中で、一番の宝物は友達です。
家族はとても忙しかったので、よく友達といま
した。スペイン語を教えてもらったり、習い事

の体操も率先して友達と習いました。私を街
のいろんなところへ連れていってくれました。
そして、他国のAFSの生徒達とは今でも連絡
を取りあったり、電話をたまにしたりするよう
な関係です。本当に、お祭りも多いからか陽気
で愉快な人が多く、優しく受け入れてくれて、
もちろん辛いことにもぶつかりましたが、楽し
く幸せな時間を過ごすことができました。

さすが地球の裏側、日本とはまったく違う人
生の楽しみ方、過ごし方があるんだなと実感
しました。この一年は充実した、人生にあるか
ないかの貴重な大事な経験ができ、これから
の人生に役立て、強く生きていきたいと思いま
す。

生活様式
ヨーロッパの影響を強く
受けていますが、独自の
はつらつとした文化を確
立 し て い ま す。 人 々 は
サッカーやタンゴを愛し
情熱的であると同時に、
家族や親戚との絆が強く、
家庭生活を大切にします。親は子供のことを常に気にかけ、子供
への愛情表現を欠かしません。

AFSアルゼンチン・ウルグアイ
AFSアルゼンチンは1955年から活動しています。数年前に、隣
国のウルグアイにも支部ができ、現在はAFSアルゼンチン・ウル
グアイとして活発に活動しています。

教育制度
識字率は9割以上です。初等教育が7年間、中等教育が5年間、計
12年間です。

高校生活
学　　年：3月中旬～12月上旬。
授　　業：アルゼンチンは月～金の週5日制。ウルグアイは私立

学校が月～金の週5日制、公立学校は月～土の週6日
制。学校により午前（8時～12時）又は午後（13時
～17時）の授業となります。1年で平均して11科目
を必修科目として勉強します。

教　　科：スペイン又はアルゼンチン（ウルグアイ）文学・地理・
生物・外国語・数学などの他、学校により様々な科目
を勉強することができます。

課外活動：ほとんどありません。
そ の 他：真剣な学業への取り組みが重視され、AFS生は授業に

まじめに出席する旨の誓約書に署名を求められること
があります。滞在中の個人的な習い事、学校での特別
な選択科目の履修、修学旅行代などは自己負担です。

配属の傾向
ウルグアイへの配属は若干名で、大半のAFS生はアルゼンチンへ
配属されます。配属先は、書類審査でAFSアルゼンチン・ウルグ
アイが決定します。オリエンテーションは各配属地域内で実施さ
れます。アルゼンチンでは、大半が郊外又は地方に住む保守的な
家庭に配属され、ウルグアイでは都市部に配属される傾向があり
ます。喫煙家庭が多く、一家に一人は喫煙者がいるのが一般的で
す。アルゼンチンでは、AFS生は多くの場合、公立の共学校の4
年か5年（日本の高校2、3年相当）に、ウルグアイでは4～6年（日
本の高校1～3年相当）に編入されます。ホストスクールの決定
が現地到着後になる場合があります。

	 少数ですがウルグアイにも配属されます。

配　　属★ 
 

査　　証★★★ 
 

追加費用★★★

語　　学 

菜食主義者や禁煙家庭希望者、ほこり、動物アレルギー
のある生徒の配属は困難です。
精神科系の薬を服用している生徒の配属は困難です。
取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。審
査に時間を要し、発給が直前になったり出発日を変更し
たりする場合があります。
査証申請・取得関連費用が高めです。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められます。

アルゼンチン共和国
ウルグアイ東方共和国

主要言語 スペイン語
定　　員 10名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年２月22日～

2004年４月１日

01
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冬 組

帰国生の声

２～４月出発 ※配属決定・査証発給次第随時

オセアニア

生活様式
オーストラリアは広大な
国土をもつ若い国です。
オープンで率直、気さく
な国民性で、家庭では皆
で協力して家事を分担し
ます。子供は親を敬う一
方で、自立した存在でも
あります。

AFSオーストラリア
50年以上の歴史があり、短期・長期合わせて世界中から数多く
のAFS生がオーストラリアでホストファミリーと生活を共にして
きました。近年は、オーストラリア政府の留学生受入れ施策によ
り、以前と比べて受入数が減少しています。

教育制度
全国共通の教育システムを採用していますが、運用方法は各州に
より異なります。義務教育は6歳から15歳までの9年間 （タスマ
ニアでは16歳までの10年間）です。学校は共学校、男子校、女
子校があり、75％が公立校、25％が私立校です。

高校生活
学　　年：1月下旬～12月中旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時45分～15時。1時限40分、

1日7～8時限。
教　　科：英語、数学、外国語（日本語、ドイツ語、フランス語、

スペイン語、インドネシア語）、生物、物理、化学、
歴史、オーストラリア諸問題、地理、経済学、商業、
ビジネス学、コンピューター、音楽、家庭科、木工、
織物、デザイン、演劇、美術、体育など。

課外活動：学校によって異なりますが、音楽、スポーツ（サッ
カー、陸上、水泳、ネットボール、クリケットなど）、
ディベートなどがあります。

そ の 他：大半の学校で制服の着用が義務づけられています。授
業にまじめに出席し、熱心に勉強し、学校生活に適応
することが、査証発給の条件です。このような努力を
しない場合は査証が取り消され、プログラム参加を継
続できなくなります。

配属の傾向
8割近くが地方の小さな町への配属です。都市部への配属はごく
少数です。受入家庭では両親が職業をもっている場合が多く、一
人親の家庭もあります。また、なかには複数の留学生（AFSだけ
とは限らない）を同時に受入れている家庭もあります。受入家庭
は、人種的にも言語的にも多岐にわたるため、家族間では英語以
外の言語を話す家庭もありますが、AFS生とのコミュニケーショ
ンは英語です。

オーストラリアでの約10か月間は、一生
忘れることのできない期間になりました。す
べてがうまくいっていたわけでなく、たまに
は落ち込んだり自分で悩んだこともありまし
た。でも、今になってはそれらすべてがいい
思い出です。

まず、オーストラリア人の明るさと優しさ
が印象に強く残っています。オーストラリア
人は、知らない人でも道ですれ違ったらあい
さつをしてくれる程フレンドリーです。その
ため、学校では僕が留学生だからということ
もあり毎日たくさんの人が話しかけてくれま
した。そして、同じ学年のほとんどの人と友
達になることができました。また、自分に悩
みがないか聞いてくれたりもしました。この

留学で何度オーストラリア人の明るく優しい
ところに救われたかわかりません。

また、オーストラリアで自分の意見を自分
から発信する大切さを学びました。授業は毎
日まるで討論のようで、日本の主に聞くスタイ
ルとは大違いでした。テストは、日本の一つ
の答えを導きだす形式とは違い、自分の意見
を〇〇字以内の作文を書くというものがほと
んどでした。これらから、日本とオーストラリ
アの教育方針の違いについても気づきました。

それと、オーストラリアで親友と呼べる友
達をつくることができました。みんなで週末
にビーチへ行ったり、音楽フェスに行った
り、泳げる大きな滝つぼに行ったりなどたく
さんの思い出をつくるこどができました。

このようにな事をはじめとして僕はオース
トラリアで数えきれない程の経験をし、それ
らを通して自分のこれからの人生について考
えたり、自分の今までの考えを改めたりなど
することができました。オーストラリアはも
う僕の大切な第二の故郷です。それと、こん
な貴重な経験ができたのは自分の周りのすべ
ての人々のおかげなので、これからもしっか
り感謝し続けていきたいと思います。

また、自分の経験を周りの友達などと共有
したいとも思っています。最後に、自分の留
学は終わりましたが、自分の人生はまだまだ
これからです。そのため、この留学での経験
を存分に生かしてこれからにつなげていきた
いです。ありがとうございました。

第二の故郷を見つけた10か月間

オーストラリア連邦
主要言語 英語
定　　員 ２名
参 加 費 170万円
年齢制限 2003年５月１日～

2004年４月１日

02

配　　属★★★★★ 
 
 
 
 
 
 

査　　証★★★

追加費用★★★

出 発 日

近年アジアからの私費留学生が急増しているため、AFS
生の配属先の確保が大変難しくなり、配属先の決定に時
間を要しており、出発日が複数回に分かれます。出発時
期による留学期間の延長はありません。状況をご理解の
上、ご応募ください。
ほとんどの家庭でペットを飼っているので、動物アレル
ギーでペットと同居できない方は留学先として希望できま
せん。また、菜食主義者の配属も困難です。
オーストラリア本国での審査になるため時間を要します。
―
配属状況および査証発給状況により出発日が複数回に
分かれます。
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生活様式
コスタリカはラテンアメリカの中で最も政治的に安定した国のひ
とつです。自国の民主主義や平和に誇りをもっています。また、
自然も大変豊かです。父親は仕事中心で、家事や育児は母親に任
される家庭が多いですが、家族はとても仲が良く、親は子供のこ
とを気にかけ、子供の行動を常に把握しています。一般的に女子
に対しては、より保守的です。

AFSコスタリカ
1955年から活動しています。

教育制度
国家予算の3割近くが教育に使われ、幼稚園から始まり6年間の
小学校、5年間もしくは6年間の中等学校を経て、大半が大学に
進学します。

高校生活
学　　年：2月中旬～12月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時～13時又は16時。1時限

45分、1日6～8時限。
教　　科：数学、化学、生物、心理学、哲学、美術、社会科、保

健体育、宗教学、スペイン語、フランス語、英語、物
理など。

課外活動：サッカー、水泳、音楽、国内研修旅行（学校により異
なります）。

そ の 他：全ての学校で制服が義務付けられています。厳しい校
則を設けている学校も多くあります。

配属の傾向
大半が地方の中流家庭に配属されます。AFS生は多くが共学の公
立校の9年から11年に編入されます。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

配　　属★★ 

査　　証★★★ 

追加費用★★★★ 
 
 

語　　学

菜食主義など食事制限がある生徒、室内及び室外にペッ
トのいない家庭を希望する生徒の配属は困難です。
大使館に代理申請をします。大使館での審査に時間がか
かる場合があります。
査証申請・取得関連費用が高めです。必須予防接種があ
ります。BCG、ポリオ、ジフテリア、百日咳、破傷風、
はしか、風疹、おたふく風邪の接種が義務づけられます
（66期参考情報）。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されていま
す。

中米の自然豊かな国、コスタリカでの生活
は約５か月が経ちました。あっという間に過
ぎてしまったと感じています。コスタリカに
着いて、始めは生活のリズムや考え方の違い
にストレスを感じることが多くありました。
気候には特に悩まされました。夜でも暑さで
なかなか寝付けず、平日は早朝に起きるので
寝不足が溜まっていきました。毎日が新しい
ことの連続で興奮して眠れなかった日もよく
ありました。

学校には２日目から通い始め、初日はホス
トブラザーと一緒に授業に参加し、放課後は
校内を説明してもらいました。その中で、校
舎の壁の至る所に絵が描かれていて衝撃を受

けました。感性が豊かで、自由に生きている
からこんなにも素敵な絵を描けているのでは
ないかと思ったからです。こんなにも素敵な
発見がある事はなんて幸せで、これからもっ
とこの国の事、そしてそこに住む人々のこと
を知ろうと思った大切な出来事です。

学校の人々はとにかく明るいです。いきな
り授業がなくなったりし暇なことが多いです
が、時間がゆっくり流れているように感じ安
心します。昼寝をしたり、お喋りをしたり。
自由気ままにそれぞれ過ごしています。

一番学校で驚いた事は男女の仲の良さで
す。挨拶は勿論キスやハグですが、挨拶でな
くてもハグは男女関係無くします。最初は本

当は付き合っているんじゃ無いかと考えてし
まったほどです。

留学したいと思った時からずっと、ホスト
ファミリーとは本当の家族のようになりたい
と憧れていたので、遠慮なく自分の考えを伝
えられるよう最初から気を付けていました。
遠慮をしてしまっては自分に対してもホスト
ファミリーが同じように接してしまうと想像
したからです。行動に移すのは勇気がいりま
したが、始めから無理をせず生活を共に出来
た重要な事だったと思います。今ではホスト
ファミリーと一緒にミサンガを作ったり、映
画館に行ったり、お祭りに行ったりし様々な
体験しています。

かけがえのない瞬間を

主要言語 スペイン語
定　　員 16名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年５月１日～

2004年４月１日
コスタリカ共和国

03

コスタリカ×パラグアイ帰国生座談会「中南米留学の魅力」もチェック‼
AFS座談会 中南米留学で検索
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「僕は、彼が好きなんだ」と、タイの男の
子の友人が私に言いました。私は初めとても
驚きました。そして同時になんて素敵なんだ
ろう、と思いました。もともとは女の子が好
きだったんだけど、彼と出会ってからは男の
子も好きになった、そう友人は私に話してく
れました。留学先のタイの高校で、私たちは
よく女の子も男の子も関係なく、いろんな恋
愛話をしました。

性別に関わらず、人としての魅力を見つけ
ることができるタイの友人たちに、私はとて
も憧れました。同時に、性的少数派と呼ばれ
る人に対しておおらかなタイの雰囲気に対し
ても、これまでにない魅力を感じました。

このように、性や人を愛すことのさまざま
な形は、私が留学を経験して、今後も大切に
していきたいなと思うことのひとつです。

一方で、私自身もタイで一年間生活する中
で少数派になるという経験をしました。タイ
で私はしばしば「日本人」という枠で多くの
人に理解されていました。日本人であるとい
うことがタイ社会においては私の自分らしさ
でした。それが親日国のタイでは良い方向に
働くこともあれば、日本という枠で自分が理
解されることがとてももどかしいと思うこと
もありました。

このように、少数派に対する一姿勢を学ぶ
ことのできるタイで、私自身が少数派になる

という経験をしたことは、多様性について考
えるとても貴重なきっかけとなりました。

多様性について考える

生活様式
タイは「自由の国」「ほほ笑みの国」として知られています。東
南アジアの中ではヨーロッパの支配を受けていない数少ない国
で、伝統的な文化が大切に守られ、生活の中にもそれを感じるこ
とができます。穏やかで親切、礼儀正しい国民です。家族や親戚
の仲がとてもよく、週末などは家族でゆったり過ごします。父親
が大黒柱であり、家事や育児は主に母親の役割です。

AFSタイ
1962年から活動しています。

教育制度
6・3・3制を実施。1～3年間の幼稚園の後、小学校6年間及び中
学校3年間（6～15歳）の計9年間の義務教育があります。

高校生活
学　　年：5月中旬～3月中旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～15時半。1時限50分、

1日7～8時限。
教　　科：ドイツ語、英語、日本語、タイ語、数学、理科、タイ

文化系教科（舞踊、音楽、美術、工芸、スポーツ、ボ

クシング、フェンシング、料理など）、フルーツ・カー
ビング（果物や野菜の彫刻）、宗教など。

課外活動：体育系と文化系があり、学校ではAFS生の積極的な活
動を期待しています。学校は地域社会の中心として位
置づけられています。

そ の 他：タイの若者はよく勉強し、日本同様、学校中心の生活
を送っています。制服着用、アクセサリー禁止、長髪
禁止などの校則があります。

 支部又は学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
タイ全土に配属の可能性があります。州都の場合もあれば地方の
小さな町への配属もあります。両親共働きがほとんどです。キリ
スト教の活動への参加は困難です。国立校、私立校、男子校、女
子校、職業校、教員養成校、芸術校に配属されます。AFS生は通
常、11年か12年（日本の高校2、3年相当）に編入されますが、
8～10年の授業にも出席する場合があります。また、全ての授業
を英語で行う「バイリンガルクラス」のある学校へ配属されるこ
ともあります。

配　　属★ 

査　　証★★★

追加費用★★

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。
摂食障害のある生徒は受入できません。
取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。
―

主要言語 タイ語
定　　員 10名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年５月20日～

2004年４月１日
タイ王国
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私が派遣されたのはチリ北部のイキケとい
う周囲を砂漠に囲まれた大きな街でした。空
港の外に出た途端に目の前に現れた壮大な砂
の崖を見た感動を、今でもはっきりと覚えて
います。

チリでの生活は私の想像していたものとは
全く違うものでした。人々はみんな明るく気
さくで、街にはラテンの歌と踊りがあふれて
いました。学校では授業中に踊ったり、ゲー
ムしたりすることもあり、日本の学校生活と
は比べものにならないくらい自由に過ごせま
す。チリの人はサッカーが大好きなので、試
合の日には学校の授業がなくなり、みんなで
ピザを頼んで先生と一緒にサッカー観戦を
します。休日は友人たちと夜遅くまでパー
ティーで楽しんだりして、日本ではなかなか
体験できないことを味わいました。また家族

がとても大きく、その繋がりも強いです。家
族の集まりでは、かなり遠縁にあたる人も沢
山集まっていて、一回の集まりだけでは人が
多すぎて全員の名前を覚えられなかったほど
でした。家族はまるで本当の娘のように私の
ことを扱い、時に意見の違いで衝突したこと
もありましたが、愛情をたくさん注いでくれ
ました。帰国時に「いつでも戻っておいで。」
と渡された家の鍵は一生の宝物です。

留学中は何といっても言語に苦しめられま
した。学校から帰ってホストシスターが宿題
をする横で、毎日３時間スペイン語と格闘し
ていました。なかなか上達せず伝えたいこと
をうまく伝えることもできず、泣いた日も少な
くはありません。でもそんな時には同じ地域
に集まった留学生の友人達が励ましてくれて、
５か月経ったころには大分話せるようになりま

した。言語が話せるようなったことで、生活
がより一層充実したものになったよう感じます。

この一年間で得たことは言語や人間性の成
長など様々なことがありますが、一番は沢山
の人との繋がりであると感じています。多く
の人達との出会いがあり、色々なことを教え
られ、彼らの温かみに触れ、そしてその優し
さに救われてきました。嬉しいことがあれば
共に喜び合い、悲しいことがあれば優しくハ
グをしてくれる。一緒に過ごしたのはたった
一年ほどであったけれども、10年来の友人で
あったように感じます。また、彼らとの関わり
の中で視野が広がり、帰国した今ではもし留
学をする前より、生活に色があると感じてい
ます。もし留学をしていなかったら、もし彼
らと出会うことがなければ、私の人生はずっ
とつまらないものになっていたことでしょう。

沢山の人との繋がり

生活様式
ラテンアメリカの中でチリは最も発展し、経済的に安定した国の
ひとつです。生活様式はヨーロッパの影響を大きく受けていま
す。チリ人はとても外向的・社交的で愛情深い国民です。家族や
親戚をとても大切にします。父親が一家の大黒柱ですが、母親も
家庭の中で大きな影響力をもっています。親は子供（特に女子）
を大切にし、子供たちは親の言い付けを守ります。時間に対して
はおおらかだといわれますが、ビジネスや学校の集まりは時間厳
守があたりまえです。

AFSチリ
1958年から活動しています。

教育制度
教育への国民の関心は高く、義務教育は6歳からの8年間で無償。
その後4年間の中等教育があります。19世紀にドイツとフランス
をモデルに教育制度を確立したチリは、南米でも最も教育水準が
高い国のひとつと言われています。

高校生活
学　　年：3月初旬～12月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時又は8時半～16時又は18

時です。土曜の午前に授業がある学校もあります。
教　　科：数学、物理、化学、生物、歴史、心理学、哲学、経済、

外国語、スペイン語、美術、体育など。
課外活動：スポーツ、コーラス、民族音楽、ダンス、少年団活動、

社会福祉活動など。
そ の 他：制服があります。学業への真剣な取り組みが求められ

ています。

配属の傾向
イースター島を除くチリ全土に配属の可能性があります。大半が
小さな都市部か都市郊外の中流家庭に配属されますが、地方への
配属もあります。喫煙家庭の割合が高い国です。AFS生は大半が
私立高校に配属され、本国での学年によって10～12年（日本の
高校1～3年に相当）に編入されます。ホストスクールの決定が
現地到着後になる場合があります。

配　　属★★ 
 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★

成　　績 

語　　学

完全菜食主義者、グルテン不耐性、重度のアレルギーの
ある生徒、特定の教会（モルモン教、エホバの証人、ユ
ダヤ教など）に通う必要のある生徒、動物アレルギーで
室内ペットと同居できない生徒の配属は困難です。
取得のため、大使館から本人に出頭要請があります。
HIV検査を含む健康診断が必要です。
―
学業成績が一定して上位2分の1以内であることが求めら
れます。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されています。

主要言語 スペイン語
定　　員 10名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年８月20日～

2004年４月１日
チリ共和国
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帰国生の声

私が住んでいる町は、道にはカラフルなフ
ルーツが溢れるように並び、町のみんなが家
族のように支え合っているとても温かい町で
す。

ホストファミリーは私を本当の家族の一員
にしてくれていて、毎日充実した生活を送れ
ています。

シスターとはとても気が合い、一緒に歌っ
たり踊ったりします。そして、宿題など学校
のことをサポートしてくれたり、スペイン語
を教えてくれたりします。また、食事をしな
がらホストペアレンツと今日あった出来事を
話すのが毎日の楽しみです。

ホストスクールでは他のクラスや学年にも
沢山の友達ができとても楽しい学校生活を
送っています。休み時間には「日本語教え
て！ 」と寄ってきてくれる友達もいて日本

語教室が始まります。
私がそんな中で7か月間過ごして1番強く

感じたことは家族、特に両親にいかに支えら
れていたかです。精神面でも生活面でもいか
に家族に支えられていたのか、強く感じるこ
とができました。

そしてパナマ人は家族をとても大切にして
いて、家族と過ごす時間をたくさんとりま
す。そのため、学校や仕事は夕方早い時間に
終わります。

また、パナマ人はとても明るく、フレンド
リーです。そして、日本人からするととても
ルーズで時には欠点に出ることもあります
が、どこか余裕があるようにも感じ、私はと
ても良いことだと思いました。

パナマに来て生活してみて、日本の公共設
備は本当に整っていると思いました。今私が

住んでいる町では、水が自由に使えないこと
がよくあります。日本での生活は当たり前で
はないことに初めて気づきました。

そしてパナマに留学して様々な国籍の留学
生と出会うことができ、沢山の刺激を受けま
した。様々な価値観を知ることができ、全て
のことを広い視野で見ることができるように
なったと思います。

家族はもちろん、学校の友達や先生、近所
の人たちが日本の文化や生活にとても興味を
持ってくれています。4年後には東京オリン
ピックもあるので、もっと沢山の人に日本の
素晴らしさを広げていきたいです。

パナマで過ごせる時間は残り3か月半とな
りましたが、1日1日を大切に過ごしていき
たいです。

パナマで家族の一員に

生活様式
パナマ運河によって発展した都市と、国土の半分を占める熱帯雨
林のコントラストが面白い国です。国民は楽観的で社交的です。
家族の絆が強く、大家族も多くみられます。両親共働きの家庭が
多いので、子供たちは家事をよく手伝います。

AFSパナマ
1959年から活動しています。

教育制度
義務教育期間は4～14歳（就学前2年～中学3年生）で無償。高
校進学率は30%、大学は10％です。識字率は97％でラテンアメ
リカでは識字率が最も高い国のひとつです。

高校生活
学　　年：3月初旬～12月中旬、4学期制。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時～12時半又は12時半～

18時（大半のAFS生は午前中の授業に出ます）。1時
限45分、1日5～7時限。

教　　科：理科系（物理、化学、生物、英語、政治、北・中米の
歴史）、ビジネス系（タイピング、速記、会計、実務
事務、北・中米の歴史、地理経済）、人文系（西・英・
仏文学、数学、哲学、北・中米の歴史）。

課外活動：学業に重きをおいているため課外活動はあまり活発で
はありませんが、サッカー・バスケットボール・バレー
ボールなどのスポーツやマーチングバンド・フォーク
ダンス・コーラスなどがある学校もあります。

そ の 他：全ての学校で制服の着用が義務づけられています。
 宿題はほぼ毎日出ます。

配属の傾向
1割がパナマ市内、3割が小都市、残りが地方へ配属されます。
ホストファミリーの多くは、保守的な中流家庭です。AFS生は通
常、共学の公立校の11年か12年（日本の高校2、3年相当）に編
入されます。

配　　属★★

査　　証★

追加費用★★

菜食主義者の配属は困難です。
現地到着後の手続きです。
―

主要言語 スペイン語
定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年11月30日～

2004年４月１日
パナマ共和国
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わたしがパラグアイに留学した理由は、「時
間がゆっくり流れる国」という言葉に魅かれ
たから、ただそれだけです。1年間の留学が
したいと思っていたので、AFSのパンフレッ
トに載っていたこの言葉に一瞬で惹かれ、パ
ラグアイを第一希望にしました。

その言葉の通り、パラグアイ人はとてもお
おらかで時間にとらわれることなく生活して
いました。友達が「2時に遊びに行くよ」と
言うので待っていると、30分たっても来な
い。心配して電話をすると「もう着くところ
だよ」と言われる。結局はその1時間後ぐら
いに来る、なんてことはいつものことです。
私はこの時間感覚がとても好きでした。

夕方になり外が涼しくなると、庭や家の外
（玄関先ではあるがほぼ歩道）に椅子を出
し、家族みんなで軽食を食べ、テレレ（パラ
グアイの伝統的なお茶のこと）を回し飲みし
ながら、ゆっくりとくつろぎます。この時間
は家族みんなでゆっくりとお話しをする為の
大切な時間でした。

良い友達にも恵まれ、学校の授業で分から
なかったところをよく友達の家に行って教え
てもらっていました。テスト前になると、そ
の友達の家に通い一緒にテスト勉強をしてい
ました。

AFS生で一番仲良くなったのは、タイ人の
女の子でした。到着直後のオリエンテーショ

ンで、英語もうまく伝わらず周りのAFS生と
なかなか打ち解けられない中、彼女だけは同
じアジア人ということもあってか、すぐに意
気投合しました。また、同じ街に派遣された
ドイツ人の女の子2人にもとても助けられま
した。やはり、同じ留学生として同じような
悩みを抱えている為、お互いの悩みにとても
深く共感でき、「どうしたらいいかな」と一
緒に考えることができました。同じ志を持っ
た仲間がいるということは、つらいことを乗
り越える力を持っているのだなと感じました。

パラグアイといういわゆる発展途上国に留
学出来たこと、それは今のわたしの人生に大
きく影響しています。

時間がゆっくり流れる国

生活様式
パラグアイはパラグアイ川によって緑の多い東側と肥沃でない西
側に分けられています。人口の98％は東側の緑の多い地域に住
んでいます。家族が社会の基本であると考えられています。親は
子供を大切にし、特に女子に対して保守的で、子供は親の意見を
尊重します。

AFSパラグアイ
1962年から活動しています。

教育制度
小学校7年間と、中学校3年間、高校3年間が義務教育です。高校
では人文科学、商業（終了後に大学進学が可能）、その他にも技
術者、教育、専門職養成のための専門学校（入学試験あり）が多
数あり、中学卒業後に受験が可能です。

高校生活
学　　年：2月下旬～11月末。
授　　業：月～金の週5日制。午前（7時～12時）、午後（13時

半～18時）の2部制で、どちらかに出席します。午前
クラスでも午後に授業がある学校もあります。

教　　科：化学、地理、歴史、外国語、数学、哲学、心理学、ス
ペイン語、美術など。

課外活動：あまり盛んではないため、学外で各自の興味にあう活
動を探すとよいでしょう。

そ の 他：大半の学校で制服の着用が義務づけられています。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
2割が都市部、2割が都市近郊、6割が地方の小さな町に配属され
ます。多くの家庭にはエアコン、洗濯機、電子レンジ、食器洗い
機などの近代的な設備はありません。受入家庭の多くがペットを
飼っています。AFS生は通常高校5年か6年（日本の高校2、3年
相当）に編入されます。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

配　　属★ 

査　　証★

追加費用★★

語　　学

菜食主義者や禁煙家庭のみ希望する生徒の配属は困難
です。
現地到着後の手続きです。
―
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められ、未達の場合費用の自己負担が
発生することがあります。

主要言語 スペイン語
定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2001年８月22日～

2004年４月１日
パラグアイ共和国

07

コスタリカ×パラグアイ帰国生座談会「中南米留学の魅力」もチェック‼
AFS座談会 中南米留学で検索
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アジア

約10か月の留学を終えて特に刺激を受け
たことは、ホストファミリーとの生活です。
マレーシアでは友達よりも家族を大切にしま
す。だからいつでもファミリーと出かけまし
た。私のファミリーは私を入れて11で大家
族だったから家族全員が集まって出かけるこ
とはできなかったけど出かける時のメンバー
がいつも少しずつ違って毎週行くようなスー
パーマーケットでも新鮮でした。

そんなファミリーとの生活の中で特に心に
残っていることがあります。それはラマダン
期間中の１か月とハリラヤです。ラマダン期
間中は日が昇っている間食べることはもちろ
ん、飲むこともできないのでエネルギーを消
費しないように出かけず、家でゆっくり過ご
します。特にやることはないしみんなそれぞ
れ寝ていたり、テレビを見ていたりしたけど
家族みんなが１日中同じ１つの空間にいるの
は、なんだかいいなと思いました。日本では
時間がないと言って家族と過ごす時間が少な

かったと反省しました。また、１日中食べら
れない、飲めないはとても辛かったけど家族
みんなでやるから我慢できるし、みんなで食
べる日が沈んでからの食事はいつも以上に美
味しくて楽しくて毎日が特別でした。家族み
んなでやるからムスリムのファミリーは仲が
良くて話が尽きないのだと思いました。

ハリラヤでは、家族とサラムと呼ばれる握
手をしているところに心を打たれました。ハ
リラヤのサラムは特別で今までの間違いを謝
り、感謝を伝えます。泣きながら握手とハグ
をしていてすごく印象に残っています。すご
く感動的でドラマのような場面で私がどうし
ていいかわからなくてただ立っていたらホス
トマザーが呼んでくれて私もサラムをしまし
た。その時マザーがgood girlと何度も言っ
てハグしてくれて、とても嬉しくて泣きそう
でした。あの温かさはいつまでも忘れられな
いし、忘れたくないです。

私はこれらのイスラム教文化からイスラム

教のことはもちろん家族との関わりの大切さ
も学びました。最初は自分の成長のこととか
ばかり考えていたけど、留学によって出会え
たファミリー、友達、AFSマレーシアの方々
と交流を深めるうちに身近な存在がとても大
切なことに気づきました。

まだこれからも親だったり、先生だった
り、たくさんの方に迷惑をかけてしまうかも
しれません。でも留学によって、その人たち
への感謝の伝え方を一から学ぶことができま
した。留学に行かせてくれた家族、支えてく
れたたくさんの方々に感謝の気持ちでいっぱ
いです。学んだことを生かし、これからも頑
張っていきます。

最 後 に ホ ス ト フ ァ ミ リ ー へ、Terima 
k a s i h  b a n y a k ! !  S a y a  s a y a n g 
Malaysia！ （本当にありがとう、マレーシ
アが大好き！ ）

身近な存在の大切さ

生活様式
民族的に多様で文化的背
景も異なります。マレー
系、中国系、インド系が
主な民族です。国教はイ
スラム教ですが、信仰の
自由は認められています。
マレー人の習慣はイスラ
ム教の、中国系民族の習慣は三教（儒教、道教、仏教が混ざり合っ
たもの）の影響を受けています。民族的には多様ですが、どの家
庭でも親が子供の行動を把握することは大変重要なことで、子供
はいつ、誰とどこに行くのかを親に知らせなければなりません。
公用語はマレー語ですが、英国植民地時代の公用語でもある英語
も広く使用されており、マレー語とともに民族間の共通語の役割
を担い、英字紙も広く読まれています。

AFSマレーシア
1958年から活動しています。

教育制度
義務教育は11年間で無償です。学業や成績が重視される社会の
ため、AFS生も積極的に勉学に取り組むことが期待されます。

高校生活
学　　年：1月初旬～11月下旬の3学期制。
授　　業：通常は月～金の週5日制ですが、州によっては日～木

曜日の場合もあります。通常7時半～13時又は13時
半。1時限は40分～45分、1日8時限。

教　　科：数学、生物、物理、化学、マレー語、英語、歴史、地
理、商業、会計学、宗教学、倫理学、家庭科など。

課外活動：学校によって異なりますが、大半の学校でAFS生の積
極的な参加を勧めています。コーラス・ブラスバンド・
写真・コンピューター・青少年活動などがあり、土曜
日に活動が行われることもあります。

そ の 他：制服があります。マニキュアや化粧の禁止、男子の長
髪禁止などの校則があります。

配属の傾向
3つの独自の文化背景をもつ民族（マレー系、中国系、インド系）
で成り立つこの国で生活することで、異なる文化について多くの
ことを習得できるでしょう。大半が地方に配属されます。英語を
話す家庭や地域もありますが、学校ではマレー語を使うことが多
いようです。AFS生は通常10年又は11年（日本の高校1、2年
相当）に編入されます。多くの場合、保守的な家庭に配属されま
す。ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

配　　属★ 

査　　証★★★ 

追加費用★★

重度の食物アレルギーのある生徒は個別に審査されます。
喫煙家庭が多く、禁煙家庭への配属は困難です。
現地審査に時間を要するため、発給が出発直前になった
り出発日を変更したりする場合があります。
―

主要言語 マレー語・英語
定　　員 ７名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年１月１日～

2004年１月１日
マレーシア

08
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夏 組 ８月出発
ヨーロッパ

帰国生の声

10か月間にわたるアイスランドでの日々
に想いを馳せる今、真っ先に心に浮かぶのは
「ありがとう」の言葉です。留学中、私はた
くさんの方に支えていただき、かけがえのな
い時間を過ごすことができました。

私はケプラヴィークという小さな港町で毎
日笑顔の絶えないあたたかい6人家族と暮ら
しました。この家族はどんなときも私のそば
にいて喜びや悲しみを共に分かち合ってくれ
ました。彼らの大きな愛に包まれて私は毎日
本当に幸せでした。彼らと過ごした日々が今
はとてもなつかしく愛おしいです。

学校では、数学や英語などの授業の他に児
童教育学やヘアアレンジメントなど日本の高
校ではなかなか経験できない授業を受けまし
た。また、幅広い年代の人が在籍する学校に
通っていたため、たくさんの人と出会い、

様々な考えを聞けたことはとても貴重な経験
でした。

他にも、おばあちゃんに編み物を教えても
らったこと、レスキュー隊員として活動を
行ったこと、アイスランド語が少しずつ分か
るようになったこと、毎晩のように庭の温泉
から雄大なオーロラを家族で眺めたことな
ど、数えきれないほど思い出があります。

しかし、留学中は楽しいことばかりではな
く、何度も壁にぶつかりくじけそうになりま
した。それでも、感謝を忘れず前向きな気持
ちをもっていれば必ず光が見えてきました。
また、いつもたくさんの人が私のことを気に
かけ笑顔にしてくれました。アイスランドで
私は、自分がいかに人に支えられて生きてい
るかを痛感しました。

私にとってAFSの留学生の仲間はとても

大切な存在でした。全員でたった37人でし
たが、思い浮かぶ顔と声がたくさんの国にで
きた今、世界は私にとってぐんと身近なも
のになりました。小さなことかもしれません
が、このように互いを思いやり、幸せを願う
人々のつながりが平和な世界への第一歩にな
るのではないかと思います。アイスランド人
や世界各国からの留学生との出会いを通じ
て、人それぞれが異なる価値観をもっている
からこそ、お互いの違いを認め合い受け入れ
ることの大切さを学びました。

アイスランドでの経験は私の人生の宝物で
あり、これから生きていくうえでの糧になる
と信じています。16歳というこの時期にア
イスランドに留学できて私は本当に幸せでし
た。これからも感謝の気持ちを忘れずに私ら
しく一生懸命がんばります。

アイスランドの温かい家族

生活様式
アイスランドの人々は家族の絆をとても大切にしています。両親
が共働きで、家事は家族みんなで分担するのがあたりまえです。
ティーンエイジャーは自立している一方で、家庭生活では夕食を
家族皆でとることを大切と考えています。外出の際には行き先や
時間をきちんと伝えることを好みます。生活や文化は自然と密着
しています。夏には多くの家庭で家族そろって旅行にでかけます。

AFSアイスランド
1957年から活動しています。

教育制度
小中学校（6～16歳の10年間）は義務教育で、その後は試験を
受け、約93％が高等学校（16～20歳の4年間）へ進学します。
大学は3～5年間 （学部や学科により多少異なる）です。
高等学校は大きく3種類に分かれ、大学進学をめざした普通高校
のほかに、それぞれの専門のコースに特化した高校、職業高校が
あります。

高校生活
学　　年：8月下旬又は9月初旬～5月下旬。
授　　業：月～金の週5日制で8時～15時又は18時。1週間に

26時間授業。
教　　科：主にアイスランド語、古典、物理、自然科学、社会、

音楽など。
課外活動：放課後にさまざまな活動があります。写真・映画・無

線・コーラス・調理などで、学校間の競技会も実施さ
れます。

そ の 他：支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は高校もしくは中学の最終学年に編入されます。

配　　属★★★★ 

査　　証★★

追加費用★★★★

食事制限のある生徒、動物アレルギーのある生徒の配属
は困難です。
現地到着後の手続きです。
必須予防接種があります。

主要言語 アイスランド語
定　　員 ２名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年４月２日～

2004年８月１日
アイスランド共和国

09
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夏 組 ９月出発 ※配属決定時期により８月出発となります。

帰国生の声

北米

今回の留学を得て、私はアメリカの高校生
活、私生活、食文化などアメリカに住んでみ
なければわからない様々な体験をし、影響を
受けました。色々な高校生と出会い共に一年
間過ごしましたが、アメリカの高校生は個性
がみんな違い、同じ個性を持つ人を見つけ
るはとても難しいです。また学業は、みんな
きちんと重要視していて、いくら勉強が嫌い
な生徒でも成績Ａを取ることを考えてテスト
を受けていました。私は、アメリカの高校生
達のスイッチ切り替えがしっかり出来ている
ことに感心し、影響を受けました。ロボティ

クスでは、大会などでチームのことをみんな
に知ってもらうためのプレゼンテーションの
メンバーになるなど、色々な活動で地域の
子供たちや、社会人たちと交流しました。そ
の中で、将来に役立つ知識や経験を得まし
た。ロボティクス以外にも、私はブラスバン
ドのメンバーとして活動し、元々やってみた
かったジャズバンドやペップバンドというバ
スケットボールのホームゲームで演奏するグ
ループなどにも積極的に参加しました。ジャ
ズバンドでは、吹いたことのないトロンボー
ンを一から友達に教えてもらい、上級者向け

のジャズバンドで吹けるようになりました。
またペップバンドでは、応援曲を始める前の
チューバソロを担当し、チームのために応援
をしました。そして、５月に１年間の活動を
称するバンクェットというのがあり、ブラス
バンドのメンバーとその家族が参加しました。
そこで私はブラスバンドの先生から会場全員
に紹介され、そして色々と感謝されました。
その後、会場にいた全員よりスタンディング
オベーションをもらいました。このような経
験は、誰でも出来るようなものではないので、
とても貴重な経験をさせてもらえました。

とても貴重な経験

生活様式
気候も生活様式も地域に
よって大きく異なります。
様々な背景を持つ人々か
ら成る多文化社会です。

AFSアメリカ
AFS活動発祥の国で、1947年から活動を始めています。現在40
か国以上に1,500人以上のアメリカの高校生を送り、約2,000人
のAFS生を50か国以上から受入れています。

教育制度
アメリカでは高等学校の8割が公立で、2割は宗教団体又は民間
によって運営されています。アメリカの教育は各州に委ねられて
いるため、それぞれの学校制度に違いがありますが、義務教育は
一律16歳までです。

高校生活
学　　年：8月中旬又は9月上旬～5月中旬又は6月下旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常7・8時～14・15時。90～

120分、1日5～6時間。
教　　科：米国史・米国政治、英語、数学など。自動車教習のク

ラスは選択できません。
課外活動：バスケットボール・フットボール・野球・バレーボー

ルなどのスポーツ・演劇・オーケストラ・合唱など。
学校側は、AFS生が課外活動に積極的に参加すること
を奨励していますが、希望する活動が保証されるわけ
ではありません。

そ の 他：アメリカでの書類審査の段階で、必要な予防接種を受
けていない場合や具体的に計画されていない場合、高
校への配属決定に非常に時間を要します。

配属の傾向
配属は多くが地方の小都市又は小さな町で、アラスカ州やハワイ

州も含まれます。受入家庭は人種的・言語的に多岐にわたり、英
語以外の言葉を話す家庭、ひとり親や同性カップルの家庭、国籍
の異なるAFS生を複数受入れる家庭への配属もあります。ホスト
ファーザーとホストシスターのみの家庭に女子生徒が配属される
場合もあります。映画やテレビで観る中・上流家庭と現実の受入
家庭とは違う場合が多いと思ってください。学校の受入条件とし
て本国での成績や英語力が重視されます。
【参考】AFS生には、交流訪問者（J-1）ビザが発給されます。

	 過去にJ-1又はF-1ビザを取得したことのある人はJ-1ビザ申請
に必要なDS-2019が現行法においては発給されないため、アメ
リカには応募できません。ご注意ください。

主要言語 英語
定　　員 113名
参 加 費 170万円
年齢制限 2002年４月２日～

2005年４月１日
アメリカ合衆国

10

配　　属★★★★★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★★★★ 
 
 
 

出 発 日
成　　績 
 
 
 

語　　学

世界中から多数の生徒を受入れるため、配属決定に時間
を要するほか、出発日も配属決定時期により複数設けら
れています。出発時期による留学期間の延長はありませ
ん。状況を理解の上、ご応募ください。ペットを飼って
いる家庭が多いため、動物アレルギーで室内ペットと同
居できない方は留学先として希望できません。ただし、ア
レルギーがあってもペットと同居できる方はご応募いただ
けます。小麦・乳製品・卵などの米国の主な食生活の中
心になる食材の食制限がある方、深刻なほこりアレル
ギーや喘息がある方の配属も難しい場合があります。上
記の制限が複合的にある場合、受入国審査は通らない
場合もあります。
取得のため、指定されたアメリカ大使館又は領事館（東
京・大阪）で本人が面接を受ける必要があります。
必須予防接種があります。はしか・おたふく風邪・風疹・
Tdap（ジフテリア＋百日咳＋破傷風の思春期以降仕様）・
水痘・ポリオ・髄膜炎MCV4・A型肝炎・B型肝炎の予
防接種が決められた回数義務づけられます。派遣が決
まったら詳細をご連絡します。（66期参考情報）
配属状況により出発日が複数回に分かれます。
応募時に学業成績がクラスあるいは学年の4分の3未満
である場合、アメリカを希望しても合格できません。また、
出発直前まで学業順位が一定して中程度以上であること
及び過去2年間の成績の平均値も中程度以上であること
が求められます。
アメリカの派遣生はELTiS（P66参照）で213点以上（約
8割以上）の正答率が必須条件であるほか、内定後に所
定の英語レベルチェックの提出が義務づけられます。配
属前にELTiS以外の英語レベルテストの受験が求められ
たり、配属決定後に独自の英語レベルテストを課したり
する受入校があり、一定水準に達しないとその学校への
通学許可が出ないこともあります。留学希望者は英語力
向上を目指して努力を続けてください。
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夏 組 ６-７月出発
派
遣
強
化
国

アジア

帰国生の声

インドの人々はみんな温かかったです。
ぼくは滞在中に生まれて初めての嬉し泣き

を二回もしました。自分がたくさんの人に支
えられていてありがたい、幸せだなあと感じ
ました。これは本当にすごいことなんじゃな
いでしょうか。

人々はおしゃべりが大好きで、いつものん
びりと時間を気にせず雑談をして笑っていま
す。また、みんな好奇心旺盛で人懐っこくて、
ぼくにたくさんの質問をしてくれました。

人々は生き物を大切にし、動物に食べ物を
わけてあげ、ぼくの家族は小さな虫でさえ決
して殺しません。

誰かの家にお邪魔した時は、これでもかと
いう程もてなしてくれます。人と人との間の

思いやりをいつも感じていて、日本ではイン
ドの人々を見習って、こういうふうに生きた
いなあとよく思いました。

インドの地域のお祭りはさわがしく、盛大
でした。大音量の音楽に合わせて、踊りを身
体全体で踊ります。だいたいインドはどこで
もにぎやかで、汽車やバスの中でも音楽をか
けて踊りました。インドならではの良い意味
でクレイジーなお祭りを楽しみました。

さて、日本に帰って1か月が経ちました。
インドで一番つらい思いをしたことというの
は、勉強が好きでほんとうにしたくても言葉
の壁があり、教科書が読めなかったために勉
強するということがほとんど不可能だったこ
とです。日本の学校が始まった今、学びたい

だけ学ぶことができて本当に楽しくて幸せで
す。ぼくは恵まれているといつも感じます。
やりたいだけ勉強ができるというのは簡単な
ことではなく、周囲の環境が大切だとぼくは
考えます。

インドの生活を経て、日本は勉強したい人
がしたいだけする自由が与えられているので
はないかと感じます。インドの大衆レストラ
ンで、雑用をこなしている中学生くらいの男
の子を見ました。路上で物乞いをする人々も
多くいて、確かな貧富の差を感じました。

ぼくの夢の一つは、世界の子供たちに等し
く、学ぶ権利をもたせることです。

インドの人々は温かい

生活様式
5000年の歴史を持つインドでは、数々の宗教や伝統が生まれ、
豊かな自然、伝統文化、さまざまな人々が共存しています。また、
インドでは、祖父母を含め大家族で生活することが多く、年長者
が敬われています。5時半頃に起床するなど、多くの人が朝型の
生活を送っています。連邦公用語はヒンディー語で、他に憲法で
公認されている州の言語が21ありますが、英語も日常的に話さ
れます。

AFSインド
インドは1960年代にアメリカへの派遣プログラムを実施してい
ましたが、その後、政府の方針でプログラムが中止されました。
2005年に活動を再開しました。

教育制度
6歳から14歳までの8年間が義務教育です。14歳から18歳は、
前期2年・後期2年の4年間の中等教育を受けます。

高校生活
学　　年：4月～3月。
授　　業：月～金曜日の週5日制。月に2回土曜授業あり。通常8

時～14時。
教　　科：物理、化学、数学、英語、電子工学、体育など。
そ の 他：制服の着用が義務付けられています。
 英語力が低いAFS生には語学研修の機会が提供される

場合もあります。現地語の基礎レッスンを受ける場合
もあります。

配属の傾向
文化的背景から、男子生徒のほうが配属が決まりやすい傾向にあ
ります。受入家庭は60%がヒンドゥー教、20%がイスラム教、
10%がキリスト教、10%がその他の宗教です。大半の家庭がベ
ジタリアンで卵なども食べません。AFS生は通常11年（日本の
高校2年相当）に編入されます。

主要言語 英語
ヒンディー語

定　　員 ７名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年１月１日～

2004年12月20日
インド

11

配　　属★

査　　証★★★ 

追加費用★

予防接種

乳製品の摂取制限がある生徒の配属は困難です。
発給までに時間を要し、発給が出発直前になったり、出
発日を変更したりする場合があります。
―
破傷風および、配属地域により黄熱病の予防接種が必
要です（66期参考情報）。
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夏 組

帰国生の声

派
遣
強
化
国

７月出発
アジア

「Terima kasih.」インドネシア語で、あ
りがとうと言いたいときに使われる言葉で
す。しかし、意味は日本語のそれとは大きく
異なります。受け取り、渡すという意味です。
なぜこのような意味なのでしょうか。

私が配属されたのは北スマトラの中心地の
メダンという町です。そこで私は学校に通い
始めてすぐ、下痢と嘔吐を繰り返し1週間入
院しました。その時、クラスメイトが全員お
見舞いに来てくれ、インドネシアの国民性で
ある優しさを実感しました。また、授業の
内容が分からずに戸惑っている時は優しく教
えてくれ、休み時間は購買に誘ってくれまし
た。つたない英語を話す私にインドネシア語

を教えてくれました。一人で行動する習慣が
あまりないインドネシアにおいては、このよ
うにいつも友達が気を使ってくれたので、寂
しさを感じることは少なかったです。

留学中、多くの人に出会い、支えられまし
た。そうでもしなければ一学年間を無事に終
えることはできなかったでしょう。ホスト
ファミリーをはじめ多くの方の無償の愛を、
私は受け取ってきました。私にはまだ返せて
いない恩がたくさんあります。私が帰る日
に、Saya akan rindu kamu（あなたがい
なくなって寂しくなるよ）と親友が泣きなが
ら言ってくれて本当に嬉しかったです。

インドネシア人が受け取り、返すものとは

「厚意」だと思います。あなたの厚意をあり
がたく受け取って、いつか恩返ししますとい
う意味が込められているのではないでしょう
か。留学中、私はたくさん「Terima kasih.」
といいました。みんなからもらった厚意を今
後の人生に生かし、今度訪れるときに恩返し
をしたいです。

ありがとうの心

生活様式
国のモットーは"unity in diversity（多様性の融和）"で、多く
の民族が住み、様々な言葉や方言を話しています。9割がイスラ
ム教徒ですが、インドネシア人は民族的宗教的背景に関係なく、
社交的で親しみやすい国民です。インドネシアには大家族が多
く、地域社会に溶け込んで生活しています。多くの家庭がイスラ
ム教徒のため、豚肉を使った食事が出ることはほとんどありませ
ん。

AFSインドネシア
1956年に設立されました。現在はBina Antarbudaya（ビナ・
アンタルブダヤ）の名称で活動しています。

教育制度
日本での高校に相当する中等学校にも政府が多額の助成金を出し
ており、教育が重要視されています。小学校（6年間）と中学校
（3年間）が義務教育で、高校（3年間）には普通校と職業校が
あります。公立校と私立校のほかイスラム校もあります。

高校生活
学　　年：7月～12月、1月～7月の2学期制。ただし、毎年ラマ

ダン（断食月）の間は学校が休校になります。
授　　業：月～土の週6日制。授業は7時～14時半、金曜日と土

曜日は12時までです。ただし、イスラム系の学校の
場合は土～木の6日制で金曜日が休みになります。

教　　科：語学、数学、物理、社会学など。
課外活動：生徒は課外活動をするように勧められています。音楽・

ダンス・コーラス・マーチングバンド・自然活動（山
登り・ハイキングなど）・スカウト活動・科学クラブ
などがあります。

そ の 他：大半の高校が男女共学で、制服の着用が義務づけられ
ています。勉学だけでなく、学級活動に積極的に参加
する意欲が求められています。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が大都市周辺か小都市に住む保守的な家庭に配属されます。
保守的な家庭が多く、若者は親の言いつけを守ること、家庭の
ルールを守ることが重要だと考えられています。通常、高校1年
又は2年に編入されます。

主要言語 インドネシア語
定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年４月２日～

2004年８月15日
インドネシア共和国

12

留学中の生活＆インタビュー動画もチェック‼
　Shino＆Kaiya
　AFS Indonesiaで検索

配　　属★

査　　証★★★ 

追加費用★★

そ の 他

菜食主義者の配属は困難です。
現地審査に時間を要するため、発給が出発直前になった
り、出発日を変更したりする場合があります。
―
ラマダン（断食）の関係で出発日を変更する場合があります。
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夏 組 ８月出発
ヨーロッパ

13

帰国生の声

オーストリア第2の都市・グラーツ。配属
先が決まった時は全く想像できなかった生活
がここにはありました。まるで絵本のような
建物が並ぶこの街は、なんと旧市街全体が世
界遺産！ 恵まれたこの街で過ごした10か月
は今までの人生で最も濃いものとなりました。

毎日世界遺産の中をトラム（路面電車）で
学校に通い、学校やAFSの友達と遊びにで
かけ、ホストファミリーとオペラを見に行く
…　こんなに楽しくていいのかと逆に不安に
なるほど毎日が充実していました。もちろん
現地語であるドイツ語ではとても苦労しまし
た。日常会話に困らなくなるまでの3か月弱、
特に耳が慣れるまでの最初の1か月は毎日辞

書を片手に調べながらの会話だったため、と
ても大変な思いをしました。しかし、ホスト
ファミリーや学校の先生・友達などの協力も
あり、4か月経って新しい年を迎えるときに
は学校の授業やテストも現地の高校生と全く
変わらずに受けられるまでに成長しました。

ホストファミリーは両親と21才のホスト
シスター、そして同級生のホストブラザーの
4人家族。いつもにぎやかで笑いの絶えない
家族でした。僕もすぐに打ち解けることがで
き、10か月の間にくだらない話からお互い
の国の政治や宗教・文化など真面目な話まで
多くのことを話しました。中でも同級生で同
じ学校に通うホストブラザーとは仲が良く、

勉強を教えあったり、スポーツクラブに一緒
に行ったり、自転車で国境を越える旅をした
りと楽しかった思い出がたくさんあります。

日本から16時間。留学前は遠い存在だっ
たこの国も、今では誇れる僕の『第二の故郷』
です。この街でたくさんのことを学び、吸収
してきました。今後は帰国生としてより多く
の人にこのような体験をしてもらえるよう、
AFSの活動に貢献できればと思います。

第
ア ナ ザ ー ス カ イ
二の故郷

生活様式
氷河や滝、古城や修道院をもつ美しいアルプスが国土の3分の2
を占めています。伝統的に家父長制の傾向が残っていますが、と
てもオープンで革新的な国民としても知られています。また、音
楽とスポーツを愛する国民です。

AFSオーストリア
1949年から活動しています。

教育制度
4年間の初等教育の後、8年間の中等教育が行われています。
AHS（Allgemeinbildende Hohere Schule大学入学準備をす
る高校）とBHS（Berufsbidende Hoher Schule工業／職業高
校）があります。

高校生活
学　　年：9月～7月。
授　　業：月～金・土の週5又は6日制。通常8時～13時又は14時。
教　　科：ドイツ語、英語、数学、地理、歴史、芸術、宗教、体

育、化学、物理、心理学、哲学、生物。
課外活動：コーラス、オーケストラ、演劇、サッカーなどのチー

ムスポーツ。
そ の 他：修学旅行、スキー旅行などがありますが、参加費用は

自己負担です。

配属の傾向
オーストリアには大都市が少ないため、多くのAFS生は地方小都
市又は小さな町や村への配属となります。AFS生は通常、公立高
校の10年か11年（日本の高校1、2年相当）に編入されますが、
ドイツ語能力によっては9年（中学3年相当）に編入される場合
もあります。ドイツ語を全く話せない生徒を受入れない方針の学
校もありますので、出発までにドイツ語を勉強しておくことが求
められます。

主要言語 ドイツ語
定　　員 ３名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年９月10日～

2004年10月１日
オーストリア共和国

配　　属★★★ 
 
 
 
 
 
 

査　　証★ 

追加費用★★★

語　　学

ほとんどの家庭でペットを飼っているため、動物アレル
ギーでペットと同居できない方は留学先として希望できま
せん。禁煙家庭のみを希望する生徒や、カトリック以外
の教会に通うことを希望する生徒の配属は非常に困難で
す。厳格な菜食主義者の配属はできません。
こころの問題でカウンセリング又は投薬治療を受けてい
る最中、又はプログラム参加時点で、治療終了後24か月
が経過していない場合は、留学先として希望できません。
手続き上、オーストリアの国民健康保険に自己負担で加
入する必要があります。
―
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されていま
す。
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帰国生の声

８-９月出発
ヨーロッパ

14

私のホストファミリーはとても厳しい人た
ちだった。現地について一週間で「もうあな
たに対して英語は使わない。オランダ語で話
しなさい。」と言われた。私はそれから一切
英語を使わずにコミュニケーションをとるこ
ととなった。いくつかの単語を知っているだ
けの私にとって、オランダ語での会話は難し
かったが、伝わったときの嬉しさが励みにな
り、約3か月後には日常会話は問題なく話せ
るほどになった。

だが、オランダでの生活において、言語が
話せれば一人前というわけではなかった。掃
除や料理などの家事から、人との関わり方や
気遣いまで全てを注意された。他人を気遣っ

てしている行動さえも受け入れてもらえず、
どうして怒られるのかもわからなく、日本で
していたことのすべてを否定されたような気
がして嫌になった時が何度もあった。逃げ出
したかったことも何度もあった。

それでも頑張れたのは、厳しいホストファ
ミリーの中にも優しさがあるのだと知ったか
らだ。私のことを家族の一員として認めてく
れていたからこそ、私が多くのことを学び、
成長できるように厳しく接してくれていたの
だ。私はそのことに気が付いてから、かつて
の自分が恥ずかしくなった。憧れた場所で、
思い描いていたような生活ができると思って
いた私にとって、ホストファミリーに厳しく

されたり、叱られたりすることは予想外であ
り、ただ自分が描いていた理想と現実を比較
してばかりいた。

この経験を通して、他人の立場に立って考
えることの大切さを改めて感じた。誰かが自
分のためにしてくれたことに気付けなかった
り、自分を中心に物事を考えていては、分か
り合うことができないのだ。ホストファミ
リーの気持ちを考えて初めて分かった、厳し
さの中にある愛情を感じた時の温かさは今で
も忘れられない。

愛情があるから

生活様式
オランダ人は個人の自由が大切だと考えます。自国の言語と文化
に誇りを持ち、細かく気配りをしながらよく働く国民でもありま
す。また、家族をとても大切にします。子供は家事を手伝い、家
族の決まりごとをよく守ります。

AFSオランダ
1947年から活動しています。

教育制度
5歳から16歳が義務教育です。12歳までが初等教育です。中等
教育からは進路別に分かれ、VMBO／MAVO（中等職業教育：4
年間）、HAVO（一般中等教育：5年間）、VWO（大学準備教育：
6年間）の3種類があります。

高校生活
学　　年：8月～7月。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時10分～16時。1時限は

50分で、1日6～7時限。
教　　科：オランダ語、英語、第二外国語、理科、社会、文化、

数学、体育、選択科目など。
課外活動：学校によりますが、平日は課外授業を行わずに勉強に

集中する生徒が多いようです。
そ の 他：ロッカー使用料やPTA会費等がAFS生の自己負担と

なることがあります。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大部分の生徒が地方の小都市や農村に配属されます。公共交通機
関が発達しているところも多くなっていますが、自転車での移動
が多い地域もあります。AFS生は通常HAVOの4年生（日本の高
校2、3年相当）かVWOの4～5年生（日本の高校3年相当）に編
入されます。ホストスクールの決定は現地到着後になります。
オランダ語の習得が遅いと、ホストスクールから受入継続を拒否
されることがありますので、積極的な取り組みが必要です。

主要言語 オランダ語
定　　員 ２名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年12月１日～

2005年４月１日
オランダ王国

配　　属★★★★★ 
 
 

査　　証★

追加費用★★★

出 発 日

語　　学

近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保
が大変厳しく、配属の決定に時間を要しており、出発日
が複数回に分かれます。出発時期による留学期間の延長
はありません。状況をご理解の上、ご応募ください。
現地到着後の手続きです。
―
配属状況により出発日が複数回に分かれます。
母語が英語ではない生徒の場合、英語レベルチェックや
英語能力試験の結果提出が求められることがあります。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められます。
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帰国生の声

北米

15

ケベックは春夏秋冬の四季がはっきりして
いて、どの季節でもそれぞれの楽しみ方があ
る。なかでもその特有な魅力として挙げられ
るのは、驚くほど雪が降り積もる冬だろう。

ケベックの冬は極寒で、積雪の量も半端で
はないので、冬を乗り越えるのは一苦労だろ
うと私は思っていた。しかし、ケベックの
人々は、冬を乗り越えるというよりも、むし
ろ冬を心待ちにしているようだった。冬にな
り、雪が積もると、毎日のように外に出かけ、
朝から晩まで雪で遊んだ。日中はかんじきを
履いて雪の上を歩き回り、夜はナイターの光
で雪がより一層きれいに見える中でスキーを
楽しんだ。正月は元旦から、友人の家の前

で、積もった雪に穴を掘ってトンネルを作っ
たり、雪合戦をしたりして本気ではしゃいだ
のも、忘れられない思い出の一つである。

そんなケベックに暮らす人々は、自身が
「ケベック人」であることに誇りを持ち、ケ
ベックをこよなく愛していた。そのため、留
学生の私にも、わりと初めから州の公用語で
あるフランス語で話しかけてきた。当初フ
ランス語は私にとってほとんど未知の言語
だったため、言っていることを理解するのに
はずいぶん苦労した。しかし、極寒の冬に、
「frette！ 」（寒い）とケベックの方言まで
使いこなせるようになったのは、現地の言葉
であるフランス語で話しかけ、分からない言

葉もフランス語で一つ一つ説明してくれた、
ホストファミリーや友人たちの助けがあった
からだった。

今や私も、現地のホストファミリー・友人
が認める程の「ケベック人」である。ケベッ
クに家族がいて、友人がいて、そして私はケ
ベックをこよなく愛しているのだから。

私も「ケベック人」

生活様式
カナダは10州と3準州に分かれ、世界で2番目に広い国ですが、
人口のほとんどは南のアメリカ合衆国との国境近くに集中してお
り、国土の9割には誰も住んでいません。
2020年派遣はフランス語圏（ケベック州）のみの募集です。
ケベック州は人口740万人。州都のケベックシティは400年以上
の歴史がある街で、ケベック州は川や湖、森林などの自然も多く、
大変美しいエリアです。
カナダ人は礼儀正しく、それでいて親しみやすく、正直で寛容な
国民です。家庭は両親共働きが多く、皆で家事を分担します。家
庭内の信頼関係、尊敬しあうことが大変重要です。

AFSカナダ
1978年から活動しています。

教育制度
州により独自の教育制度を設けており、ノースウエスト準州は6・
6制、ケベック州は6・5制です。

高校生活
学　　年：8月下旬～6月末。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時30分又は9時～15時30

分又は16時。1時限45分。
教　　科：英語、フランス語、数学、歴史、地理、科学（物理、

化学、生物）、体育など。他に演劇、美術、音楽、コ
ンピューターなど（学校によっても異なります）。

課外活動：音楽、視覚芸術、演劇、スポーツなど。
そ の 他：勉学だけでなく、学級活動に積極的に参加する意欲が

必要です。

配属の傾向
フランス語圏（ケベック州）への配属となります。地方の小都市
への配属がほとんどです。1人親や同性カップルへの配属も一般
的です。大半が10～12年（日本の高校1～3年相当）に編入され
ます。

主要言語 フランス語
定　　員 ２名
参 加 費 145万円
年齢制限 2003年３月10日～

2005年４月１日
カナダ（フランス語圏）

配　　属★★★★ 
 
 

査　　証★★★ 
 
 

追加費用★★★

多くの家庭でペットを飼っているため、動物アレルギーで
ペットと同居できない方は留学先として希望できません。
食品アレルギーや食事制限のある生徒の配属は大変困難
で、菜食主義者は留学先として希望できません。
日本国外での審査になるため時間を要し、発給が直前に
なったり、出発日を変更したりする場合があります。東京
のカナダビザ申請センターにて指紋情報の登録が必要で
す。
査証申請・取得関連費用が高めです。

★
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夏 組 ８月出発
ヨーロッパ
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帰国生の声

ホストパパとママは共働きで、毎日大体
17：00～18：30頃に仕事から帰って来て
いました。ホストママが一番よくご飯をつ
くっていましたが、１週間に１回ほどはパパ
が作っていました。うちの家は、食事を作っ
た人が一番偉くて、その他の人でその日の洗
い物をするというシステムでした。自分の部
屋もよく掃除していましたし、ついでにリビ
ングや廊下、玄関をやったり。家事を強要さ
れることはありませんでしたが、「みんなで
やる」というスタンスだったのではじめは見
よう見まねでやっていました。自分がとって
も良くしてもらっていたので、そのありがと
うの気持ちを伝えたい、と自然に思えたので
家事はほんとに進んでやっていました。ス
ウェーデンの家族と生活する中で、家族は一
緒に生活しているのだから、協力して支えあ

うのは当たり前のことだ、と気が付きまし
た。家事は「お手伝い」としてするのではな
く、家族の一員として当たり前に行うことだ
と。そして、「お手伝い」すらあまりしてい
なかった日本での日々を思い出して、特に母
に対してとても申し訳なく思い、それは帰国
してからの生活に生かされています。

学校が終わる時間は日によってバラバラ
だったので、17：00に終わることもあれ
ば、14：30で終わる時もあったので、学校
帰りに友達とアイスを食べたり、散歩やピク
ニックをしたり、そしてスウェーデンとい
えば！ の、Fika（フィーカ）も！ Fikaは
スウェーデン語でコーヒーブレイクのことを
指します。午後のお茶、おやつの感覚で、
コーヒーと菓子パンなどを食べるのですが、
スウェーデン人はFikaがだーい好き！ 午後

にはカフェにたくさんの人が集まってお茶と
おしゃべりを楽しむのです。私の大好きなス
ウェーデン文化の一つです。

留学というのは確かに大きな決断です。し
かし、挑戦する価値は大いにあることだと私
は信じています。高校生という、多感かつ大
人ほどこの社会に染まり切っても、でも何も
わからない、考えていない子供でもない時期
に、自分のあたりまえが崩れる衝撃を、周り
に助けてもらうありがたみを、そして何でも
ないような毎日がいかにかけがえのないもの
なのかを経験することは間違いなく人生の糧
になります。いろいろなことが起こるので、
泣くことも笑うこともギュッと凝縮された濃
い１年間が過ごせるでしょう。

スウェーデンで過ごしたかけがえのない日々

生活様式
スウェーデン人は初めて会う人に対して礼儀正しく控えめな態度
をとりますが、本当は親しみやすく、ユーモアのセンスをもって
いる国民です。子供は小さなころから一個人として扱われます。
家庭では家族皆が平等に家事を分担します。

AFSスウェーデン
1948年から活動しています。

教育制度
スウェーデンは高い教育水準を誇り、義務教育は9年間（7～16
歳）です。学校はすべて公立で、授業料、教科書代、昼食代は無
償。9割が3年制の高校に進学します。

高校生活
学　　年：8月中旬～6月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～15時又は16時。1時限

40分、1日4～8時限。

教　　科：スウェーデン語、英語、数学、宗教学、体育、科学な
ど。高校の最終学年では好きな科目を選択できます。

課外活動：課外活動はあまりないので、スポーツや音楽をやりた
い人は民間のクラブなどに入るとよいでしょう。

そ の 他：通学に時間がかかる場合もあり、自転車とバスで通い
ます。制服はありません。

 学校で語学研修の機会が設けられることがあります。

配属の傾向
地方の中小都市や田園地帯への配属がほとんどです。北部への配
属もあります。北部では暗く厳しい冬を過ごさなければなりませ
んが、雪景色はすばらしく、また夏には白夜を経験することがで
きます。受入家庭の形態は様々ですので、両親がそろっている家
庭、子供のいる家庭のみを希望することはできません。野外活動
に興味を持つAFS生は歓迎されます。受入校ではほとんどのAFS
生が、高校1～3年に編入されますが、語学力によっては中学3年
に編入されることもあります。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

主要言語 スウェーデン語
定　　員 ３名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年８月１日～

2004年３月10日
スウェーデン王国

配　　属★★★★ 
 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★★

語　　学

受入家庭の多くが室内ペットを飼っているため、動物ア
レルギーのある生徒の配属は困難です。菜食主義者や特
定の宗派の教会に通うことを希望する生徒の配属も困難
です。
現地審査に時間を要するため、発給が出発前になったり
出発日を変更したりする場合があります。
―
到着時に日常生活で困らない英語力が必要です。
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僕はスペイン第二の都市であるバルセロナ
に派遣された。バルセロナは僕にとって最高
の場所だった。自然豊かであり、都会の暮ら
しも満喫できた。夏は学校帰りに友達と毎日
のように海に行き、ホストブラザーとマウン
テンバイクで近くの山を越えて隣町までサイ
クリングもした。冬は近くの山でスキーした
り、クリスマスに家族が大集合したり、あり
とあらゆることができて一年中楽しめるよう
な場所だった。

そんなバルセロナはカタルーニャ地方の中
にある。スペインの北東部でフランスと連接
しているこの地域ではスペイン語とカタルー
ニャ語の二つが公用語とされている。二つの

言語は似ていて現地に住む人はどちらも話せ
る人がほとんどだ。僕はスペイン語を学びた
かったため、あまりカタルーニャ語には興味
を持たなかった。ファミリーも理解していて
僕とはスペイン語で話してくれた。しかし学
校の授業は9割がカタルーニャ語で、当然全
く知識のない僕は理解できずにただ座って聞
いているだけの日々が続いた。そんな中、オ
リエンテーションで他の留学生が「二か国語
なんて無理だし、授業が苦痛でしかない。」
と、不満を漏らしているのを聞いた。同じ悩
みを持つ人が居るのに安心する反面、このま
ま一年間過ごすことに抵抗を感じた僕は可能
な限り授業も楽しめるよう勉強することを決

意した。クラスで教科書を音読して行く時間
では今まで飛ばされていたのを自分から読む
よう志願し、友達ともカタルーニャ語で話
し、音楽をカタルーニャ語で聴くようになっ
たことだ。すると徐々に言葉がわかるように
なり授業も楽しめるようになった。また、そ
の間もファミリーとはスペイン語で話してい
たため、最終的には両方を喋れるようになれ
た。

このように厳しい面もあったが、自から
行動し、厳しさに挑むことが自分の成長に
繋がったと感じた。これから留学する皆さ
んも、チャレンジ精神を忘れずに！ 　Bon 
viatge！  Buen viage!

二つの公用語の中で暮らして

生活様式
スペインではスペイン語のほか、地域によってカタルーニャ語・
バスク語・ガリシア語・バレンシア語も話されており、文化的に
も多様です。スペイン人は誇り高く寛容な国民で、祭りやサッ
カーの試合では大勢で騒ぐことを好みます。家庭は社会の中での
基本と考えられています。近年は共働きの家庭が増え、家事は家
族皆で分担します。

AFSスペイン
1954年から活動しています。

教育制度
10年間の義務教育終了後、大学進学をめざす一般教育課程か、
実社会で必要な技術の習得課程かを選ぶことができます。

高校生活
学　　年：9月～5月又は6月。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～14時半又は15時。1時

限50分。
教　　科：理系は数学、物理、生物、化学などが中心。文系はス

ペイン語（又はカタルーニャ語、バスク語、ガリシア

語、バレンシア語）、文学、歴史、外国語、哲学、ラ
テン語など。その他に技術系があります。

課外活動：あまり活発ではありませんが、学校によってサッカー
やバスケットボール、演劇部があります。

そ の 他：昼食はだいたい家に帰ってとります。特定の私立校以
外、制服はありません。

配属の傾向
約4割がスペイン語圏、約6割が第一言語としてカタルーニャ語・
バスク語・ガリシア語を話す地域に配属されます。またカナリア
諸島や、北アフリカの領土への配属の可能性もあります。約9割
が都市部かその近郊、1割が地方への配属です。スペインの家や
アパートメントはあまり広くないので、ホストブラザーやシス
ターと部屋を共有するのが一般的です。AFS生は通常、公立学校
の10～12年（日本の高校1～3年相当）に編入され、理系・文系・
技術系のいずれかを選択します。

主要言語 スペイン語
カタルーニャ語 等

定　　員 ５名
参 加 費 145万円
年齢制限 2003年３月10日～

2004年６月１日
スペイン王国

配　　属★★★★ 

査　　証★★★★★ 
 
 
 

追加費用★★★★ 
 
 

語　　学

喫煙家庭が多く、禁煙家庭への配属を希望することはで
きません。菜食主義者は留学先として希望できません。
審査が非常に厳しく、発給までに時間を要し、発給が出
発直前になったり出発日を変更する場合が多くあります。
大使館指定用紙による健康診断書の提出が必要です。
取得のため、大使館から保護者（両親）へ出頭要請があ
ります。大使館が指定する保険への加入が求められます。
査証申請・取得関連費用が高めです。必須予防接種があ
ります。ジフテリア、百日咳、破傷風、はしか、風疹、
おたふく風邪、B型肝炎の接種が義務づけられます（66
期参考情報）。
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められます。
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夜に外を歩くのはあまりよくないと思うか
もしれません。しかしチェコはビールの一人
当たりの消費量が世界一というくらいパブが
大好きです。“チェコ人と仲良くなりたけれ
ばパブに行け” と言われるくらいです。いろ
んな人との話を聞くことができ、いつもと違
うチェコを知ることができるとってもいい場
所だと思います。私の場合、ホストシスター
が歌手をしていてナイトショーをよくしてい
たこともあり、私も一緒に連れて行ってもら
う機会があって一味違うチェコを堪能するこ
とができました。パブにはお酒だけでなくお
酒を造るときに作られるマリノフカというノ
ンアルコールのジュースやチェコのコーラの
コフォラなどもあり、お酒が飲めない人も楽
しめるとっても身近な場所です。

チェコの人は私たち日本人と同じで初めは

とても内気で仲良くなるまでにとても時間が
かかります。しかし一度気の知れた仲になる
とおすすめのお店に連れて行ってくれたり
と、 とっても仲良くなることができます。

留学を勉強だと思う人、休暇だと思ってい
る人、留学に対する考えは人それぞれだと思
いますが、私はおもいっきり楽しむためにあ
るのだと思います。途中でつらくて帰りたく
なったり、なんで私はここにいるのだろうと
思ってしまうこともありました。そんな時大
切なのは一人じゃないことを思い出すことで
す。ホストファミリーや友達、現地でサポー
トしてくれるボランティアさん、同じように
チェコに来ている留学生、困ったときはいろ
んな人に頼ることも時には必要です。また、
おもいきって家族や友達に相談してみること
も時には大切だと思います。なぜなら悩んで

いたら時間なんてすぐに過ぎて行ってしまう
からです。おかげで今、私の中には楽しかっ
たチェコの思い出しかありません。なかでも
ホストスクールで仲良くなった友達は私にた
くさんの初めての経験をさせてくれました。
初めはコミュニケーションがとれなくてイラ
イラしてしまうこともありましたが、理解で
きるようになるとこんな風に思ってくれいた
んだということがわかりさらに距離が縮まり
ました。

帰国した今では私の留学をサポートしてく
れた人すべてに感謝の気持ちでいっぱいです。

チェコで気づいた大切なこと

生活様式
チェコは芸術の国で、国民は親しみやすく親切です。日本人と同
じように衛生意識が高く、家では靴を脱ぎ、靴を履いたまま足を
何かの上に置くことはしません。社会では年長者が敬われ大切に
されます。家庭では両親共働きの場合も多いため、子供は家事を
よく手伝います。子供は親に大切に育てられます。

AFSチェコ
1947年に設立されましたが、1948年から活動を中断していま
した。1989年のビロード革命により活動を再開しました。

教育制度
義務教育は6歳から9年間。中等教育は4年間で、主に大学進学を
めざすギムナジウム普通校・商業・工業・看護・音楽・芸術など
専門分野の勉強をする中等専門学校と、企業などに付属する中等
見習職業訓練センターがあります。

高校生活
学　　年：9月上旬～6月下旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時半又は8時～14時又は15時。
教　　科：チェコ語、チェコ文学、ドイツ語、英語、歴史、物理、

数学、化学、生物、体育など。
課外活動：スポーツ、演劇、コンピューターなどのクラブ活動が

ありますが、AFS生は地域のスポーツクラブや団体に
入って活動をすることも多いです。

そ の 他：積極的に授業や学校の活動に参加することが期待され
ています。

配属の傾向
多くの生徒は小さな町や田園地帯へ配属されます。AFS生は高校
1～3年に相当する学年に編入されます。公立校、私立校どちら
もあります。

主要言語 チェコ語
定　　員 ７名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年４月２日～

2005年４月１日
チェコ共和国

配　　属★★ 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★★

成　　績 

語　　学

食事制限のある生徒の配属は困難です。多くの家庭で
ペットを飼っているため、動物アレルギーのある生徒の配
属は困難です。
審査に時間を要し、発給が出発直前になったり出発日を
変更したりする場合があります。
―
学業成績が一定してクラスあるいは学年の上位2分の1以
内であることが求められます。
到着後に語学教材が提供される予定です。到着時に日常
生活に困らない英語力が必要です。
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留学前も留学後も、「どうして中国なの？ 」
と聞いてくる人が一番多い。今となっては明
確な理由は思い出せないが、頻繁に流れる中
国についての暗いニュースを見ながら漠然と
「この国を自分の目で見てみたい」と思った
ことは何度もあった。

中国は活気に溢れるパワフルな国だ。忙し
く行き来するたくさんの自動車とバイク、自
転車。街中に軒を連ねる賑やかな食堂に整然
と立ち並ぶアパート。休日の朝、まれに聞こ
えてくる爆竹の音。将棋やダンス、楽器の演
奏に太極拳まで、公園で思い思いに時間を過
ごす人々。そのどれもが日本では見ることの
できない光景でありながら、今の私には懐か

しさを覚えさせる。
中国人は家族を大切にする心と客人をもて

なす心を持っている。ホストファミリーもそ
の親戚も、日本人の私を本当の家族のように
可愛がってくれた。中国語の指導をして下
さった先生や学校の友達もいつも私を温かく
迎え入れてくれた。そんな彼らとの交流が
あっても、時には日本人として中国で生活し
ていく中で思い悩むこともあった。日中関係
が冷え込むたびに、ホストファミリーがいつ
も私に言ってくれた言葉がある。「日本と中
国の関係が悪くなっても、私たちの関係は変
わらないよ」

留学前には、中国は私にとってとても遠い

国だった。しかし留学を終えた今、中国は私
にとって第二の母国と言えるほど近い国に
なった。国家間の関係はどうであれ、より多
くの人が国民同士の交流を大切にしたなら
ば、少しずつでも必ずいつか中国と日本は本
当の意味で近い国になれるだろう。そして
AFSの留学を通して経験したことや学んだ
ものによって、これからもたくさんの高校生
がそんな未来の実現を手伝うことができたら
本当に素敵だと思う。

日本と中国をもっと近い国に

生活様式
想像もできないほどの広大な自然、4000年の歴史が育む文化、
13億以上の人々の活気が溢れる中国は急速に近代化しています。
中国の人々は親しみやすく、温かい心を持っています。中国社会
では家族は重要な単位で、親類付き合いも盛んです。階級意識を
もち、義理を重んじます。

AFS中国
1982年に教育省のもとで活動を開始しました。現在は教育省
認 可 の 組 織China Volunteer Committee for Intercultural 
Education（CVCIE）としてプログラムを実施しています。

教育制度
義務教育は小学校と中学校の9年間。ほとんどの生徒が高校に進
学しています。人口が多いことと大学の数が限られていることか
ら、大学入試は非常に難しくなっています。

高校生活
学　　年：9月初旬～7月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～16時30分。1時限45分、

1日7～8時限。
教　　科：中国語、数学、英語、地理、歴史、生物、音楽、美術、

体育、化学、経済、政治、コンピューターなど。
そ の 他：中高一貫校もあり、大きな学校では生徒数は2,000人

にも及びます。制服の着用が必要です。AFS生も例外
なく学校の規則を守らなくてはなりません。学業への
積極的な取り組みが求められます。

 学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は都市部へ配属されます。ほとんどの場合、両親は共働
きで、子供は1人です。祖父母と同居している場合も少なくあり
ません。居住スペースに制限があるため、ホストシスターやブラ
ザーと部屋を共有することが一般的です。AFS生は通常高校1年
に編入されます。受入校は学力レベルの高い学校が多く、AFS生
も積極的に勉学に取り組むことが求められます。

中華人民共和国
主要言語 中国語
定　　員 ４名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年２月23日～

2005年２月23日

配　　属★

査　　証★★★ 

追加費用★★★★ 
 

成　　績 

語　　学

―
配属地域によっては、HIV検査などを含む健康診断やB
型肝炎の予防接種が必要な場合があります。
必須予防接種があります。ポリオ、ジフテリア、百日咳、
破傷風、はしか、風疹、おたふく風邪、髄膜炎、B型肝
炎の接種が義務づけられます（66期参考情報）。
学業成績が一定してクラスあるいは学年の上位2分の1以
内であることが求められます。
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められます。

38



夏 組 ８月出発
ヨーロッパ

20

帰国生の声

デンマークでの生活もあっという間に5か
月が経とうとしています。デンマークで一番
強く感じたこと。それはお祝い事や団らんを
とても大切にするということです。

デンマーク語には『hygge』という言葉
があり、心地よい、楽しい、心が温まる気持
ちというような意味で、デンマーク人の大好
きな言葉です。私もこの5か月の間に多くの
『hygge』を感じました。

まず、家族の誕生日には、デンマークの国
旗を日の出とともに揚げます。家族でバース
デーソングを歌い、プレゼントを渡します。
食事には、しばしば家族だけでなく、親戚や
近所の人、友達を招き、4、5時間かけて食事、

デザートを楽しみます。
また、結婚式だけでなく、銀婚式、金婚式、

18歳の誕生日にはより盛大にパーティーを
開きます。自分のことのように喜び、皆でお
祝いするこの文化が大好きです。

また、寒さが厳しくなり、日中の時間が短
くなる冬には、クリスマスに向けての団らん
があちこちで開かれます。冬の厳しさに負け
ないための工夫なのかもしれません。

これにも、親戚やクラスメイト、友達、仕
事仲間など、たくさんの人と集まります。ク
リスマスイブに食べるようなご馳走をみんな
で持ち寄り、伝統的なデザートを食べます。
そして暖炉やろうそくに火をともして、いろ

いろな会話をします。この時間は本当に特別
で、素敵な時間です。

そして、クリスマス。家族とのつながりを
今まで以上に感じることができました。家中
のろうそくに火をともし、ご馳走を食べ、プ
レゼントを渡し、もらい、クリスマスソング
を歌いながらクリスマスツリーの周りを皆で
歩き、話をし、お菓子を食べ…。

外は寒くても、家の中、そしてデンマーク
人の心の中はいつも明るく、温かいことを知
りました。残りの半年も、今まで出会った人、
これから出会う人とのつながりを大切にし、
デンマークの『hygge』の文化をもっと経
験したいです。

デンマークの『h
ヒ ュ ッ ゲ
ygge』

生活様式
デンマークは貧富の差が小さい国です。国民は高い税金を払って
いますが、社会福祉や医療・教育制度は充実しています。気さく
で寛容、教養のある国民です。ほとんどの家庭で両親は仕事を持
ち、子供達は家事を手伝うことが期待されます。子供は多くの自
由が与えられていると同時に責任ある行動をとること、すなわち
家の決まりを守る、手伝いをする、外出の際は行き先などを明ら
かにすることなどが期待されます。

AFSデンマーク
1957年から活動しています。

教育制度
義務教育は7～16歳の9年間です。多くの学校が政府により運営
助成されている公立校ですが、私立の学校もあります。

高校生活
学　　年：8月初旬～6月下旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～15時。1時限50分、1

日6～7時限。
教　　科：デンマークの政治、国語、歴史、文学など。高校の最

後の1、2年で、教養学科、現代言語、又は技能コー
スのいずれかを選択することができます。

課外活動：コンピューター、スポーツ、コーラス、演劇など。
そ の 他：制服はありません。
 学校で語学研修の機会が設けられることがあります。

配属の傾向
8割が地方や都市郊外への配属です。グリーンランドやフェロー
諸島への配属の可能性もあります。グリーンランドではグリーン
ランド語、フェロー諸島ではフェロー語もデンマーク語と共に話
されます。ひとり親の受入家庭も増えています。通常、フォルク
スコール（前期中等初等教育）の10年（日本の中学3年相当）、
又はギムナジウム（後期中等教育）の1年か2年（日本の高校1、
2年相当）に編入されます。

デンマーク王国
主要言語 デンマーク語
定　　員 ５名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年８月15日～

2005年１月１日

配　　属★★★★ 
 
 
 
 
 

査　　証★★★

追加費用★★★

出 発 日

語　　学

AFS生の配属先の確保が大変厳しく、配属の決定に時
間を要しています。状況をご理解の上、ご応募ください。
豚肉と牛肉をよく食べ、冬には野菜が非常に高価となる
ため、菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難
です。特にグルテンアレルギーのある生徒は配属が難しく
なります。重度の花粉症の生徒の配属も難しい場合があ
ります。
取得のため、大使館から本人への出頭要請があります。
―
配属状況により出発日が複数回に分かれます。
到着時に日常生活に困らない英語力が必要です。オンラ
イン語学講座の提供が予定されています。
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時間はこんなに早く経つのか。10か月間
のノルウェー生活の終わりのチャイムが鳴っ
た。正直に話せば帰国が惜しまれるほど、そ
こで生まれた熱い思いと、現地の家族と過ご
したあの素晴らしい時間を、一生忘れはしな
いだろう。

私がこの留学生活で特に感銘を受けたのが
私の家族である。できるものならば、一生こ
の家で暮らしたいと思うほど、私を娘として
いつも優しく包んでくれた彼ら。彼らからも
らった愛情は底知れない。どんなに忙しい時
でも私とのコミュニケーションを大切にして
くれ、私が初めてのことに挑戦するときは全
力で応援してくれた。悲しい時には一緒に涙
を流し、私よりも悲しみながら辛い気持ちを

払拭してくれた。
日本では経験したことのない、盛大に祝う

クリスマスは非常に興味深く、思い出に残る
時間であった。家族で切りに行ったクリスマ
スツリーの下に、積み上げきれないほどのク
リスマスプレゼントが国内また国境を越え
て、実に40個以上届いた。ホストシスター
の趣味はケーキ作りという事もあり、１週間
に２回以上、人参ケーキやチョコチップクッ
キーを一緒に焼いた。私の人生の中で食べた
どのケーキやクッキーよりも、格別な味がし
た。彼女の夢はパティシエになることだが、
私はきっと腕の良いパティシエになるであろ
うと確信している。そんな優しい家族と多く
の時間を共有すると、私にも夢が生まれた。

いつか、ノルウェーの家族から受け取った素
晴らしい愛を、彼らのように留学生に渡すこ
とのできる、また温かい気持ちで寄り添える
ホストファミリーになることである。

私はノルウェーを選んで本当に良かったと
思っている。思い返せば恥ずかしい経験を多
くしたし、悔しいことも沢山あった。私自身
の新たな長所と短所と向かい合う良い時間も
もらえた。信じると未来は明るくなることも
学んだ。助け合う素晴らしさも改めて身近に
感じた。家族から溢れんばかりの愛情をも
らった私。この美しい感情を、将来私の心と
共に、周りの人にも良い影響を与えながら、
さらに美しくなるように育んでいきたい。

ノルウェー産日本人

生活様式
ノルウェー人は控えめな国民ですが、とても親切で、ウインター
スポーツに関しては熱狂的になります。男女平等の考え方が広く
根付いています。家族や友達をとても大切にし、近所付き合いは
都市部でも盛んです。子供は独立心をもち自由を多く与えられま
すが、大人からの信頼に応え責任ある行動を取ることが期待され
ます。家事を手伝ったり自分の予定について親に報告したりする
ことはごく一般的なことです。

AFSノルウェー
1947年から活動しています。

教育制度
学校制度や義務教育（7歳から16歳までの9年間）はほぼ日本と
同じです。教育水準は高く、学校による格差はほとんどありませ
ん。

高校生活
学　　年： 8月下旬～6月中旬。
授　　業： 月～金の週5日制。通常8時又は9時～14時又は15時。

1時限45分、1日7時限。
教　　科： 英語、ノルウェー語、歴史、数学、宗教、地理、経済、

演劇、音楽、体育など。
課外活動： ほとんどありません。学校が終わった後は、個々にス

ポーツやコーラスなど、地域活動に参加しています。
そ の 他： ほとんどが公立校で制服はありません。学校へは長距

離を徒歩で通学するということもごく当たり前です。

配属の傾向
国土全域に配属されますが、ほとんどが地方の小さな町です。2
割の生徒は北極圏内へ配属されます。冬にはほぼ全土が雪に覆わ
れます。AFS生は通常、 高校1～2年に編入されます。スキー、
コンピューター教育の学校に配属されることもあります。ホスト
スクールの決定が現地到着後になる場合があります。

主要言語 ノルウェー語
定　　員 ７名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年４月２日～

2004年８月15日
ノルウェー王国

配　　属★★★★ 
 
 
 
 
 
 

査　　証★★ 

追加費用★★★

成　　績

語　　学

そ の 他

近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保
が大変厳しく、配属の決定に時間を要しています。状況
をご理解の上、ご応募ください。物価が高く、また魚類
と肉類がよく食卓にのぼるため、菜食主義など食事制限
のある生徒の配属は困難です。キリスト教ルター派以外
の宗派の教会に通う必要のある生徒の配属も困難です。
大半の家庭でペットを飼っているため、ペットのいない家
庭を希望する生徒の配属も困難です。
現地到着後の手続きですが、事前の必要書類が多数あり
ます。
18歳以上の場合、査証申請・取得関連費用が高めです。
学業成績が一定して良好であることが求められます。
オンライン語学講座の提供が予定されています。
現地にノートパソコンの持参が必要です。
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私は、フィリピンに高校１年から２年の初
めにかけて交換留学をしました。私が留学を
決めたのは中学２年の時でした。中高一貫に
通っていたため、周囲の環境が６年間変わら
ないという環境に面白みはあるのかと疑問
を持ち始めたのがきっかけでした。何でも
いいから周囲の状況を変えたいと思いまた、
昔から海外にあこがれを抱いていたため留学
という選択を選びました。周りからは高校生
でわざわざ留学をしなくてもいいのではない
のか、短期留学でもいいじゃないかといわれ
ることが度々ありました。それでも私が高
校生で留学することを決めたのは小さな自分
のプライドでした。今まで人に流されて生き
てきて、一つのことのために一生懸命になっ
たり、やり遂げたりすることがありませんで
した。人に認められたくて、また私だってや
り遂げられることを証明したいという一心で

した。周りの子はしっかりとした目的や志を
持っていましたが、私はそうではありません
でした。留学の中で、私が一番思い出に残っ
ていることは地方の山奥の小学校にボラン
ティアをしに行ったことです。町から１時
間かけて車で山のふもとまで行き、そこから
約２時間かけて山を登った先にある小学校で
した。フィリピンに貧富の差が存在するのは
前から知っていましたが、自分の目で生で見
て、感じることが多くありました。言葉で表
せないほどの衝撃でした。現地の方は快くま
た温かく歓迎してくださり、何よりも明るく
幸せに暮らしていました。今まで、貧困の方
は暗く暮らしているなどの偏見を持っていま
したが、その想像とは真逆でした。現地の子
供たちと接することで元気をもらいまた、仲
良くなれたことができとても嬉しかったで
す。学校の授業の中で一番好きだった授業は

社会の授業でした。フィリピンの歴史や教育
制度など日本では知りえないことを知ること
ができ本当に楽しかったです。その中でも一
番印象に残っていることは戦争のことについ
てです。今まで知らなかった昔の真実を先生
が教えてくださりました。植民地にされてい
た数年の間であったことを含めその後の日本
に対しての考え方を学び、改めてフィリピン
の人の温かさを感じることができました。こ
の長かったようで短かった10か月間は私の
人生を変えてくれました。将来私のように、
高校生で留学や新たなことに挑戦する学生を
応援したり、支えられるような教師になりた
いです。この機会を与えてくれた両親含め、
学校の先生方、そしてAFSの方々には感謝
してもしきれないです。

かけがえのない体験

生活様式
フィリピンはマレー文化をベースにしながら、スペインとアメリ
カ統治時代の歴史を通じて様々な文化を吸収し、多様で豊かな文
化をはぐくんできました。公用語は国語であるフィリピン語と英
語ですが、世界の中でも英語を話す国民の割合が多い国のひとつ
です。国民は親しみやすく親切で、家族や親戚や友人との絆を大
切にします。ひとつの家に多くの家族が同居する場合もありま
す。目上の人を大事にする文化です。

AFSフィリピン
1956年に設立されましたが、1980年から20年間活動を中断し
ていました。2000年よりAFS帰国生の働きかけでアジア各国と
協力関係を結び、2003年から再びAFSパートナーに復帰しまし
た。

教育制度
義務教育は初等教育（6年）、中等教育（4年）、高等教育（2年）
の12年間です。

高校生活
学　　年：6月上旬～3月下旬又は4月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時半～17時半。1時限40～

60分。
教　　科：英語、数学、科学、フィリピン語、フィリピンやアジ

アの歴史、経済、体育など。
課外活動：スポーツ、ディベート、ダンス、映像芸術、音楽、家

庭科、ドラマ、環境活動など。学校によっていずれか
のクラブ活動に参加することが求められます。

そ の 他：支部あるいは学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
AFS生は中等教育の10年生（日本の高校1年相当）に編入されま
す。マニラなどの都市部もしくは郊外に配属されることが多いで
すが、地方への配属もあります。

主要言語 フィリピン語（タガログ語）
英語

定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年１月１日～

2005年１月１日
フィリピン共和国

配　　属★

査　　証★★★ 

追加費用★★★

語　　学

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。
大使館に代理申請をします。大使館での審査に時間がか
かったり、追加書類を求められる場合があります。
査証申請・取得関連費用が高めです。
内定後に所定の英語レベルチェックの提出が義務づけら
れます。オンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められます。
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留学が終わり帰国した今、10か月のフィ
ンランド留学で得たものは本当に大きかった
と感じます。人とのコミュニケーション、異
文化の中で暮らす大変さ、違いを理解し、共
有すること、どれもこれも留学をしたからこ
そ体験することのできたかけがえのない思い
出です。

留学中私が一番苦労したことは価値観や感
覚の差です。違う国で生まれ、違う文化、社
会の中で生きてきた人達が突然同じ屋根の下
で一緒に生活をするということは決して簡単
なことではありません。自分とは違う考え
方、生活のルールがあり、我慢しなければ
ならないこともありました。しかし、家族の
立場になって考えると、地球の反対側から来
た、赤の他人を家族として迎え入れ、ドアを

開いてくれたのです。しかも私は東の果てか
ら来たアジア人。彼らにとってはもう未知の
体験だったでしょう（笑）これから始まる
留学生活、ホストファミリーとうまくやって
いけるかと不安に思っていましたが、今思う
と、私と同じくらい、もしかすると私以上に
不安だったと思います。そんな不安を私に感
じさせず、常に気にかけてくれ、私を家族の
一員として迎えてくれました。私にたくさん
初めての経験をさせてくれた家族には感謝し
てもしきれません。

フィンランドで出会った親友達は私の一生
の宝物です。多くの時間を共に過ごした他の
AFS生の友人達とは楽しい時も辛い時も一
緒でした。同世代で、様々な国出身の彼らと
話すことは私にとってとてもいい刺激となり

ました。自分の意思をしっかり持ち、積極的
に行動する姿に、年下の彼らから学ぶことは
山ほどあるなと感じました。フィンランド人
の友人を作るのにはとても苦労しましたが、
帰国する頃には私の帰国を泣いて悲しんでく
れる友人を持つことができました。

フィンランドで過ごした留学生活は長い人
生の中のたった10か月の出来事でしたが、
この10か月のおかげで私の将来は大きく変
わったと思います。私の留学を支えてくだ
さった全ての人に感謝をし、これからの人
生、留学で得た経験を武器に歩んでいけたら
と思います。また、せっかく築いた繋がりを
絶やさないよう、これからもホストファミ
リーや親友達とやりとりをし、いつの日かま
た再会できる日を楽しみにしています。

この10か月のおかげで私の将来は大きく変わった

生活様式
多くの芸術祭が開かれ、世界に誇れるテクノロジーを持ち、環境
保護にも力を入れている国です。国民はシャイで打ち解けにくい
と言われていますが、知り合うにつれ温かく愛情深い人々である
ことがわかります。共働きの家庭が多く、子供の家事参加は一般
的です。子供は10代のうちから自立した存在として扱われ、大
人からの信頼に応える責任ある行動が求められます。

AFSフィンランド
1948年から活動しています。

教育制度
7歳から16歳（小学校6年間と中学校3年間）までの9年間が義務
教育です。

高校生活
学　　年：8月中旬～6月初旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～14時。1時限45分、1

日5～7時限。

教　　科：フィンランド語、スウェ—デン語、英語、その他の外
国語、数学、化学、生物、心理学、歴史、体育など。

課外活動：写真、コンピューター、演劇、スポーツなどのクラブ
がある学校もあります。

そ の 他：宿題が多く出されます。

配属の傾向
約7割が都市とその近郊の小都市、3割が地方の小さな町に配属
されます。ラップランドにも配属されます。フィンランド語を話
す人が9割以上ですが、スウェーデン語を話す家庭に配属された
場合、スウェーデン語を使用する学校に通います。通常公立高校
の1年か2年に編入されます。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

主要言語 フィンランド語
定　　員 15名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年４月２日～

2004年12月10日
フィンランド共和国

配　　属★★★★ 

査　　証★★★★

追加費用★★★

語　　学

ルター派以外のキリスト教会へ通うことが必要な生徒、
菜食主義者など食事制限のある生徒の配属は困難です。
取得のため、大使館から本人へ出頭要請があります。
―
到着時に日常生活に困らない英語力が必要です。オンラ
イン語学講座の提供が予定されています。
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日本の高校でのテストの連続から逃れるよ
うにフランスへ渡った僕が配属されたのは、
ベルギーとの国境から１kmのフランドル地
方の町でした。自転車競技に魅せられ、その
本場であるフランスを留学先に選んだ自分
は、特に競技の盛んな地方の、しかも自転車
乗りのファミリーに配属が決定したことで、
出発前から舞い上がっていました。

到着後一番苦労したのは、やはり言語です。
出発の１年前から語学教室に通っていたもの
の、生きた言語に触れると悔しいほどに理解
できませんでした。そのため最初の頃は、ホ
ストファミリーに「おやすみ」と言った後も
電子辞書と夜更かしをしていたものです。

一般的にフランスの学校では課外活動が盛

んではなく、学校行事もほとんど無いのです
が、数少ないクラブ活動に参加し、オプショ
ンの授業をとって航空学を学び、スキー旅行
とベルリン研修に参加する機会を与えてくれ
た友達や先生方にはとても感謝しています。
またフランスの学校では頻繁に休暇があり時
間的拘束も少ないので、自転車以外にも絵画
教室に通い、曲芸乗馬に取り組むなど、様々
な新しいことに挑戦できました。また休暇の
度に各方面へ旅行に出かけ、フランスの多様
な顔を知ることもできました。

このような刺激的な日々の中で、日本との
違いを最も感じたものは、人と人の“近さ”で
す。フランスでは知り合いと挨拶をする際
に、“ビス”と呼ばれるお互いの頬をくっつけ

あう挨拶、または最低でも握手が行われま
す。これが物理的な距離だけでなく、相手と
自分の心の距離も縮めてくれるのです。これ
を毎日行うので、たとえ１回だけ話した相手
とでも長らく挨拶をかわしあう関係を築くこ
とが可能になります。また家族間での愛情表
現にはとても強いものがあり、正直最初は戸
惑いましたが、感情を素直に表現できる、日
本とはまた違った環境に身を置き生活するこ
とで、より身近に文化を感じることができま
した。

留学中のたくさんの出会いに刺激を受け、
今モチベーションは最高の状態です。感謝の
気持ちを忘れずに、この経験を大切にしてい
きたいと思います。

刺激的なフランスでの毎日

生活様式
フランスは芸術の国であると同時に農業国です。自国の言語や文
化、歴史に誇りをもっていますが、他文化への興味もあります。
率直で、冗談が好きな国民でもあります。核家族が多く、家庭の
中では父親が大黒柱で、家事は母親に任されることが多いです
が、子供も家事を手伝います。

AFSフランス
1947年から活動しています。

教育制度
義務教育は6～16歳までで、幼稚園から中等教育、職業教育まで
無償です。義務教育の最終年から進学する職業学校もあります。
一般高校（リセ）の最終学年では、大学進学をめざす生徒はバカ
ロレアという最終試験受験にそなえてかなり勉強をします。

高校生活
学　　年：9月～6月下旬。
授　　業：月～金の週5日制。水曜日の午後は授業はありません。

通常8時～17時半。55分。1日8時限。

教　　科：数学、フランス文学、歴史、地理、物理、体育など。
課外活動：水曜日の午後や週末にスポーツや演劇などの課外活動

がある学校もあります。
そ の 他：制服はありませんが、一定の服装基準があります。学

校配属のために、いくつかの予防接種が義務付けられ
ています。留学生には自立心をもつことが求められま
す。

配属の傾向
約8割が地方の小さな町への配属です。AFS生の場合、リセの
10年か11年（日本の高校1、2年相当）に配属される場合が多い
ですが、年齢やフランス語のレベルによってはコレージュの9年
（中学3年相当）に編入されることもあります。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

主要言語 フランス語
定　　員 18名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年12月５日～

2004年９月１日
フランス共和国

配　　属★★★★ 
 
 
 
 
 
 

査　　証★★★★ 
 
 

追加費用★★★ 

出 発 日

語　　学

近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保
が大変厳しく、配属の決定に時間を要しており、出発日
が複数回に分かれます。出発時期による留学期間の延長
はありません。状況をご理解の上、ご応募ください。
禁煙家庭への配属及び菜食主義者の配属は非常に困難
です。カトリック以外のキリスト教会に通うことは困難で
す。アレルギー症状のある人は、出発前までに詳しい情
報提供が必要です。
取得のため、大使館から本人と保護者へ出頭要請があり
ます。取得に時間を要し、発給が出発直前になったり出
発日を変更したりする場合があります。大使館が指定す
る保険への加入が必要です。
必須予防接種があります。ポリオ、ジフテリア、破傷風
の予防接種が義務づけられます（66期参考情報）。
配属状況により、出発日が複数回に分かれます。
語学が一定のレベルに達していない場合、コレージュ（中
学校）に配属される可能性があるので、リセ（高校）に
配属の必要がある場合には、フランス語をしっかり勉強
しておく必要があります。
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私の家族はアクティブで、お母さんは週に
2回ほどスポーツジムに行ったり、休みの日
に友達と走りに行ったりしています。お父さ
んは自転車が好きで遠くまでサイクリングに
行ったりしています。7歳の妹もたくさんの
習い事をしています。年齢に関係なく自分の
好きなことをやっている姿がかっこいいなと
感じました。

私の家族はよく友達を家に呼んだり、友達
の家に行ったりして大人数でごはんを食べま
す。誕生日やクリスマスの時は本当にたくさ
んの人が集まっていてとても驚きました。そ
れからよく大人達でゲームをします。子供用
ではなく、頭を使うテーブルゲームがたくさ

んあります。少しルールを理解するのに苦労
したりもしましたが、今では私のお気に入り
の遊びです。

バカンス中にはパリに連れて行ってくれま
した。お父さんが自転車好きということもあ
り、パリの観光名所を自転車で巡りました。
自分が思っていたより自転車はどこまでも行
けるんだなと感動しました。

日本についてもとても興味を持ってくれて
います。私が来る前から邦画が好きだったそ
うで、家にはたくさんのジブリ映画がありま
す。そしてお母さんはよく日本料理を作って
くれます。私はあまり料理が得意ではありま
せん。なのでお母さんに巻き寿司の作り方を

教わるというなんとも面白い経験もできま
した。お父さんもお母さんも「変だよね。」
と笑いながら教えてくれました。さらに2月
3日に私が豆まきの行事について説明をした
ら、「面白いね。」といって後日ピーナッツを
買ってきてみんなで豆まきをしました。楽し
んでくれたようで私も嬉しかったです。

こんなにも楽しみ方を知っている素敵な家
族と出会えたことをとても嬉しく思っていま
す。

私の家族

生活様式
ベルギー南部ではフランス語が話され、北部ではフラマン語（オ
ランダ語のベルギー方言）が話されています。小さな国ですが、
チョコレート・料理・美術など誇るものがたくさんあります。人々
は豊かな温かい心を持っています。

AFSベルギー
1948年に設立されました。現在、フランス語圏とオランダ語圏
のふたつの組織に分かれて活動しています。

教育制度
公立の義務教育は6～18歳までの12年間で、無償で行われます。
公立学校とカトリック教会によって運営されている私立高校があ
ります。

高校生活
学　　年：9月中旬～6月下旬。
授　　業：月～金の週5日制。水曜日の午後は授業はありません。

通常8時又は8時半～16時。1時限50分、1日6～7時限。
教　　科：フランス語、フラマン語（オランダ語圏）、その他の

科目があり、授業の程度は高く、まじめに勉強に取り

組み学習意欲を示すことが求められます。

そ の 他：多くの場合は自転車通学ですが、バス通学の場合もあ
ります。AFSでは生徒に自由時間を活用してボラン
ティア活動に参加することを奨励しています。学年末
に旅行をする学校もありますが、参加費用はAFS生の
自己負担です。

 支部で語学研修の機会があります（オランダ語圏）。

配属の傾向
ホストスクールの決定は現地到着後になります。
フランス語圏：大半が地方の小さな町、又はその近郊に配属され
ます。ほとんどがフランス語圏への配属ですが、ごくまれにドイ
ツ語圏に配属されることもあります。ドイツ語圏の家庭ではフラ
ンス語とドイツ語が話されています。受入家庭では大半の両親が
共働きです。
オランダ語圏：大半が小さな市町村に配属されます。半分以上の
受入家庭は両親が共働きです。通常、11年か12年（日本の高校2、
3年相当）に編入されます。芸術系・工業系・職業訓練系の学校
への配属もあります。オランダ語を学ぶ意欲が必要です。

ベルギー王国
主要言語 フランス語・オランダ語
定　　員 フランス語圏３名／オランダ語圏５名
参 加 費 145万円

年齢制限 2
フランス語圏

002年４月２日～2004年７月31日
2
オランダ語圏

002年４月２日～2005年４月１日

配　　属★★ 
 
 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★★

語　　学

犬、猫などのペットを飼っている家庭が多いため、動物
アレルギーのある場合は配属が困難です。菜食主義者や
小麦アレルギーの生徒等、食事制限のある生徒の配属は
大変困難です。特定の宗派の教会（特にエホバの証人）
に通う必要のある生徒の配属は困難です（フランス語圏）。
聖路加国際病院または日本赤十字社病院での健康診断
が必要です。
―
オランダ語圏ではオンライン語学講座の提供が予定され
ており、指定レベルまでの修了が求められます。
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私は、オルロという非常に小さな町に派遣
されました。オルロの人々はとてもフレンド
リーで、学校初日からたくさんの人から話し
かけられ、多くの友達と過ごすことができま
した。まだスペイン語が分からなくても、放
課後も遊びに誘ってくれたり、スペイン語を
教えてくれたりしました。ボリビアの人々は
とにかくパーティーが大好きで、そこでは他
校の人とも友達になれました。記念日ごとに
友達と夜まで歌って踊ったパーティーは最高
の思い出です。また、ボリビアは家族を大切
にします。ホストファミリー以外の親戚とも
よく昼食を一緒に食べたり、旅行をしたりし
ました。

オルロでは、南米３大カーニバルの一つが
毎年開催されます。私はそのカーニバルに、

学校の友達と参加しました。それ以外にも頻
繁に小規模のカーニバルが行われるため、オ
ルロに滞在する他の留学生とも参加しまし
た。日本では絶対にできない貴重な体験でし
た。

基本的なボリビアの食習慣は、朝と夜がパ
ンで、昼食が日本の夕食のようなメニューな
のですが、私のファミリーは１日４食食べる
ことも多々ありました。ホストマザーは全く
料理をしなかったので、昼食（と夜食？ 笑）
は毎日外食でした。また、ボリビアではタク
シーに頼めばどの店の料理でも家まで運んで
くれるので、外に出るのが面倒くさいときは
家でレストランの料理を食べていました。野
菜を食べない家庭が多い中、私のファミリー
肉や魚、麺類に、毎日サラダと大量のフルー

ツを食べる習慣がありました。ボリビア料理
も非常においしいため、食べ物がまずくてつ
らいことはありませんでした。そんななか、
道には物乞いをする人々がたくさんいまし
た。貧富の差が大きいボリビアでは、小さな
子供からお年寄りまで多くの人が貧困に苦し
んでいるため、毎日その人たちの前を通る時
は心が痛みました。

最後に、私にとってボリビアで過ごした
11か月間は人生の宝物です。実際に現地で
文化を体験することや、貧困を目の当たりに
することで、実体験なしには知りえないこと
がたくさんあることを再認識させられまし
た。そして、最高の時間をくれたホストファ
ミリーや友達、私を留学に行かせてくれた両
親にも、本当に感謝しています。

「実体験」の大切さ

生活様式
政府所在地ラパスは世界で最も高地にある事実上の首都として有
名です。ボリビア人は、礼儀正しく寛容で、互いを思いやること
を大切にする国民です。家族の絆を大切にし、子供に対しては保
守的です。子供は親を敬い、交際や門限などの約束をきちんと守
ることが要求されます。

AFSボリビア
1956年から活動しています。

教育制度
大学進学前の教育期間は12年間（うち義務教育は6～14歳の8年
間で無償）です。

高校生活
学　　年：2月初旬～11月中旬。
授　　業：月～金の週5日制。土曜授業の場合もあります。通常

8時～13時。
教　　科：数学、物理、科学、生物、文学、哲学、宗教学、地理、

公民、コンピューター、音楽、体育、社会、自然科学、
美術、スペイン語などのうち12～14教科を必修科目
として履修しなければなりません。

課外活動：コーラス、音楽、ダンス、サッカー、バレーボール、
バスケットボールなど。

そ の 他：2～3週間の修学旅行に参加できる場合もあります。
制服のある学校がほとんどです。昼食は多くの生徒が
家に戻ってとります。

 AFS生は、教育省及び受入校の奨学生という扱いで受
入れられますので、期待に応えるようにしっかり勉強
してください。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
都市部に住む中流家庭への配属が大半です。AFS生は私立校への
配属が多く、10～12年（日本の高校1～3年相当）に編入されま
す。ホストスクールの決定は現地到着後になります。

主要言語 スペイン語
定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年４月２日～

2005年１月20日
ボリビア多民族国

配　　属★★★

査　　証★★★ 

追加費用★★★

語　　学

肉料理をよく食べるため、菜食主義者の配属は困難です。
HIV検査を含む健康診断が求められます。黄熱病の予防
接種が必要です。
査証申請・取得関連費用が高めです。
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められ、未達の場合は費用の自己負担
が発生する場合があります。
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私の派遣国、ポルトガルは直感でした。到
着して２か月間は見たことのない街並みや、
聞いたことのない言語、体験したことのない
習慣や文化に刺激を受けていました。ホスト
ファミリーにはポルトガルのいろんな地域に
連れて行ってもらいました。それにワイン造
りなど日本では体験できないことをさせても
らいました。しかしそんな刺激のある毎日に
慣れてくると、起床して、登校して、帰宅し
て、ゴロゴロして、就寝するという日本と同
じような刺激のない日々でした。ポルトガル
の学校では５日のうち４日は午前中で終了し
てしまうので、家に帰ってからは何もせずに
ボーっとする日が続きました。そんな中、
10か月という期間の中で、大きなことに挑
戦しなければという焦りがありました。それ

に、慣れてきた環境の中で、留学前一切勉強
していなかった言語には慣れることができま
せんでした。言語が理由で、ホストファミ
リーや友人とすれ違いが起き、たくさん苦し
みました。

そんな私を救ってくれたのは、AFSの私
の留学をサポートしてくれていたボランティ
アの方でした。月一の二人での報告会の時に
「あなたは怠け者よ。」とボランティアの人
が言ってくれました。その時にこの苦しい状
況の原因は環境じゃなくて、私自身の問題な
のだと気がつきました。この出来事がきっか
けで、ポルトガル教室に通い始め、真剣に勉
強するようになり、ホストファミリーや友人
とは全てポルトガル語で話すようになりまし
た。もちろん日常生活でも変化がありました。

電車に乗って大好きな写真を撮りに行った
り、学校に浴衣を着て登校してみたり、自分
から変化を求めて行動するようになりました。

帰国後の私の誕生日には、ポルトガルの友
人たちから電話がかかってきて、おめでとう
の言葉をたくさんもらい、日本にいても私の
ことを大切に思ってくれていることにすごく
感謝しました。ホストファミリーは、ポルト
ガル語を忘れないようにと月に一回は電話を
してくれます。それに私の一番大好きだった
ポルトガル料理の材料を送ってくれて、電話
作り方を教えてくれました。その料理は正月
に日本の家族や親せきにふるまいました。

この留学のおかげで特についた力は、自分
の気持ちを正直に打ち明ける力と、自分で限
界を決めずに努力する力だと思います。

自分から変化を求めて行動するように

生活様式
ポルトガルはユーラシア大陸最西端に位置しており、かつて大航
海時代にヨーロッパで最初に日本を含む東アジアと接触をもった
国です。国民のほとんどがカトリック教徒です。隣国スペインと
同様、闘牛やサッカーが盛んです。
ポルトガル人は家族を大切にし、保守的な傾向があります。子ど
もは親の意見を尊重します。

AFSポルトガル
1996年から活動しています。

教育制度
6歳から14歳（1～9年生）までが基礎教育（義務教育）、15歳
から17歳（10～12年生）までが後期中等教育（日本における高
等学校）です。後期中等教育は大学進学をめざす一般教育課程、
技術・職業教育課程、職業教育課程、芸術教育専門課程などに分
かれています。

高校生活
学　　年：9月～6月。
授　　業：週30時間。通常8時半～18時半。
教　　科：必須科目：ポルトガル語、英語もしくはフランス語、

哲学、体育、情報通信など。
 選択科目：5つの分野（科学技術、社会科学・経済、

社会・人文科学、言語・文学、映像芸術）から科目を
選択。

課外活動：ほとんどありません。
そ の 他：学校で語学研修の機会が設けられることがあります。

配属の傾向
都市や郊外地域への配属が多いですが、最近は地方への配属も増
えています。まれにアゾレスやマデイラなどの島へ配属される場
合もあります。
AFS生は通常、一般教育課程の10～12年（日本の高校1～3年
相当）に編入されます。

主要言語 ポルトガル語
定　　員 ３名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年８月15日～

2005年４月１日
ポルトガル共和国

配　　属★★★ 
 
 
 

査　　証★★★ 
 
 

追加費用★★★

喫煙者のいる受入家庭がほとんどのため、禁煙家庭への
配属は希望できません。大半の家庭がペットを飼ってお
り、動物アレルギーがある生徒の配属は困難です。また、
菜食主義の生徒やカトリック以外の教会に通う必要のあ
る生徒の配属も困難です。
取得のため、大使館から保護者へ出頭要請があります。
審査が厳しく、発給までに時間を要し、発給が出発直前
になったり出発日を変更したりする場合があります。大使
館が指定する保険への加入が必要です。
―
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日本に帰ってきて最初に経験したのは、
「逆カルチャーショック」でした。街に日本
語がたくさん書いてあり、道が広く、建物も
人も香港に比べて少なく、ごみ箱も少なく
…。帰国して改めて見た「日本」というのは、
私にこれまでの生活すべてを思い起こさせま
した。同時に第二の故郷から離れた寂しさ、
ホストファミリーともう前のように一緒に生
活できない悲しさ、色んな感情が入り混じっ
て、嬉しいのか悲しいのか自分でも判断しが
たい、不思議な気分になりました。

また、「逆ホームシック」というのも経験
しました。一緒の部屋を共有していたホスト
シスターとは、服の趣味や音楽の趣味が似て

いて、一緒にお菓子を作ったり、一緒に動画
を撮ったりしたのが本当に楽しかったし、嬉
しかったです。日本が大好きなホストブラ
ザーには広東語を教えてもらったり、私の知
らないアニメを一緒に観たり、私の知らない
「日本」を教えてもらったりして、毎日が楽
しかったです。ホストマザーにはたくさんの
場所に連れて行ってもらって、ホストファ
ザーとはランニングに行ったり、毎晩夕食後
に2人でドラゴンフルーツを食べたり…ここ
には書ききれないほどのたくさんの思い出が
恋しくて、今すぐにでも香港に帰ってまたい
つものようにあの家で生活したいです。

これからまた日本で普通の学生として生活

するにあたって、この思い出の数々はどのよ
うに役立つか、正直わかりません。しかし留
学したことによって得られた「何か」は私の
人生のなかで大きく役立つことになると信じ
ています。

逆カルチャーショック・逆ホームシック

生活様式
1842年に英国の領土となりましたが、1997年に中国に返還さ
れました。広東語が最も広く使われています。また、英語を流暢
に話す人も少なくありません。平日は両親共に夜遅くまで仕事を
し、日曜日には家族の時間を大切にすると言われています。ア
パートメントでの暮らしが一般的です。

AFS香港
1982年から活動しています。

教育制度
初等教育6年、中等教育3年が義務教育です。2009年に制度が改
定され、7年間だった中等教育が6年間になりました。多くの学
校が男女別学で、カトリック教会によって運営されています。

高校生活
学　　年：9月～5月下旬又は7月中旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～15時半。1時限は35分

（夏季）又は40分（冬季）で、1日8時限。学校によっ
ては土曜日に補習があります。

教　　科：中国語、英語、数学、一般教養、社会、理科、美術、
体育など。

課外活動：運動部、ディベート部、演劇部など、放課後の部活動
が活発です。

そ の 他：校則を守ることが求められます。制服の着用が義務付
けられている学校がほとんどです。

配属の傾向
共働きの家族が多く人口密度が高い香港では、住居はあまり広く
ありません。ホストブラザーやシスターと部屋を共有するのが一
般的です。
ほとんどの受入校では広東語で授業が行われます。AFS生は通常、
中等教育学校の4年生か6年生（日本の高校1年又は3年相当）に
配属されます。

主要言語 中国語（広東語）・英語
定　　員 ３名
参 加 費 120万円
年齢制限 2004年３月１日～

2005年４月１日

28

香港（中華人民共和国）

配　　属★★★ 
 
 

査　　証★★

追加費用★★

成　　績 

語　　学

ぜん息等と診断されたり通院中の方は留学先として希望
できません。体重過多、菜食主義者の配属も困難です。
家が狭いので女子の受入れを希望する家庭が増えていま
す。
香港国内での審査になるため時間を要します。
―
学業成績が一定してクラスあるいは学年の上位であるこ
とが望まれます。
内定後に所定の英語レベルチェックの提出が義務づけら
れます。現地到着後、広東語講座の提供が予定されてい
ます。
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世界一危険な国として知られているホン
ジュラスで生活を始めて５か月がたちまし
た。もちろん、この５か月何事もなく充実し
た生活を送れました。危ないと分かっている
ので、その対策がしっかりしています。その
ため怯える必要もなく、普段通りの生活が送
れます。

さて、私の一日について共有したいと思い
ます。

学校は朝７時から午後２時までです。日本
とは大違いですよね。早起きするのが苦手な
私は慣れるまでに時間がかかりました。通学
方法はスクールバスです。タクシーや親の送
り迎えの生徒もいます。この国は車社会で、
「え？ 歩きで良くない？ 」と思う距離もタ

クシーを呼びます。これは安全面を考慮して
のことでもありますが、実際15分ほど歩く
ことは長いと感じるそうです。授業は１コマ
40分で１日９コマ受けます。教科書が無い
科目もあり、先生が黒板も使わずただ文章を
読み上げ、それをノートに書きます。これが
リスニングテストのように本当に難しく、苦
労しています。放課後や休日はショッピング
に行ったり、映画を見たり、家でまったりし
たりです。映画は日本よりも公開がはやいの
で先取りできちゃいます。私の派遣地域はカ
リブ海沿いでビーチによく家族で行きます。

冒頭の通り、ここホンジュラスは発展途上
国ですが、私を含め皆さんが抱いているイ
メージと違うと思います。水道水が飲めな

かったり、停電が起こったりなど多少の問題
はありますが、普段の生活に大きな支障は出
ません。最近は視点を変えて、夜の停電を
キャンドルナイトだと思い楽しむほどです。
また、貧富の差を目の当たりにする時もあり
ます。しかし、この国の人々はお金は関係な
く、今の生活を楽しむということに全力を注
いでいるように感じます。豊かな生活ではな
く、豊かな人と人との繋がりが大切なのだと
思いました。この国に来る前までは生活が想
像もつきませんでした。しかし、この５か月
ここで過ごしてインターネットの情報は簡単
に鵜呑みにできないなと改めて実感させられ
ました。それとともに私がこの国の本当の良
さ、楽しさを発信できたらと思いました。

この国の本当の良さ

生活様式
マヤ遺跡と恵まれた自然を有する国ホンジュラスでは時間がゆる
やかに流れます。陽気で温かい国民性で保守的な家庭が多く、子
供たちは親や年長者の意見を尊重します。

AFSホンジュラス
1963年から活動しています。

教育制度
7～12歳の6年間の初等教育は義務教育です。設備や人材の不足、
家庭の貧困などが原因で、義務教育を終えられない子供も多くい
ますが、政府は積極的に教育の普及に努めています。中・高等学
部は5又は6年間あり、その後に大学（4年間）に進学することが
できます。

高校生活
学　　年：2月～11月。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時～12時半、又は12時半～

18時。1時限45分、1日7時限。
教　　科：一般コースでは、数学、物理、生物、歴史などで、履

修課目は学校が決めます。週末の社会福祉活動は必須
で、貧困地域、医療関係、駅の清掃などを行います。
加えてボランティア活動をすることもあり、折り紙や
歌、ダンスを教えたり、お年寄りの相手をする人もい
ます。

課外活動：音楽、バスケットボール、バレーボール、サッカー、
ダンス、演劇などができる学校もあります。

そ の 他：制服があります。AFS生への期待は高く、常に真剣
に学校の授業や活動に取り組む姿勢が求められていま
す。校則を守ることは大変重要と考えられています。

配属の傾向
配属地域は、北部と中部が中心で、ごく少数が西部に配属されま
す。3割が都市部、6割がその郊外、1割は地方の小さな町への配
属です。貧富の差が大きい国ですが、AFS生の受入家庭の多くが、
経済的に裕福で信仰が厚く、保守的です。メイドがいる受入家庭
も多いですが、子供たちも家事を手伝います。AFS生は通常、
11年か12年（日本の高校2年、3年相当）に編入されます。年齢
や成績によっては10年に編入されることもあり、判断は受入校
にゆだねられます。バイリンガルスクール（授業は主に英語）に
配属となる予定です。芸術系の学校や商業系の学校に配属される
こともあります。

ホンジュラス共和国
主要言語 スペイン語・

英語（ホストスクール）
定　　員 ５名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年２月23日～

2004年８月23日

29

配　　属★★

査　　証★

追加費用★★★

菜食主義者の配属は困難です。
現地到着後の手続きです。
―
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アミーゴの国メキシコでの留学生活も残り
半分となりました。大きな期待と少しばかり
の不安を抱えていたファミリーとの初対面の
日や初の登校日のことを思い出すと、時間が
経つのがとても早く感じます。

メキシコでの生活を始めた頃、驚くことば
かりでした。例えば、食べ物。とにかく辛い。
メキシコの人々は何にでもチレやサルサをか
けて食べます。肉や野菜はもちろん、フルー
ツや飴にまで。あまりに辛すぎて、最初の頃
はよくお腹をこわしました。でも、今は自分
から辛い物を好むようになり、友達からよく
驚かれます。

私の思うメキシコの人々のすばらしいとこ

ろ、それは、人の繋がりを大切にすることで
す。特に家族。忙しくて時間がなくても家族
団らんの時間があります。私の両親は毎日仕
事が忙しくて家に帰ってくるのが遅いけど、
私たちが帰宅すると必ず電話をしてくれま
す。「学校どうだった？ ご飯食べた？ 」と。
本当に温もりを感じます。

また、メキシコは大家族で、全員合わせる
と20人程にもなり、お祝い事の度に集まる
ととてもにぎやかです。私の家族はもちろ
ん、メキシコの人々はパーティーが大好き。
食事の後のダンスパーティーは永遠に続きま
す。パパは私にメキシコの踊り「サルサ」を
教えてくれました。最初は難しくて、よく足

を踏んだり、下を向いたりしていたけど、今
ではリズミカルに踊ることができます。

明るくて、元気なメキシコの人々と過ごす
私の留学生活も、もう残り半年しかないのだ
と思うととても寂しくなりますが、貴重な経
験をさせてもらえていることに感謝し、メキ
シコの人々のように人との繋がりを大切に
し、充実した時間にさせていきます。Viva 
Mexico!!

明るくて元気なメキシコの人々

生活様式
メキシコは歴史と文化と自然が多様な国で、国民は親しみやす
く、親切・寛容で、飾らない人々です。家族が社会生活の中心で、
親戚との交流も大切にします。親は愛情深く子供たちを育て、子
供たちは親や年長者を敬い、彼らの意見を尊重します。男子の方
が女子よりも自由を与えられる傾向があります。

AFSメキシコ
1976年から活動しています。

教育制度
政府は教育普及のため国家予算の約1割を教育関係費に充て、学
校施設の増強や教師の養成に努めています。小学校の6年間と中
学校の3年間が義務教育で無償です。高校が3年間、大学が5年間
です。

高校生活
学　　年：9月～6月。
授　　業：月～金曜日の週5日制。通常7時～13時。1時限60分、

1日5時限。
教　　科：メキシコの歴史、倫理、心理学、数学、化学、地理、

生物、スペイン語、文学、外国語、メキシコの法律、
ギリシャ・ラテンの古典など。

課外活動：スポーツや工芸など。
そ の 他：制服がある学校もあります。

配属の傾向
3割が都市部、6割が都市近郊、1割が地方に配属されます。保守
的な家庭に配属されることが多く、AFS生は通常、私立校の10
～12年（日本の高校1～3年相当）に編入されます。
ホストスクールの決定が現地到着後になる場合があります。

主要言語 スペイン語
定　　員 ８名
参 加 費 120万円
年齢制限 2002年11月１日～

2005年４月１日
メキシコ合衆国

配　　属★

査　　証★★★★ 

追加費用★★★

菜食主義者や食事制限のある生徒の配属は困難です。
取得のため、大使館から本人と保護者（両親）へ出頭要
請があります。
―
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生活様式
ラトビアはバルト3国の中央に位置し、800年以上の歴史を持ち、
貿易の要所として栄えて、これまで多くの人々や文化を快く受入
れてきました。3世代同居の家庭が多く、家庭の絆をとても大切
にしています。両親が共働きで、家事や育児は祖母が担当してい
るという家庭が大半を占めます。ラトビアはいくつかのエスニッ
クグループで構成されるため、気質は様々ですが、概して親は子
供のしつけに厳しく、家事の手伝いを進んで行い、外出の際には
行き先や時間をきちんと告げることを好みます。

AFSラトビア
1991年から活動しています。

教育制度
義務教育は就学前教育2年に加えて、1年生から9年生までで、9
年生を卒業する際に試験があります。その後、6割は高等学校（16
～18歳：10～12年生）へ、3割が高等専門学校（16～20歳：
4年制）や専門学校（16～18歳：2～4年制）へ進学します。

高校生活
学　　年：9月～5月下旬
授　　業：月～金の週5日制。通常8時半～15時。1時限40～45分。
教　　科：ラトビア語、英語、文学、地理、歴史、経済、代数幾何、

物理、生物、化学、美術、音楽、体育、家庭科など
課外活動：学校では水泳、ダンス、バスケットボール、陸上など

のスポーツが中心ですが、地域では音楽、工芸、演劇
などの活動もあります。

そ の 他：地域により、学校での主要言語がラトビア語又はロシ
ア語になります（配属家庭の言語による）。

配属の傾向
都市部か郊外への配属で、地方での配属は少数です。ラトビア語
かロシア語を話す家庭に配属され、学校は10～12年（日本の高
校の1～3年相当）に編入されます。

主要言語 ラトビア語
ロシア語

定　　員 ２名
参 加 費 145万円
年齢制限 2002年９月１日～

2004年８月１日
ラトビア共和国

AFSラトビアより
Laipni lūgti Latvijā!

（ようこそラトビアへ！）

配　　属★★ 

査　　証★★★★ 
 

追加費用★★★

語　　学

伝統的に肉料理をよく食べるため、菜食主義者の配属は
困難です。
審査に時間を要し、発給が出発直前になったり、出発日
が変更になる場合があります。大使館が指定する保険へ
の加入が求められます。
必須予防接種があります。
現地到着後、ラトビア語教材の提供が予定されています。
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「隣の国だけどあまり知らない国」という
印象をうける国「ロシア」を私は選び派遣さ
れた。帰国した今、私は二つのエピソードを
思い出した。

留学先では出発前に自分で思い描いていた
ものよりも、想像していなかったことを体験
した。「おそロシア」という造語があるよう
に、我々はロシアのことを怖い国として考え
ているだろう。現実、ロシアの人は我々が
思っているよりもずっと親切で身内に対する
大きな愛を持つ国民だ。年越しやクリスマス
などの年間行事を家族で祝い楽しむことで家
族の絆を深めている。大きな体格でありなが
ら、語調が強いロシアの人に日本人は「怖

い」という先入観を持ってしまうが、実は
「お節介なほど相手を思いやる国民」なので
ある。その先入観は私も持っていたために、
始めのうちはファミリーとの間に距離ができ
てしまったが、自分から積極的に考えている
こと、感じていることを伝え、お互いに理解
し合うことで先入観を取りはらい、共により
良い関係を築くことができた。

「ロシアの日常」と調べると、熊に乗って
いる写真や、イクラとウォッカをむさぼる男
性などが表示されるが、ロシアの人が日常的
に好きなことは「散歩」である。一足外に出
ると、子供から大人まで多くの人が散歩して
いる。散歩と言っても並大抵な距離ではな

く、数時間歩き続けるのも珍しくはない。た
だ歩き続けるのでなはい 。道端に咲いてい
る花や、最近のこと、様々なことについてお
互い喋りながら楽しく散歩する。「無駄なお
金を使わずに、楽しく時を過ごす」と私の友
人は言った。話しながら親睦を深めるので、
どれも良い思い出になった。ロシアでは貴重
な体験や発見があった。困難にもぶつかった
が、隣国にもかかわらず真新しい未知の文化
を経験できる頼もしい地で自分は成長できて
光栄でした。

隣国ロシアの未知なる文化に触れて

生活様式
ロシアは3世代同居や大家庭が多く、家族の絆をとても大切にし
ています。両親が共働きで、家事や育児は祖母が担当していると
いう家庭が大半を占めます。ロシアでは、比較的狭い集合住宅に
住む家族が多く、少なくとも家族の一人は喫煙者である可能性が
高いです。またプライバシーの概念が根付いていないため、プラ
イバシーを尊重してもらうことは期待できません。家族は子ども
を大切に育て、外出の際には行き先や時間をきちんと告げること
を好みます。
週末は郊外の別荘に行ったり、離れたところに住む家族や友人に
会ったりして過ごします。

AFSロシア
1990年から活動しています。

教育制度
小中学校（6～15歳：1～9年生）は義務教育で、その後は大学
進学を前提とした高等学校に進むコースと専門学校に進むコース
があります。高等学校は2年（16～18歳：10～11年生）、大学
は5年（18～23歳）です。

高校生活
学　　年： 9月～5月。
授　　業： 月～金の週5日制（一部の学校は土曜日も授業があり

ます）。通常8時又は9時～15時。
教　　科： ロシア語、文学、数学、歴史、外国語、現代社会、心

理学、生物、物理、科学、天文学、体育などが必修科
目です。

課外活動： 音楽、ダンス、スポーツが中心です。
そ の 他： 近年、理科、外国語、芸術に特化した専門高校も設立

されました。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が西部、中部の都市郊外、あるいは小さな町に配属されます。
シベリアに配属される可能性もあります。モスクワやサンクトペ
テルブルクなど大都市への配属はほとんどありません。

主要言語 ロシア語
定　　員 10名
参 加 費 120万円
年齢制限 2003年３月１日～

2005年４月１日
ロシア連邦

配　　属★★★ 

査　　証★★★ 

追加費用★★

語　　学

喫煙者のいる受入家庭が大半であるため、禁煙家庭への
配属は困難です。菜食主義者の配属も困難です。
大使館に代理申請をします。大使館での審査に時間がか
かる場合があります。
必須予防接種があります。
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められ、未達の場合は費用の自己負担
が発生する場合があります。
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地域

冬 組

生活様式
イタリア人は政治・サッカー・オペラ・ファッション・食べ物な
ど、何に対しても情熱的です。家族の絆が強く、子供は結婚する
まで親と一緒に住むのが一般的です。

AFSイタリア
1955年から活動しています。

教育制度
6歳から16歳の10年間が義務教育です。高校は5年制で、理系・
文系・古典（ギリシャ語・ラテン語等の専攻）に分かれています。

高校生活
学　　年：9月中旬～6月。
授　　業：月～土曜日の週6日制。ただし学校によっては月～金

曜日の週5日制。通常8時又は8時半～13時半又は14
時。1時限50分、1日5～6時限。

教　　科：イタリア語、外国語、数学、心理学、物理、美術、電
子工学など。

課外活動：勉学に大変な重きがおかれていて、課外活動は活発で
はありません。AFS生は積極的な学業への参加を求め
られます。

そ の 他：宿題が多く出されます。
 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
大半が都市近郊に配属されます。島への配属もあります。北部の
フランスやオーストリア国境近くではフランス語やドイツ語を話
す家庭もあります。受入家庭では、家庭の決まりごとを守り、家
族行動に参加することが非常に大切です。AFS生は通常は高校3
年か4年（日本の高校1、2年相当）に編入されますが、それより
も若い学年に編入されることもあります。学業に熱心なAFS生が
望まれます。

自分の故郷とは全く異なる環境で
イタリアに来てからおよそ５か月が経ちま

した。この５か月間には数々の課題にぶつか
り、今も課題を抱えていますが、色々な体験
を経て、少しずつ成長できたと思います。

イタリアに来て最初に感じた異文化は、街
中で急に見知らぬ人に話しかけられる事で
す。バス停でバスを待っている時に「何番の
バスはもう行ってしまったか」と訊かれた
り、近所を歩いている時に「ここは何という
名前の通りですか」と質問されたりした事が
あります。僕の住んでいた街ではそんな事は
滅多にないのですが、イタリア人は見知らぬ
人とも屈託なく交流をしています。その後、
世間話が始まる事も多いです。僕は初めて声
をかけられた時にはびっくりして、まともに
受け答えができなかったのですが、今は単純

なやり取りならできるようになりました。
イタリアに来て２週間程してから、学校が

始まりました。最初は学校で友達ができる
だろうかと心配していたのですが、むしろ逆
で、イタリア人は皆とても好意的で積極的に
声をかけてくれました。しかし、友達と話を
する時、いつも受け身になっている事を何度
かAFSの方や学校の先生に指摘され、気付き
ました。その後、自分から話しかけるように
意識し、多少は改善されたと思いますが、日
常会話についていくには、まだまだ語学力が
十分ではありません。言語を完全に習得する
には時間が掛かり、今後の留学生活でも向き
合い続けなければならない課題だと思います。

ホストファミリーにも最初、僕は気を使い
すぎしまっていました。何かをしてもらった

時に、一々ありがとうと言ったり、満腹でも
出された料理を無理して食べたり、最初は不
満があっても中々言い出せませんでした。し
かしホストファミリーは最初から僕を家族の
一員として扱ってくれて、僕がお礼を言うた
びに「家族なんだから当たり前だ」と言って
くれました。僕も段々と慣れていって、休み
の日に海に行ったり、近所のお店を回ったり、
正月には街のカウントダウンに一緒に行った
りして、家族との仲を深めることができました。

留学生活の全てが順調とはいきませんが、
自分の故郷とは全く異なる環境から学べる事
は多くあります。留学を後押ししてくださっ
た方々への感謝を忘れず、これからの残りの
生活でさらに大きく成長できるように、頑
張っていきたいです。

１-２月出発 主要言語 イタリア語
定　　員 冬組５名／夏組25名
参 加 費 145万円

年齢制限 2
冬組

002年４月25日～2004年４月１日
2
夏組

002年12月１日～2005年４月１日

帰国生の声

夏 組 ９月出発

イタリア共和国

配　　属★★ 

査　　証★★★★ 
 
 
 

追加費用★★★★ 
 
 

語　　学

喫煙家庭が多いため、禁煙家庭への配属は希望できませ
ん。また、菜食主義者の配属も困難です。
取得のため、大使館から本人と保護者（血縁関係のある
父母）に出頭要請があります。審査は年々厳しくなってお
り、審査に時間を要し発給が出発直前になったり、出発
日を変更したりする場合があります。大使館が指定する
保険への加入が必要です。
必須予防接種があります。ポリオ、ジフテリア、百日咳、
破傷風、Ｂ型肝炎、B型インフルエンザ、はしか、風疹、
おたふく風邪の予防接種が義務づけられます（66期参考
情報）。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められ、未達の場合費用の自
己負担が発生することがあります。
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冬 組 主要言語 ドイツ語・フランス語
定　　員 冬組５名／夏組６名
参 加 費 145万円

年齢制限 2
冬組

002年４月２日～2004年２月１日
2
夏組

002年４月２日～2004年８月15日

２月出発

スイス連邦
夏 組 ８月出発

帰国生の声

ヨーロッパ

私が留学を考えたきっかけは、父の仕事の
都合でドイツに行ったことです。当時、言葉
もあまりわからない状態で、学校では言葉が
通じないだけでなく、時間割や学校内のルー
ルがかなり違って戸惑いました。他にも各季
節の行事など、日本とはまるで違う世界があ
ると知りました。そして、もっと色々な世界
を見てみたいと思ったのです。これが中学生
の頃です。高校在学中に行こうと思った大き
な理由は、その思いが薄れる前に行動した
かったからです。私は結構環境に流されやす
いので、大学生になった後などでは、時間が
空きすぎて、「もういいや」と思ってしまっ
ていたかもしれません。

留学中、最も印象に残っているのは学校の
コンサートでバイオリンを演奏したことで

す。学校で楽器の個人レッスンを受けること
ができたのですが、難しい曲を半年ほどかけ
て練習して、私の中では最高の演奏を学校で
行われたコンサートですることができまし
た。無事に弾ききれた時は達成感でものすご
く興奮しました。聞きにきてくれた友達や保
護者の方に褒めてもらえた時はものすごく嬉
しかったです。

休みの日には、よく電車に乗って日帰りで
旅行をしていました。中でも一番楽しかった
のは同じ学校に通っていた他の留学生達と旅
行の行ったことです。何かを見て思ったこと
をすぐに話せたり、自分では行こうと思わな
いところに行ったりと、一人で行くよりも楽
しかったです。ホストファミリーにも旅行に
連れて行ってもらいました。秋休みにマヨル

カ島にバカンスに行った時は、２週間ほどの
んびりと過ごしました。あれほどせかせかし
ていない旅行は初めてで、とても気に入りま
した。他にも、親戚一同が集まったクリスマ
スパーティーは日本の家族とやっているもの
とは比べものにならないほど大規模で驚いき
ました。今でもホストファミリーとは手紙を
送ったり、ちょっとしたものですがクリスマ
スプレゼントを送りあったりしています。

日本とは少し違う教科、初めて知る国際問
題に対する考え方などを勉強したことで、改
めて自分が大学で学びたいものを確認するこ
とができました。

留学によって、日本にとどまっていれば決
してできなかったことを体験しました。本当
に留学に行ってよかったと思っています。

もっと色々な世界を見てみたい

生活様式
緻密な仕事を得意とし、
礼儀正しく、個人のプラ
イバシーを重んじるスイ
ス人は時々よそよそしい
と誤解されるようですが、
ドイツ語圏・フランス語
圏・イタリア語圏・ロマ
ンシュ語圏と四つの文化を併せ持つ親しみやすい国です。

AFSスイス
1953年から活動しています。

教育制度
長年にわたり教育に大変力を入れています。義務教育は6歳から
15歳までの9年間又は10年間で、学校は初等、中等、高等学校
からなり、制度については各カントン（州）の責任に委ねられて
います。

高校生活
学　　年：8月下旬～7月上旬。
授　　業：月～金曜日の週5日制。通常7時半～16時。
教　　科：数学、理科、歴史、地理、英語、フランス語、ドイツ

語、体育、音楽、美術など。
課外活動：学校にはないので、自主的に地域のクラブなどを探し

てください。
そ の 他：スイスの学校のレベルは高いので、派遣生は積極的に

授業に参加し、学業に取り組むことが望まれます。
 支部で語学研修の機会があります（ドイツ語圏）。

配属の傾向
ひとり親の家族が多く、家事を積極的に手伝うことが期待されま
す。配属先は主にドイツ語圏です。フランス語を一定期間学んだ
ことがあり、語学能力を証明することができる生徒は、まれにフ
ランス語圏に配属されることがあります（フランス語圏への配属
は、最低でも2年以上のフランス語学習歴が必要です）。特定の
配属言語圏を希望することはできません。配属される言語圏が決
まったら、すぐに言語の勉強を開始してください。地方への配属
がほとんどです。AFS生は通常ギムナジウム又はカントンシュー
レの10年か11年（日本の高校1、2年相当）に編入される場合が
多いですが、年齢によっては9年（日本の中学3年相当）に編入
されることもあります。

配　　属★★★★ 
 
 
 

査　　証★

追加費用★★★

成　　績 
 
 

語　　学

乳製品と野菜のみしか食べない生徒の配属は困難です。
受入家庭の9割以上で室内ペットを飼っているため、動
物アレルギーのある生徒の配属は困難です。特定の教会
（モルモン教、エホバの証人）に通うことを希望する生
徒、体重過多の生徒の配属も困難です。
現地到着後の手続きです。
―
ホストスクールの受入条件として、過去3年間において全
ての科目の成績がトップクラスであることが求められま
す。選考試験の受験にあたっても、学業成績が上位1/4
以内であることが条件となります（P58）。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められ、未達の場合は費用の
自己負担が発生する場合があります。
出発までにゲーテ・インスティトゥート（ドイツ政府が設
立した公的な国際文化交流機関）のドイツ語検定試験が
示す「Ａ2レベル」相当以上のドイツ語力を有することが
求められます。未達の場合は、現地での語学レッスン受
講が必須となり、授業料（約15万円）をご負担いただき
ますので、ご理解の上応募ください。
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冬 組

帰国生の声

ドイツ連邦共和国
２-４月出発 主要言語 ドイツ語

定　　員 冬組11名／夏組10名
参 加 費 145万円

年齢制限 2
冬組

002年４月２日～2004年４月１日
2
夏組

002年４月２日～2005年３月５日

夏 組 ９-10月出発
ヨーロッパ

ドイツに来てあっという間に５か月が経ち
ました。振り返れば数え切れないほどの新鮮
で楽しかった思い出があるし、まだ折り返し
地点でもっともっと新しいことに挑戦し自分
を築き上げて行けることを嬉しく思っていま
す。ここでは日が沈むのが遅く、雨が降るこ
とも稀で夜は22時まで明るく感じられます。

私が通っている学校は小学生から高校生が
いる学校で、週の授業の半分は90分スタイ
ルになっています。学校が昼前に終わること
も多く、授業のキャンセルも頻繁に起こるた
めに自由時間がとても多いです。その時間を
友達は自分の学びたいことや車の免許などや
りたいことに費やしていて、私もまたドイツ

人に習って友達と遊びに行ったり、観光地を
巡ったりして、充実した日々を過ごしていま
す。

私が日本にいた時は、勉強や大学のこと
しか頭になく、将来を不安に思い、周りから
の評価ばかり気にいていました。家族と触れ
合う時間も少なく日々勉強に時間を費やして
来ました。ドイツ人の友達に私の毎日のルー
ティーンを伝えるとその勉強や部活への忙し
さに目を丸くしていました。そして私はドイ
ツに来て初めて日本での自分の高校生活が普
通じゃないことに気づきました。私は同じ学
校に３人他に留学生がいるのですが、毎週週
末は集まって映画を見たり観光したり、それ

ぞれの国のことや人柄、ドイツとの違いを話
し合うことが多くて、私の価値観や考え方が
大きく変わりました。大学に行くこと、人生
の損得を考えて生きること、周りの評価を気
にしながら生活すること。私にはこれらが絶
対必要だと思えなくなりました。

これは私のドイツの友達が教えてくれた大
好きな言葉です。

「自分は誰かのために生きているのではな
くて、自分のために生きているのだから、自
分のために自分の学びたいことを学ぼう」

私はこの言葉に押されて、自分の意見を言
い、相手の話を聞き、精一杯大好きなドイツ
を学んでいます。

自分のために生きている

生活様式
自分の意見を率直に述べる国民です。活動的でスポーツを楽しみ
ます。家族の形態は様々で、父親が外で働き、母親が家事を任さ
れている家庭もあれば、両親共に仕事をもち、家事を公平に分担
する家庭もあります。子供は両親に自分の行動についてきちんと
事前に報告しなければなりません。

AFSドイツ
1947年から活動しています。

教育制度
教育は各州の教育省に任されています。義務教育は6歳から15歳
までの9年間（一部の州は6歳から16歳までの10年間）。小学校
4年を終えた後、能力・志望に応じ大学進学コースのギムナジウ
ム（9年）、職業コースのレアルシューレかハウプトシューレに
進みます。上記コースを合わせたゲザムトシューレも少数ありま
す。

高校生活
学　　年：8月下旬～6月下旬。
授　　業：週5日又は6日制。通常8時から13～16時。
教　　科：ドイツ語、英語、数学、物理、生物、科学、歴史、社

会、美術、音楽、地理、哲学、体育など。
課外活動：学校ではほとんどありませんので、音楽やスポーツの

活動をしたい人は自主的に行ってください。
そ の 他：多くの生徒はかなりの時間を勉強に使います。授業は

一般に少人数制で、自分の意見や考えをもち、発表す
ることを重視しています。多くの学校で修学旅行があ
ります。

 支部で語学研修の機会があります。

配属の傾向
ほとんどのAFS生が地方の中流家庭へ配属されます。都市への配
属はごく少数です。また、旧東ドイツに配属される可能性もあり
ます。通常、公立高校ギムナジウムかレアルシューレの10年（日
本の高校1年相当）に編入されますが、現地到着後、生徒の語学
力等をみながらホストスクールが決定されます。

配　　属★★★★★ 
 
 
 
 
 

査　　証★

追加費用★★★

出 発 日

近年社会情勢の変化等により、AFS生の配属先の確保
が大変厳しく、配属の決定に時間を要しており、出発日
が複数回に分かれます。出発時期による留学期間の延長
はありません。状況をご理解の上、ご応募ください。カ
トリック・プロテスタント以外の特定の教会に通うことが
必要な生徒や、野菜しか食べられない、肉しか食べられ
ないなど厳格な食事制限のある生徒の配属は困難です。
現地到着後の手続きです。
―
配属状況により出発日が複数回に分かれます。
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冬 組

帰国生の声

夏 組

ハンガリー
８月出発１-２月出発 主要言語 ハンガリー語（マジャール語）

定　　員 冬組３名／夏組10名
参 加 費 145万円

年齢制限 2
冬組

002年４月２日～2004年４月１日
2
夏組

002年４月２日～2005年２月15日

ヨーロッパ

日本では味わえなかった悠々とした時間で
の日々はあっという間だった。

私はハンガリーに来て多くの旅行をした。
学生証があれば切符を半額で買え、小さな国
なので有名観光地は一通りまわることができ
た。

またブダペスト市内で全ての交通機関に使
える定期券も持っていたので放課後はよくブ
ダペスト市内を一人で散策していた。ブダペ
ストはハンガリーの首都で観光客が多く集ま
る。中心地では英語を耳にすることがよく
あった。人が多く来たばかりの時は人酔いを
してしまったこともしばしばあった。

中心地は世界遺産が沢山あり見て飽きない

が、時折適当に選んだ電車に乗って行った場
所がある。駅の終点、つまり、中心地から離
れた場所だ。そこでは沢山の発見がある。ゴ
ミ箱の色が違う、バスのデザインが違う、
外国人を珍しがってフレンドリーに話しか
けてくれる人、小さいながらも美しい壁画が
ある教会でアジア人である私を微笑みながら
「ゆっくりしていってね。」と声をかけてく
れる人。観光では触れることのできない人々
の生活空間に安心するような心地を覚えた。

ハンガリーで沢山の発見をすると同時に沢
山の人とも出会った。各国から集まった個性
的な留学生達、ハンガリー人の家族や友達、
ボランティア、数え切れない人達を通して私

は人と接することは楽しいと心の底から思っ
た。

私とは180度も違う考えにインスピレー
ションを受け、共通の話題で盛り上がり意気
投合する。私のぎこちない言葉に真剣に耳を
傾けてくれる人達に私は巡り会えたのだ。し
かし、一年という短い期間で別れはすぐに訪
れてしまった。しかし私たちは約束した。

「さよならは言わないよ。いつか貴方の国
へ行く、その時まで！ 」

さよならは言わないよ

生活様式
ハンガリーの文化は西欧と東欧の両者によって作られてきまし
た。ハンガリー人は気取らない国民ですが、独立心が強く、人権
に対しての意識が高い国民でもあります。家庭生活では家族の絆
が強く、親は子供を大切に育てます。

AFSハンガリー
1989年から活動しています。

教育制度
6歳から16歳が義務教育です。中等教育は、ギムナジア（普通校
で、上級の学校への進学を目的とする学校）、サッコゼープイシュ
コラ（経済、工業、商業などある分野を専門に勉強し、就職もし
くは大学進学を目的とする学校）、サクムンカーシュケープゼー
（職業訓練校）の3つのタイプがあります。

高校生活
学　　年：9月初旬～6月上旬。
授　　業：月～金の週5日制。通常8時～15時。1時限45分、1

日6～7時限。
課外活動：学校や地域で、演劇、スポーツ、フォークダンス、音

楽などの活動をすることができます。
そ の 他：生徒は学業を真剣にとらえています。ほとんどの学校

で修学旅行があります。通常、制服はありません。
 支部あるいは学校で語学研修の機会があります。

配属の傾向
約6割は都市とその近郊、4割は地方の保守的な家庭に配属され
ます。AFS生の大半はギムナジアの10年から12年（日本の高校
1～3年相当）に編入されますが、サッコゼープイシュコラにも
少数が配属になります。
ホストスクールの決定は現地到着後になります。

配　　属★★

査　　証★★★★ 
 
 

追加費用★★★ 
 

語　　学

―
取得のため、大使館から本人と保護者へ出頭要請があり
ます。現地審査に時間を要するため、発給が出発直前に
なったり、出発日を変更したりする場合があります。大使
館が指定する保険への加入が求められます。
必須予防接種があります。BCG、ポリオ、ジフテリア、
百日咳、破傷風、はしか、風疹、おたふく風邪、B型肝
炎の接種が義務づけられます（66期参考情報）。
オンライン語学講座の提供が予定されており、指定レベ
ルまでの修了が求められます。
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冬 組
派
遣
強
化
国

帰国生の声

夏 組

ブラジル連邦共和国
主要言語 ポルトガル語
定　　員 冬組４名／夏組４名
参 加 費 120万円

年齢制限 2
冬組

001年８月15日～2004年４月１日
2
夏組

002年４月２日～2005年４月１日

８月出発２月出発
中南米

ブラジルの空港からホストファミリー宅へ
向かう車の中で「これがブラジルか!!!」とあ
まりの活気とパワフルさに驚いたのをよく覚
えている。大音量で音楽を流し走る車、道路
でサッカーをする子供たち、カーニバルでも
ないのにサンバを踊る人々—想像はしていた
し、テレビを通しては知っていたつもりだっ
たが、自分の目で見た「南米ブラジル」の壮
大さはまるでケタが違った。正に「百聞は一
見に如かず」を感じた瞬間であった。たった
数分の間にブラジルという国にのみ込まれ、
ここで1学年間も過ごせるのかと考えただけ
でワクワクしていた。私が派遣されたセアラ
州フォルタレーザはブラジル東北部に位置す

る都会だった。ブラジルの国土は日本の約
23倍。それぞれの地域に特色があり、まる
で世界を凝縮したような国だった。AFSの
オリエンテーションに行くのに12時間もか
かり、大きすぎるブラジルに唖然とした日々
だった。

私がこの留学でモットーにしたのは「貪欲
に過ごす」ことだった。この目で余すことな
くブラジルを見て、感じ、他の留学生とはひ
と味違う1学年間にしたいと思った。日本で
の当たり前なんて通用しなくて時には挫折す
ることもあった。ホストファミリーとうまく
いかないときもあった。学校に行きたくなく
なったときもあった。それでも必死に、貪欲

にブラジルを受入れようと決めて日々を過ご
すことができたから、1学年間を実りあるも
のにできたのだと思う。

この1学年間で私がブラジルから得た一番
大きいものは、間違いなく人との「繋がり」
だと思う。本当にいろんな人と出会い、繋が
ることができた。ブラジルへの留学を決めて
いなければこんなに繋がりの多い人生にはな
らなかったはず。このブラジルとの大きな繋
がりはきっと私の人生で一番の財産になると
思う。これからもずっとブラジルとの繋がり
を大切に生きていきたい。

大きな繋がり

生活様式
熱帯雨林とサンバカーニバルで有名なブラジルの国民は明るく陽
気で親切、時間にあまりこだわらないところがあります。気取り
のない社会で、家族のつながりをとても大切にします。典型的な
ブラジルの家庭では、父親は仕事中心、母親は仕事と子育て、家
事を両立させながら忙しくしています。親は子供を大切にし、特
に女子に対しては保守的です。

AFSブラジル
1956年から活動しています。

教育制度
9・3・4制を実施しています。7歳から9年間の義務初等教育の後、
3年間の中等教育（高校）と4年間の高等教育（大学・専門学校
など）があります。中等学校卒業者の約半数が専門学校に進学し
ます。国公立学校は無償です。

高校生活
学　　年：2月～12月。
授　　業：月～金の週5日制。通常7時から12時。午後授業の学

校もあります。1時限50分、1日5時限。
教　　科： ポルトガル語、数学、生物、ブラジル文学、世界史、

化学、物理、外国語（英語、フランス語、スペイン語）、
体育、地理、公民など。

課外活動：課外活動はありません。
そ の 他：大半の学校で制服の着用が義務づけられています。

配属の傾向
AFS生はブラジルのほぼ全地域に配属され、大半が中流家庭へ配
属されます。受入校は、公立、私立のいずれの場合もあります。
AFS生は通常、10～12年（日本の高校1～3年相当）に編入さ
れます。

配　　属★ 
 
 

査　　証★★★ 

追加費用★★★

語　　学

菜食主義や肉料理が食べられないなど食事制限のある生
徒の配属は困難です。
現在、医師から処方されている薬を服用している生徒の
配属は大変困難です。
大使館に代理申請をします。大使館での審査に時間がか
かる場合があります。
査証申請・取得関連費用が高めです。
出発までにオンライン語学講座の提供が予定されており、
指定レベルまでの修了が求められます。
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高
校
生
・
中
学
３
年
生

応募資格1

（注１）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治
療を受けている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注２）冬組の一部の国のみ、高校３年生（第３学年）での応募が可能です。国別年齢制限をご確認ください。
（注３）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を、「第３学年」は第６学年を指します。
（注４）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病

気が完治し、留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込時に理由と現状を記載してください。場合によっては診
断書の提出を求めます。

（注５）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ず2020年派遣予定：国別情報（P20-56）
とあわせてご確認ください。

（注６）受入国内定後、過去３年分の成績証明書の提出を求めます。

下記の6つの項目をすべて満たしていること
❶	異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適
応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を受けていた場
合、2019年４月１日時点で治療終了後12か月が経過していること（注１）

❷	2019年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学
校又は専修学校高等課程の第１、２学年に在学する人。（注２）中学生の場合、
2020年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学
校又は専修学校高等課程の第１学年に在学する予定で、2019年４月の時
点で中学校第３学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の
合計が目安として30日以内であること（注３）（注４）

❸	2002年（平成14年）４月２日から2005年（平成17年）４月１日までの生
まれであること（注２）（注５）

❹	応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学
業成績が上位１/４以内であること。アメリカ希望者は学業成績が上位３
/４以内であること（注６）

❺	在学校の学校長から推薦されること。中学生の場合、応募時点で在学校
の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進学先の学校長の推
薦書を提出すること

❻	希望する国の配属制限に抵触しないこと

2020年の年間派遣プログラム参加のための応募資格です。

その他の制約条件
　応募資格に加え、国別に年齢制限、配属制限、成績基準が定められています。2020年派遣予定：国別情報（P20-56）
をよく読んでから応募してください。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審査を通過できませんので注意し
てください。
【年齢制限】	国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより、年齢制限が定められています。
【配属制限】	ペットによるアレルギーや食事制限がある場合は、配属先を見つけることが困難な国が増えています。

P20-56の国別情報をよく読んでから応募してください。
【成績基準】	原則として応募時点で学業成績が中程度以上であることがAFSの国際基準になっています。国によっては、

明確な条件を定めている場合があります。（スイスは上位４分の１以内、アメリカは上位４分の３以内）た
だし、AFS国際基準よりも成績が下である場合は、受入国の審査を通過するとは限りません。在学校からの
推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加で求める場合もあります。

【英 語 力】	AFSでは2020年派遣の一般選考試験にオリジナル英語試験を採用します。また、アメリカへの留学には別
途ELTiSで213点以上（約８割以上）の正答率が求められます。また、どの国でも最初のオリエンテーショ
ンは英語で実施されますので、最低限の英会話力が必要です。
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4 5
希望留学先を選ぶ
　第67期では37か国・地域から
留学先を選べます。留学体験談を
読んだり、留学説明会に参加した
りして、情報を集めましょう。

応募
　受験の条件・対象国・実施
時期を確認のうえ、一般選考
または公募制推薦のいずれか
の選考試験に応募してくださ
い。

選考試験
　一般選考試験は決められた
日時・会場で受験してださ
い。公募制推薦は書類選考で
すが、アメリカ希望者は別途
AFSが実施するELTiSを受験
してください。
　選考試験に通過すると受入
国が内定します。

参加費の支払い
　指定された期日までにプログラム参加費の
支払いを完了してください。

・一次納入金（一律30万円）
受入国内定後2週間

・二次納入金（残額）
受入国審査通過後2週間

※目安として、冬組は10月～12月頃、夏組
は2月～5月頃です。

第1回オリエンテーション
　参加必須です。決められた日時・会場で全
日程出席してください。

・東京：2019年８月11日～13日
・愛知：2019年８月15日～17日
・大阪：2019年８月17日～19日

8月以降に受入国が内定した方：
冬組：2019年11月22日～23日
夏組：2019年11月22日～24日
11月下旬以降に受入国が内定した方：
　　　2020年３月中旬予定

1 2 3
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

▶P7-8 どの国で
 異文化体験する？
▶P20-56 国別情報
▶P63 国別出発時期・定員
▶P64 希望留学先を
 決めるにあたって

▶P58 応募資格
▶P65-67 応募と選考
▶P68 選考手数料
▶P70 提出書類一覧 ▶P65-67 応募と選考 ▶P10 オリエンテーション

▶P72 留学費用について
▶P73 参加取りやめについて

奨学金の申請 ▶P102-110 奨学金申請について

■応募書類の作成について
　選考試験はオンライン登録＋応募書類郵送提出が必要です。一般選考と公募制推薦では提出書類が
異なりますのでご注意ください。在学校による推薦書作成は、余裕をもってお願いしてください。

■提出方法
　希望する選考方法と受付期間を確認のうえ、東京のAFS日本協会まで簡易書留で応募書類を郵送してく
ださい。居住地域の公平性の観点から、事務所への書類持ち込みは受け付けません。

■応募後の希望国変更
　一般選考では指定期間に限り、希望国の変更や追加が可能です。オンラインで手続きしてください。

▶P74-75,80-81 応募のステップ

▶P70 提出書類一覧

▶P64 希望国の変更について

　オリエンテーションは目的を同じくする仲間たちとのディスカッションを通じて、留学生と
しての心構えをつくっていくことを目的としています。このオリエンテーションは、異文化体
験を学びの機会に深めていくための重要なプロセスで、AFSプログラムの一環ですので、必ず
全員に参加していただきます。
　会場は居住地によって指定され、個人都合による変更はできません。遅刻・早退も原則認め
ません。欠席すると内定取消の対象となりますのでご注意ください。
　また、学校登校日を含むことがあります。　

▶P73 内定取消について

留学説明会 応募できる国

東
京
会
場
の
み

プログラムの流れ2
応募から帰国後までのプログラムの流れです。
2020年の年間派遣プログラムは2019年４月15日㈪から応募を受け付けます。
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4 5
希望留学先を選ぶ
　第67期では37か国・地域から
留学先を選べます。留学体験談を
読んだり、留学説明会に参加した
りして、情報を集めましょう。

応募
　受験の条件・対象国・実施
時期を確認のうえ、一般選考
または公募制推薦のいずれか
の選考試験に応募してくださ
い。

選考試験
　一般選考試験は決められた
日時・会場で受験してださ
い。公募制推薦は書類選考で
すが、アメリカ希望者は別途
AFSが実施するELTiSを受験
してください。
　選考試験に通過すると受入
国が内定します。

参加費の支払い
　指定された期日までにプログラム参加費の
支払いを完了してください。

・一次納入金（一律30万円）
受入国内定後2週間
・二次納入金（残額）
受入国審査通過後2週間
※目安として、冬組は10月～12月頃、夏組
は2月～5月頃です。

第1回オリエンテーション
　参加必須です。決められた日時・会場で全
日程出席してください。

・東京：2019年８月11日～13日
・愛知：2019年８月15日～17日
・大阪：2019年８月17日～19日

8月以降に受入国が内定した方：
冬組：2019年11月22日～23日
夏組：2019年11月22日～24日
11月下旬以降に受入国が内定した方：
　　　2020年３月中旬予定

1 2 3
次
ペ
ー
ジ
に
続
く

▶P7-8 どの国で
 異文化体験する？
▶P20-56 国別情報
▶P63 国別出発時期・定員
▶P64 希望留学先を
 決めるにあたって

▶P58 応募資格
▶P65-67 応募と選考
▶P68 選考手数料
▶P70 提出書類一覧 ▶P65-67 応募と選考 ▶P10 オリエンテーション

▶P72 留学費用について
▶P73 参加取りやめについて

奨学金の申請 ▶P102-110 奨学金申請について

■応募書類の作成について
　選考試験はオンライン登録＋応募書類郵送提出が必要です。一般選考と公募制推薦では提出書類が
異なりますのでご注意ください。在学校による推薦書作成は、余裕をもってお願いしてください。

■提出方法
　希望する選考方法と受付期間を確認のうえ、東京のAFS日本協会まで簡易書留で応募書類を郵送してく
ださい。居住地域の公平性の観点から、事務所への書類持ち込みは受け付けません。

■応募後の希望国変更
　一般選考では指定期間に限り、希望国の変更や追加が可能です。オンラインで手続きしてください。

▶P74-75,80-81 応募のステップ

▶P70 提出書類一覧

▶P64 希望国の変更について

　オリエンテーションは目的を同じくする仲間たちとのディスカッションを通じて、留学生と
しての心構えをつくっていくことを目的としています。このオリエンテーションは、異文化体
験を学びの機会に深めていくための重要なプロセスで、AFSプログラムの一環ですので、必ず
全員に参加していただきます。
　会場は居住地によって指定され、個人都合による変更はできません。遅刻・早退も原則認め
ません。欠席すると内定取消の対象となりますのでご注意ください。
　また、学校登校日を含むことがあります。　

▶P73 内定取消について

留学説明会 応募できる国

東
京
会
場
の
み
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9 10
英文書類作成／家庭訪問
　日本語の質問用紙（本人・保護者用）のほ
か、オンラインで英文書類を作成してくださ
い。英文健康診断書・過去3年分の英文成績
証明書などもあわせて作成いただきます。
　これらの書類をもって受入国による書類審
査に進みます。

　また、全ての内定生のお宅に家庭訪問に伺
います。受入国による書類審査と受入家庭配
属のため、必ずご協力いただきます。

出発前オリエンテーション
　参加必須です。決められた日時・会場で全日程出席
してください。第1回オリエンテーション同様、個人
都合による変更、遅刻、早退はできません。
　保護者オリエンテーション（任意ですができるだけ
ご参加ください）も各地で開催します。

冬組対象
・東京：2019年11月23日～25日
・大阪：2019年11月16日～18日
夏組対象
・東京：2020年6月
・愛知：2020年6月
・大阪：2020年6月

プログラム参加
　ホームステイしながら
地域の高等学校に通学し
ます。
　受入国・支部でオリエ
ンテーションや各種イベ
ントも企画されます。

　国内では、保護者を対
象とした保護者会が各地
で開催されます。

8
配属決定／出発
　配属先（ホストファミ
リー・ホストスクール）
は受入国が決定します。
AFSの交換留学プログラ
ムでは国は選べますが、
配属地域やホストスクー
ルの決定は受入国が行
い、希望を出したり選ぶ
ことはできません。

　決められた日時・便で
出発します。（成田もし
くは羽田空港を予定）

帰国後オリエンテーション
　留学体験を振り返りながら、日本の日
常生活への再適応や進路について情報交
換します。

冬組対象
　2021年3月（東京・大阪）
夏組対象
　2021年8～ 9月（東京・愛知・大阪）

6 7

▶P10 オリエンテーション ▶P10 オリエンテーション▶P20-56 国別情報

　選考を通過した皆さんのお宅には、AFSのボランティアスタッフが訪問します。この家庭訪
問は、AFSのプログラムにおいては大変重要なプロセスとなりますのでご協力をよろしくお願
いします。
　AFSの交換留学では、配属家庭を受入国のAFSが決定します。双方の性格、趣味、家庭環境
などを考慮したうえで、慎重にAFS留学生とホストファミリーの組み合わせを行います。その
ために、実際に皆さんが日本の家族とどのように過ごし、どのような環境で生活をしてきたか
ということを、ご本人とご家族の皆さんにお伺いして、受入国と情報共有します。
　また、AFSのボランティア・サポート体制についてもご説明いたしますので、ぜひ支部活動
にも積極的にご参加ください。

　受入国による書類審査に通過すると、受入国では配属先として受入校と受入家庭探しに入り
ます。AFS生とホストファミリーの双方が有意義な体験を送ることができるように、受入国は
慎重に組み合わせを考えていきます。配属は大変時間のかかる作業ですので、決定時期には個
人差があり、お知らせが出発直前になる場合がありますのでご了承ください。また、近年はひ
とり親家庭や子供のいない家庭等、ホストファミリーの形は様々です。
　受入校は、現地到着後の決定となる場合があります。

　出発日は配属決定や査証発給の状況により出発間際で変更になる場合があります。出発時期
による留学期間の延長はありません。また、出発日が複数回に分かれる場合もあります。
（昨年出発が複数回に分かれた国：アメリカ、ドイツ、スペイン、オーストラリア等）

▶P20-56 国別情報

受入国による書類審査／渡航手続き・査証取得
（当協会指定旅行代理店より案内）
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してください。第1回オリエンテーション同様、個人
都合による変更、遅刻、早退はできません。
　保護者オリエンテーション（任意ですができるだけ
ご参加ください）も各地で開催します。

冬組対象
・東京：2019年11月23日～25日
・大阪：2019年11月16日～18日
夏組対象
・東京：2020年6月
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プログラム参加
　ホームステイしながら
地域の高等学校に通学し
ます。
　受入国・支部でオリエ
ンテーションや各種イベ
ントも企画されます。

　国内では、保護者を対
象とした保護者会が各地
で開催されます。

8
配属決定／出発
　配属先（ホストファミ
リー・ホストスクール）
は受入国が決定します。
AFSの交換留学プログラ
ムでは国は選べますが、
配属地域やホストスクー
ルの決定は受入国が行
い、希望を出したり選ぶ
ことはできません。

　決められた日時・便で
出発します。（成田もし
くは羽田空港を予定）

帰国後オリエンテーション
　留学体験を振り返りながら、日本の日
常生活への再適応や進路について情報交
換します。

冬組対象
　2021年3月（東京・大阪）
夏組対象
　2021年8～ 9月（東京・愛知・大阪）
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▶P10 オリエンテーション ▶P10 オリエンテーション▶P20-56 国別情報

　選考を通過した皆さんのお宅には、AFSのボランティアスタッフが訪問します。この家庭訪
問は、AFSのプログラムにおいては大変重要なプロセスとなりますのでご協力をよろしくお願
いします。
　AFSの交換留学では、配属家庭を受入国のAFSが決定します。双方の性格、趣味、家庭環境
などを考慮したうえで、慎重にAFS留学生とホストファミリーの組み合わせを行います。その
ために、実際に皆さんが日本の家族とどのように過ごし、どのような環境で生活をしてきたか
ということを、ご本人とご家族の皆さんにお伺いして、受入国と情報共有します。
　また、AFSのボランティア・サポート体制についてもご説明いたしますので、ぜひ支部活動
にも積極的にご参加ください。

　受入国による書類審査に通過すると、受入国では配属先として受入校と受入家庭探しに入り
ます。AFS生とホストファミリーの双方が有意義な体験を送ることができるように、受入国は
慎重に組み合わせを考えていきます。配属は大変時間のかかる作業ですので、決定時期には個
人差があり、お知らせが出発直前になる場合がありますのでご了承ください。また、近年はひ
とり親家庭や子供のいない家庭等、ホストファミリーの形は様々です。
　受入校は、現地到着後の決定となる場合があります。

　出発日は配属決定や査証発給の状況により出発間際で変更になる場合があります。出発時期
による留学期間の延長はありません。また、出発日が複数回に分かれる場合もあります。
（昨年出発が複数回に分かれた国：アメリカ、ドイツ、スペイン、オーストラリア等）
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❶2020年派遣募集国（P7）

❷選考方法・時期と応募できる国　応募できる国は選考方法および時期によって異なります（P65～応募と選考）

留学先を選ぶ3
37の国と地域から選べます。
必ずP20-56の国別情報とあわせてよく読んでからご応募ください。

出発
時期 募集国 定員 出発‐帰国

（予定）

冬
　
組　
１
～
４
月
出
発

アルゼンチン 10名 ２-１月
イタリア※ ５名 １,２-12月

オーストラリア ２名 随時
コスタリカ 16名 ２-１月
スイス※ ５名 ２-１月
タイ 10名 ４-３月
チリ 10名 ２-１月
ドイツ※ 11名 ２,３,４-1月
パナマ ５名 ２-１月

パラグアイ ５名 ２-１月
ハンガリー※ ３名 １,２-12月
ブラジル※ ４名 ２-１月
マレーシア ７名 １-12月

夏
　
組　
６
月
～
10
月
出
発

アイスランド ２名 ８-６月
アメリカ 113名 ８,９-６月
イタリア 25名 ９-７月
インド ７名 ６,７-５月

インドネシア ５名 ７-５月
オーストリア ３名 ８-７月
オランダ ２名 ８,９-７月

カナダ（フランス語圏） ２名 ８-７月
スイス ６名 ８-７月

スウェーデン ３名 ８-６月
スペイン ５名 ９,10-６月
チェコ ７名 ８-６月
中国 ４名 ８-６月

デンマーク ５名 ８-６月
ドイツ 10名 ９,10-７月

出発
時期 募集国 定員 出発‐帰国

（予定）

夏
　
組　
６
月
～
10
月
出
発

ノルウェー ７名 ８-６月
ハンガリー 10名 ８-７月
フィリピン ５名 ７-５月
フィンランド 15名 ８-６月
ブラジル ４名 ８-６月
フランス 18名 ９-７月

ベルギー（オランダ語圏） ５名 ８-７月
ベルギー（フランス語圏） ３名 ８-７月

ボリビア ５名 ８-７月
ポルトガル ３名 ９-６月
香港 ３名 ８-６月

ホンジュラス ５名 ８-７月
メキシコ ８名 ８-７月
ラトビア ２名 ８-７月
ロシア 10名 ８-６月

※	イタリア、スイス、ドイツ、ハンガリー、ブラジルは冬組、夏組両方
で募集

〈国選びのポイント〉
★出発時期から選ぶ
夏組と冬組があります

★費用から選ぶ
国によって費用が異なります（P72）

★定員や人気度から選ぶ
国によって定員・人気度が異なります

★配属・査証取得難易度から選ぶ
ホストファミリー決定や査証の取得が大変厳しい国があり
ます（P20-56）

時期
選考方法 2019年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月以降

一般選考 ― ―

全ての国
Ａ日程

全ての国＊

Ｂ日程 ―
募集継続国
Ｃ日程

募集継続国
Ｄ日程

募集継続国
Ｅ日程 追加選考

（Webで公開）

公募制
推薦

ヨーロッパ
（４～５月のみ募集）
※定員に達し次第募集終了 アメリカ・派遣強化国（４月～随時）

※いずれも定員に達し次第募集終了

＊定員が2名のアイスランド・オランダ・ラトビアについては公募制推薦およびA日程が優先されます。
＊派遣強化国：	アルゼンチン（ウルグアイ）、コスタリカ、チリ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ボリビア、ホンジュラス、メキシコ、ロシア、イン

ド、インドネシア、タイ、中国、フィリピン、香港、マレーシア

〈傾向〉�人気国はＡ・Ｂ日
程迄で募集終了

〈傾向〉�一部のヨーロッパ、
アメリカ・派遣強
化国のみ募集継続

〈傾向〉�アメリカ・派遣強
化国のみ募集継続

〈応募できる国〉
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■受入国の内定方法について
内定国は申告した希望留学先のなかでAFS選考試験の成績
に基づいて決められます。
第1希望国に内定しない場合は、全受験者の第1希望国への
配属終了後に定員に達していない国に対して第2希望国へ
の配属を行います。第2希望国で内定しない場合は、第2希
望国への配属終了後に定員に達していない国に対して第3
希望国への配属を行います。
申込書に順位を記載した国の数だけ、この作業が繰り返され
ます。そのため、申込書に順位をつける希望国が多いほど、
内定の可能性が高くなります。選ぶ国の数に制限はありませ
んが、希望しない国には順位をつけないようにしてください。

例）
総合成績 応募者 第1希望国 第2希望国 第3希望国 第4希望国

1位 Aさん アイスランド マレーシア アメリカ ボリビア

2位 Bさん アイスランド

3位 Cさん アイスランド ラトビア イタリア

4位 Dさん ラトビア インド

5位 Eさん ラトビア タイ ドイツ チリ

※選考が1回のみで、受験者を5名、アイスランドの定員を１名とした場合

AFS選考試験の総合成績順に基づき第1希望国から配属
しますので、まずAさんがアイスランドに内定します。
Bさんは成績は第2位ですが、定員1名のアイスランドが
既に埋まってしまっており、他に希望している国がな
いので、不合格となります。
DさんとEさんは第1希望のラトビアに内定しますが、定
員2名のラトビアはここで配属が完了となりますので、
Cさんは第3希望のイタリアに内定することになります。
　
アメリカ以外の国については、同一校からの応募が複数の
場合は、内定人数に制約を設ける場合があります。

■近年の希望国順位の傾向
○競争率の高い国
カナダ　オーストラリア
カナダやオーストラリアは人気国で、定員も少ないため、
競争率が高くなっています（倍率は公開していません）。
また、アメリカは定員は多いですが、受入国が定める英語
力基準が高いため、不合格となる受験生が多くいます。こ
のような国を１国のみを希望する場合や、複数希望をして
も全て人気国の場合、AFS日本協会の定める合格基準を満
たしていても、人数制限等により不合格となります。	

○比較的定員に余裕のある国
中国　インドネシア　タイ　ホンジュラス　パナマ　パラ
グアイ
一方、募集期間後半の時期にも比較的	定員に余裕がある

国があります。中国やインドネシア、タイ、また、ホンジュ
ラス、パナマ、パラグアイといった国で定員に余裕がある
傾向にあります。
あまり馴染みのない国かもしれませんが、AFSではどの国
に行っても同じように意義のある異文化体験ができると考
えています。AFSのウェブサイトには帰国生の体験談も掲
載されていますので、ぜひご一読ください。

■希望国の変更について〈一般選考のみ〉
　（P65～�応募と選考）
申込時に希望順位を書いた国は全て希望国と判断します。
一度受入国が内定すると、受験者の都合で変更することは
できませんので、希望しない国には順位をつけないように
してください。ただし、選考前であれば希望国の変更が可
能です。一般選考の場合、試験直前の水曜日10時～金曜日
17時までの期間のみ受け付けます。公募制推薦の場合は応
募後の希望国の変更はできません。希望国の変更はオンラ
インでのみ申請が可能です。オンライン登録ページにて変
更手続きを行ってください。

■合格留保〈一般選考のみ〉
選考の結果、AFSの基準は満たしているものの人数制限等
により有効な配属先がない場合は不合格となります。しか
し、違う国を希望していれば内定できた可能性があること
から、試験終了後に希望国の変更が可能な「合格留保」と
いうシステムを導入しました。この対象となるのは、以下
2点をみたしている受験生です。
・	オンライン登録時に、希望留学先を選択するページで
「選考の結果、希望国に内定しなくても他に行ける国が
ある場合は、追加の案内を希望する」にチェックをつけ
た。

・	選考の結果、AFSの基準は満たしているが配属できる国
がなかった（配属できる国があり受入国が内定した場合
は、国の変更はできません）。

合格留保者には、同日程選考の定員枠の中でその方が応募
できる国を全て提示し、数日間の再申請期間を設けます。

■再受験について
選考試験に通過しなかった場合でも、同年度の選考試験に
再チャレンジすることが可能です。1回目にどの選考を受
験したかによって条件が異なりますので、以下を確認して
ください。
□一般選考後の再受験
異なる日程の一般選考又は異なる選考方法を選んで再受験
してください。
□公募制推薦後の再受験
公募制推薦を再受験することはできません。異なる選考方
法を選んで再受験してください。
※2種類の選考試験の併願はできません。

AFSの留学プログラムは「異文化理解と相互交流」を第一の目的としたプログラムです。応募者の皆さんが世界中のさまざま
な国に関心を寄せてくださることを期待しています。希望する国があれば、派遣生としての制約事項にふれない限り、でき
るだけ多くの国に順位をつけてください。

❸希望留学先を決めるにあたって
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応募と選考4
2020年の年間派遣プログラムの選考試験と応募方法です。プログラムの流れ（P59-62）
を確認して、応募書類を簡易書留で郵送してください。

❶選考試験の種類
選考試験の方法は以下の2種類です。どちらの選考もAFSで決められた基準を満たしているかどうかを確認するためのもの
です。受験の条件・対象国・実施時期を確認のうえ、いずれかの試験を受けてください。

奨学金申請（P102-110）

×○

○

×○

○（受入国内定後、申請受付）

選考手数料（P68）

試験会場（P66）

応募資格（P58）以外の
受験条件

希望国の変更･追加
（P64）

×
○

（ 　　選考試験直前の　　
水曜10時～金曜17時まで）

異なる日程・選考との併願 ×

異なる日程・選考での再受験 ○

その他

試験内容

一般教養

×

（アメリカ：ホームページで要確認）全国約20会場（予定）

22,000円

試験日 ーー

英語

日本語面接

（P66-67）

（アメリカ：AFSが実施するELTiS受験で　
　　     アメリカ受入基準に到達すること）

アメリカ：実用英検2級以上
 AFSが実施するELTiS受験で
 アメリカ受入基準に到達すること
ヨーロッパ：実用英検準2級以上
派遣強化国：なし

A日程：  6月  9日（日）
B日程：  7月14日（日）
C日程：  9月29日（日）
D日程：10月20日（日）
E日程：11月17日（日）

書類受付期間
（消印有効・持ち込み不可）

アメリカ・派遣強化国：4月15日～随時
ヨーロッパ：4月15日～5月31日
　　　　 （定員に達し次第募集終了）

A日程：  4月15日～  5月23日
B日程：  4月15日～  6月27日
C日程：  7月19日～  9月12日
D日程：  9月13日～10月  3日
E日程：10月  4日～10月31日

対象国
（P20-56）

選考方法

アメリカ・派遣強化国・ヨーロッパ

A日程：派遣予定の全ての国
B日程：派遣予定の全ての国　注）P63下部参照
C日程：募集継続国
D日程：募集継続国
E日程：募集継続国

一般選考 公募制推薦
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・募集継続国はAFS日本協会WEBサイトで確認するか、電話でお問合せください。
・	公募制推薦では推薦枠（非公開）が定員に達し次第募集を締切します。募集状況はWEBサイトもしくはお
電話にてご確認ください。
・	Ｅ日程後、定員に達していない国については追加募集を行います。詳細はAFS日本協会WEBサイトで確認
するか電話でお問合せください。

※派遣強化国（P８）:	アルゼンチン（ウルグアイ）、コスタリカ、チリ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ボリビア、ホンジュラス、
メキシコ、ロシア、インド、インドネシア、タイ、中国、フィリピン、香港、マレーシア

〈応募できる国〉

書類受付期間と対象国（消印有効・持ち込み不可）：
●	Ａ日程【６月９日㈰】� 2019年４月15日㈪～５月23日㈭
　派遣予定の全ての国
●Ｂ日程【７月14日㈰】	 2019年４月15日㈪～６月27日㈭
　派遣予定の全ての国　注）P63下部参照
●Ｃ日程【９月29日㈰】	 2019年７月19日㈮～９月12日㈭
　募集継続国
●Ｄ日程【10月20日㈰】� 2019年９月13日㈮～10月３日㈭
　募集継続国
●Ｅ日程【11月17日㈰】� 2019年10月４日㈮～10月31日㈭
　募集継続国

試験会場（予定）：
Ａ日程／	旭川、帯広、札幌、北見、盛岡、仙台、新潟、岡谷、

東京、静岡、名古屋、福井、大阪、鳥取、出雲石見、
岡山、広島、山口、福岡、長崎、熊本、大分、宮崎

Ｂ日程／	帯広、札幌、仙台、新潟、東京、名古屋、金沢、
沼津、大阪、鳥取、松江、岡山、広島、山口、福岡、
佐賀、熊本、大分、宮崎、鹿児島

Ｃ日程／	帯広、札幌、仙台、新潟、東京、富山、名古屋、
小松、大阪、鳥取、松江、岡山、広島、福岡、熊本、
大分、宮崎

Ｄ日程／	東京、名古屋、大阪、岡山、広島、福岡
Ｅ日程／	東京、名古屋、大阪

結果発表
郵送で通知。試験終了後３日後に応募者並びに在学校長あてに結果通知を発送します。また、試験の翌々日から本人に限り
オンライン登録ページ（マイページ）でも結果を確認できます。（▶P64	再受験について）

【重要】アメリカ希望の受験生へ
アメリカの派遣生はELTiS（以下参照）で213点以上（約８割以上）の得点が受入国審査通過の必須条件となります。アメリ
カ派遣内定後、第１回オリエンテーションにてELTiSを必ず受験していただきますので、内定後も英語力向上を目指して努力
を続けてください。

一般選考試験当日の流れ
※午前中（９：00頃開始）筆記試験、昼食をはさんで午後より個別面接実施となります。試験日は終日予定を空けるように
してください。

一般選考

アメリカの高校の授業を受けるために必要な「聴き取り能力」や「読解能力」があるかどうかをチェッ
クする、英語力判定テストです。文法・語法や長文・会話の理解に加え、計算や統計などを含む一般
教養問題を英語で解答するという要素が加わっているのが特徴です。全米の高校が交換留学生の受け
入れにあたり、ELTiSのスコア提示を求めます。AFSでアメリカ留学する
には213点以上（約８割以上）の正答率が求められます。

ELTiS（The�English�Language�Test�for�International�Students）とは

E
L
T
i
S
に
つ
い
てAFS ELTiS

一般教養試験
所要時間：30分
日本語での一般教養
問題を解いていただ
きます。

英語試験
所要時間：約60分
マーク式問題です。
文法と長文読解で構成され、リ
スニングはありません。

日本語面接
所要時間：15分程度
受験者１名に対して
２名の面接官が面接
を行ないます。

アメリカ
のみ
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応募資格（P58）以外の受験条件：
①異文化体験に対する強い熱意があり、学力・語学力以外の趣味・特技などで自分をアピールすることのできる人
②以下いずれかの英語資格をお申込み時点で所有していること

募集国 必要英語資格 応募受付期間
（消印有効・持ち込み不可）※先着順

アメリカ
・実用英語技能検定２級
・GTEC	for	Students	L&R&W675
・TOEIC®Listening&Reading550…以上の資格を保有していること。

2019年４月15日㈪～随時

派遣強化国
不要
※	派遣強化国内定者も、渡航までに実用英語技能検定準２級以上の
取得を強く推奨しています。

2019年４月15日㈪～随時

ヨーロッパ
・実用英語技能検定準２級
・GTEC	for	Students	L&R&W485
・TOEIC®Listening&Reading400…以上の資格を保有していること。

2019年４月15日㈪～５月31日㈮

定員に達し次第募集終了

試験内容：書類選考
　　　　　アメリカを希望している場合は、別途ELTiS（P66）を受験して合格基準（213点以上の得点率）に到達すること。
　　　　　公募制推薦アメリカ希望者のELTiS申込フォーム：https://goo.gl/6gUxcu

※応募書類（４/15より受付開始）の郵送後、お申込みください。
※必ず希望受験日の５営業日前までに上記フォームでお申込みください。
※試験詳細等のご連絡は希望受験日の約５営業日前に、Ｅメールでご案内します。
※アメリカとその他の国の両方に希望順位をつけられますが、ELTiS受験中の定員枠確保はしません。

公募制推薦選考の流れ

結果発表
出願書類受領後約２週間後に、学校長と応募者宛にそれぞれ結果通知を発送。
ただし、アメリカ希望の場合は、ELTiSで基準に達した後の通知となります。（▶P64再受験について）

公募制推薦

応募
P70提出書類一覧を
よくご確認のうえお
申込みください。
特に推薦書は在学
校作成のため作成
に時間がかかる場
合がありますので、
余裕をもってご準
備ください。

〈アメリカ以外〉
書類選考・結果通知
出願書類受領後約
２週間後に在学校
長と応募者宛にそ
れぞれ結果通知を
発送します。

〈アメリカ希望者のみ〉
ELTiS受験
所要時間：80分
上 記 のELTiS申 込
フォームからお申
込みの上、決めら
れた日程・会場に
て受験ください。

〈アメリカ希望者のみ〉
結果通知
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対　象 特　典

ホストファミリー

ホストスクール

AFS年間・短期・セメスタープログラムの受入れに4週間以上
ご協力をいただいた、又は4週間以上受入れ予定の家庭の
子弟。

応募者の試験点数
の総得点に

10%加点 両方に該当する場合
応募者の試験点数
の総得点に

10%加点
以下の期間中にAFS年間・短期・セメスタープログラム
の受入校としてご協力をいただいた学校に在籍する生徒
2018年４月１日～2019年５月31日
＊ショートタームエクスチェンジ（異地域交換）は除く。
＊優遇制度対象校はP98に記載されている学校です。

応募者の試験点数
の総得点に

5%加点

❷優遇制度（一般選考試験のみ）
AFS日本協会では、今までにAFS留学生の受入れにご協力いただいた方々、またこれから受入れを予定されている方への優遇
制度を設けています。
同じ家庭内、もしくは同じ学校内で留学生と過ごした経験は、これからAFS生として海外で暮らす際の素地となり、応募資格
にも掲げている「留学先での生活に心身ともに適応できる資質」の一端を担うものだと、AFSは考えています。
また、交換留学制度が成り立つためには、海外からの留学生を日本でも積極的に受入れることが必要です。留学したときに
ホストファミリー側の気持ちをよりよく理解できるようになるという意味でも、ぜひホストファミリーを体験することをお
勧めします。
以下の対象となる方は、応募の際に必ず申込画面で申告してください。申告のない場合は対象者であっても優遇措置が受け
られません。
なお、応募書類にホストファミリー申込書（P96）を同封いただくことは可能です。同封いただく場合にも、申込画面で必ず
申告してください。受入期間にはご協力可能な期間を仮で入力してください。実際に受入れいただく期間については個別に
ご相談いたしますのでご安心ください。

❸選考手数料
下記口座へお振込み手続きをしてください。

　選考手数料：�22,000円

・郵便振替の場合�

口座番号：00130-5-610767
加入者名：AFSプログラム口座

応募者本人の氏名を依頼人・振込人としてください。

・銀行振込の場合�

ゆうちょ銀行�〇
ゼロ

一
イチ

九
キュウ

店�当座
口座番号：0610767
口座名義：AFSプログラム口座

応募者本人の氏名を依頼人・振込人としてください。
インターネットバンキングで振込される場合は、振込完了画面のコ
ピーを払込受領書の代わりにご提出ください。

＊選考手数料はいかなる事由でも払い戻しません。
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応募書類送付先
応募書類に関する
お問い合わせ先

・居住地域の公平性の観点から、持ち込みは受付けません。	
必ず簡易書留で郵送してください。
・締切日にかかわらず、余裕をもってご応募ください。

キリトリ ※切り取ってご利用ください。

❹提出書類一覧
一般選考 公募制推薦 注意事項・備考

オンライン登録 ・オンラインで登録・申込してください（P74-75、80-81	応
募のステップ、オンライン登録のステップ）

確認・同意書
オンライン登録完了画面で印刷

・オンライン登録完了後、画面に表示される書面を印刷の
うえ、ご署名いただき、お送りください。

選考手数料の払込み受領書 ・コピー（1部）をお送りください。

推薦書〈一般選考用〉
（P78）

推薦書〈公募制推薦用〉
（P92）

・選考方法によって推薦書が異なりますのでご注意ください。
・「推薦書作成について（お願い）」と「推薦書」を切り取り、
2枚一組にして在学校に作成をお願いしてください。
・作成していただいた推薦書（厳封）は、応募者本人が他
の提出書類と一緒に当協会にお送りください。
・高校1年生で応募する方で在学校が前年度の欠席日数を
把握していない場合は、中学3年次の通知表を持参して
推薦書の作成を依頼してください。
・中学3年生で応募する方は、申込時に在学校の推薦書を
提出していただくほか、翌年4月以降の進学先の高等学校
からの推薦書を改めて提出していただきます。

前学年の通知表
（全ページ）

2年分の通知表
（全ページ）

〈一般選考〉
・前学年の通知表のコピー	（全ページ）をお送りください。
・紛失されている場合は再発行手配してください。
〈公募制推薦〉
・応募時の学年と前学年の2年分必要です。応募時の学年
の成績がでていない場合は、前々学年と前学年のものを
提出してください。
・全ページのコピー（各1部）をお送りください。

英語能力の証明書
〈アメリカ・ヨーロッパ希望の場合〉 ・コピー（1部）をお送りください。（P67）

自己 PR書
①（P82）・②（P84,86）

・自己PR書①、②ともに提出必須です。
・黒ボールペンで記入してください。

＊応募書類は返却しません。

〒105-0004
東京都港区新橋5-22-10　松岡田村町ビル�7F
公益財団法人�AFS�日本協会
年間派遣��一般選考／公募制推薦��係

↑どちらか一方に○　　　　　　
Email：afsapply@afs.or.jp
T E L：0570-040-555（月～金　9:00～17:00）
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派遣強化国
（アジア・中南米・ロシア） 欧州（ロシアを除く）・カナダ アメリカ・オーストラリア

120万円 145万円 170万円
❷参加費に含まれるもの

日本から受入国までの往復航空運賃（現地国内線を含む）

AFS が加入する団体保険（P9）

出発前・滞在中・帰国後オリエンテーション参加費

ホストスクール通学交通費

出発前・滞在中のサポート経費、連絡諸経費

AFS	が企画する参加必須の行事やカウンセリングに関わる経費

プログラム運営・管理費

AFS 国際本部経費

※役務提供が日本国内で行われる業務（派遣国経費）には消費税が含まれます。

❸参加費に含まれないもの
ホームステイ滞在費用（交換留学においてはホストファミリーはすべて善意のボランティアであり、留学生を
家族の一員として受入れ、日常の食事・生活費を負担します）

ホストスクールの授業料（交換留学生として特別待遇で受入れますが例外もあります）

空港税、国際観光旅客税、燃油サーチャージ及び出国手続き諸費用（当協会指定の旅行代理店による）	※１ 30,000円～80,000円程度

査証申請料・取得関連費用（指定された大使館までの交通費、指定病院での健康診断作成費用）など	※１ 40,000円～160,000円程度

予防接種など、受入国からの連絡により必要となる諸費用 3,000円～100,000円程度

オリエンテーション会場と自宅間の移動・前泊の費用

当協会が指定する集合・解散場所（成田又は羽田空港を予定）と自宅間の移動・前泊の費用

海外旅行傷害保険、加入費用（任意加入）	※２ 130,000円～250,000円程度

留学中の歯科治療費、眼鏡（コンタクトレンズ）代金、直近の既往症及び現症の傷害・疾病継続治療費、
健康診断料、視力検査料、予防接種代金、予防薬代金、美容外科費用など保険でカバーされない費用

留学中の小遣い（受入国により持参指定金額が異なります） 800～2,500米ドル程度／年

受入国AFS主催の任意参加旅行費用（受入国により異なります）

受入国AFSが出発前に指定する学校費用
（教科書代、検定試験受験料、制服代、スクールチェンジに伴う学校費用などが必要となる場合があります）

One	AFS	寄附 15,000円～
※１　出国手続き及び査証申請は、当協会指定の旅行代理店が手配します。申請方法・申請料などは受入国や為替の変動によって異なります。また、燃油サーチャー

ジは出発時期や留学先により大きく異なります。空港税は日本と受入国の利用空港でかかります。国籍や家族構成によっては、追加費用が発生する場合があり
ます。

※２　任意保険にはなるべくご加入いただくことをお勧めいたします。査証取得のため任意保険加入が必須の国もあります（2018年参考情報：イタリア・スペイン・
ハンガリー・フランス・ポルトガル・ラトビア）。

※受入国や配属先、為替の変動などにより異なります。

❹参加費の支払い時期
指定された期限内にプログラム参加費の支払いを完了してください。納入期日は各通知に記載されます。
・一次納入金（一律30万円）：受入国内定後2週間・二次納入金（残額）：受入国審査通過後2週間（P60参照）

AFS加入保険料など6%
国際本部経費

参加費の内訳

6%

国際航空運賃

 20%

派遣国経費

 31% 受入国経費

 37%

留学費用について5
2020年の年間派遣プログラムの参加費と、参加費に含まれない諸費用についてご説明します。
奨学金については「奨学金のご案内」（P102-110）をご覧ください。

❶プログラム参加費
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参加の取りやめについて
受入国内定後、プログラムへの参加を取りやめる場合は、一次納入金振込期限（受入国内定後2週間）までに必ずお電話にてご
連絡ください。折り返し、参加取りやめ届の書式をお送りいたします。書類の記入・返送をもって手続きが完了します。
巻末の参加規程に則り、取りやめの時期により以下の辞退金が発生します。プログラム参加費の支払期日後、出国予定日以前に
参加生がプログラムへの参加を取りやめた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参加生とその保護者が支払った
プログラム参加費から、参加取りやめの時期に応じて下記の（a）、（b）又は（c）の金額を差し引いた上、残りの金額を参加生と
その保護者に払い戻します。

（a）出国予定日の前日から起算して60日前までの場合、30万円
（b）出国予定日の前日から起算して59日前から31日前までの場合、45万円
（c）出国予定日の前日から起算して30日前以降の場合、70万円

参加の取りやめについては「参加規程」P113-114に掲載していますので、あわせてご確認ください。

内定取消について
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消は
AFSから「内定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再受験はで
きません。なお、下記への該当性の有無は、当協会の判断によります。

　1）	当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
　2）	犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
　3）	自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
　4）	在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
　5）	在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったと
き

　6）	日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発
直前に退学手続きを取る場合を除く

　7）	当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
　8）	当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
　9）	当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10）	 オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11）	 受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12）	 中学3年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13）	 プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了
しないとき

14）	 AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15）	 時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職員
に対する暴言、威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき

16）	 以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7）	8）	13）	14）	15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通りです。
「参加規程」はP113-114に掲載していますので、あわせてご確認ください。

*	上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3	項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
*	上記5）及び	12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム
参加費からオリエンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針とし
て承認又は推薦できない事由を明記した学校長名の文書を当協会までお送りください。
*	上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従って
プログラム参加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当協
会までご連絡ください。
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2020 年�AFS 年間派遣プログラム（第67期）

《一般選考試験》

【応募のステップ】�※オンライン登録＋書類郵送提出が必要です。

１．オンライン登録サイト（https://www.afs.or.jp/apply）にアクセス。

２．一般選考試験申込に必要な情報を登録。

３．�最終項目でダウンロードできる「確認・同意書」をプリントアウト。応募
者本人・保護者が署名し、必要書類を同封の上、各日程の書類受付期間
内に下記まで郵送。（⇔P70�提出書類一覧）

＊内定後は、オンライン上で英文書類を作成していただくので、当協会ではオンライン
登録システムを導入しています。

　郵送先：〒105-0004
　　　　　東京都港区新橋5-22-10　松岡田村町ビル7F
　　　　　公益財団法人�AFS日本協会
　　　　　年間派遣�一般選考�係

応募書式：推薦書〈一般選考用〉
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⑤ステータス
確認

④必要書類の�
ダウンロード

③申込フォーム
に入力�
（30分程度）

②サインイン・�
アカウント�
作成

オンライン登録サイトのトップページから、
マニュアル「申込書作成・ログインについて」をダウンロードいただけます。

〈一般選考〉を選択してください。公募制推薦との併願はできません。

メールアドレス（携帯電話メールアドレスを除く）が必要になりますので、
お持ちでない方はご自分のメールアドレスを取得してください。

申込フォームに入力する情報は以下の通りです。
所要時間は30分程度です。
●氏名・住所などの基本情報
●選考日程・会場の選択
●配属制限・希望留学先の選択
●AFSとの関わり
全ての入力後、「最終確認・書類提出」をクリックして進みます。

P70の「提出書類一覧」に従って、応募書類一式をご郵送ください。
確認・同意書…必ずプリントアウトした書式にご記入ください。

郵送書類を発送されてから1～2週間を目途にAFSより受付完了のメールを差し上げます。個別のお問合せ
はご遠慮ください。
万一、書類の不備などがある場合は、個別にメールでご連絡いたしますので、定期的なメールチェックを
お願いします。

①選考方法の選択

②サインイン・アカウント作成

③申込フォームに入力（30分程度）

④必要書類のダウンロード

⑤ステータス確認

オンライン登録のステップ
オンライン登録サイト　https://www.afs.or.jp/apply　※直接アドレスを打ち込んでください。

①選考方法の�
選択
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関係中学校・中等教育学校・
高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程
学校長、担当教諭　各位

公益財団法人 AFS日本協会

〈一般選考用〉推薦書作成について（お願い）
公務ご多用とは存じますが、貴校生徒の当協会プログラムへの応募にあたり、下記をご参照のうえ、推薦書を作成していただきた
く、お願い申しあげます。

記

AFS の目的
AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織です。より公平で平和な世界の実現に必要な知識・能力・
理解力を多くの人々が身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的としています。

AFS 年間派遣プログラム
若者を外国に派遣し、留学先での異文化体験を通して国際理解を深めることができる教育的機会を提供します。留学期間は一学
年間とし、AFS留学生は派遣された国でボランティアの受入家庭に家族の一員として滞在し、現地の高校に通学します。出発時
期は留学先により異なりますので、『プログラム案内』または当協会WEBサイト（http://www.afs.or.jp/）にてご確認ください。
なお、AFSプログラムは単位修得を目的としたものではありませんので、ホストスクールに関する基本情報の提供は行いますが、
単位認定の条件を満たす配属先やサポートを保証することはできません。ホストスクールの証明書が帰国後の単位認定資料とし
て必要な場合は、ホストスクールに通学を開始したら派遣生本人が直接相談し、ホストスクールが定める証明書発行の要件を満
たすよう努力いただきます。なお、ホストスクールによっては希望する書類を発行できない場合もあります。また、帰国後に証明
書発行を希望しても取得はほぼ不可能です。

推薦書作成上の留意事項
１.学校長印について

応募者が持参する「推薦書」に必要事項をご記入のうえ、学校長印をご捺印ください。

２.学業成績及び欠席日数
「推薦書」の成績順位を必ずご記入ください。記入にあたっては貴校の同学年の全生徒の中での順位又は同学年の学科・
コース別などの生徒の中での順位を勘案し、ご記入ください。入学時まもない場合は、入試の成績又は入学後に実施した
試験の結果をご考慮ください。成績順位が内定後に提出された成績証明書と著しく乖離している場合は、内定取消となる
場合がありますのでご注意ください。
また、応募者の前年度（高校2年生は高校1年生、高校1年生は中学3年生、中学3年生は中学2年生）及び今年度（記入日現在）
の欠席日数をご記入ください。高校進学等により前年度の欠席日数が不明な場合には、応募者に通知表を持参させて記入し
てください。それでも不明な場合は空欄で構いませんので、その理由を必ずご記入ください。

３.特記事項
AFSの留学生は親元を離れ、未知の文化・未知の人間関係の中で、多くのことを自分で判断し、行動しなければならない一
年を過ごします。このような体験に臨む若者にふさわしいかどうかという観点から、本人の意欲・資質などについて、お気づ
きの点があればご記入ください。

４.提出方法
ご記入いただいた推薦書は厳封のうえ、応募者本人にお渡しください。本人が申込書などその他書類と一緒に当協会に提出
します。

裏面もご参照ください。
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応募資格
高校生・中学３年生
下記の6つの項目をすべて満たしていること
１） 異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を受けてい

た場合、2019年４月１日時点で治療終了後12か月が経過していること（注１）
２） 2019年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１、２学年に在学する人。（注２）中

学生の場合、2020年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１学年に在学する予定で、
2019年４月の時点で中学校第３学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として30日以内であること（注３）（注４）

３） 2002年（平成14年）４月２日から2005年（平成17年）４月１日までの生まれであること（注２）（注５）
４） 応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位１/４以内であること。アメリカ希望者は学業成績が

上位３/４以内であること（注６）
５） 在学校の学校長から推薦されること。中学生の場合、応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進学先の学校長

の推薦書を提出すること
６） 希望する国の配属制限に抵触しないこと

その他の制約条件
応募資格に加え、国別に年齢制限、配属制限、成績基準が定められています。2020年派遣予定：国別情報（P20-56）をよく読んでから応募し
てください。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審査を通過できませんので注意してください。

【年齢制限】 国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより、年齢制限が定められています。
【配属制限】 ペットによるアレルギーや食事制限がある場合は、配属先を見つけることが困難な国が増えています。P20-56の国別情報をよく読

んでから応募してください。
【成績基準】 原則として応募時点で学業成績が中程度以上であることがAFSの国際基準になっています。国によっては、明確な条件を定めてい

る場合があります。（スイスは上位４分の１以内、アメリカは上位４分の３以内）ただし、AFS国際基準よりも成績が下である場合
は、受入国の審査を通過するとは限りません。在学校からの推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加で求める場合もあります。

【英 語 力】 AFSでは2020年派遣の一般選考試験にオリジナル英語試験を採用します。また、アメリカへの留学には別途ELTiSで213点以上（約
８割以上）の正答率が求められます。また、どの国でも最初のオリエンテーションは英語で実施されますので、最低限の英会話力
が必要です。

（注１）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治療を受け
ている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注２）冬組の一部の国のみ、高校３年生（第３学年）での応募が可能です。国別年齢制限をご確認ください。
（注３）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を、「第３学年」は第６学年を指します。
（注４）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病気が完治し、

留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込時に理由と現状を記載してください。場合によっては診断書の提出を求めます。
（注５）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ず2020年派遣予定：国別情報（P20-56）とあわ

せてご確認ください。
（注６）受入国内定後、過去３年分の成績証明書の提出を求めます。

内定の取消
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消はAFSから「内
定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再受験はできません。なお、下記への該
当性の有無は、当協会の判断によります。
１） 当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
２） 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
３） 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
４） 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
５） 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったとき
６） 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発直前に退学手続き

を取る場合を除く
７） 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
８） 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
９） 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10） オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11） 受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12） 中学3 年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13） プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了しないとき
14） AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15） 時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職員に対する暴言、

威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき
16） 以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通りです。「参加規程」
はP113-114に掲載していますので、あわせてご確認ください。

* 上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
* 上記5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム参加費からオリ
エンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針として承認又は推薦できない事由を明
記した学校長名の文書を当協会までお送りください。
* 上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従ってプログラム参
加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当協会までご連絡くだ
さい。

【本件に関するお問い合わせ先】
プログラムチーム  派遣担当

TEL : 0570-040-555　業務時間：月〜金　9:00〜17:00
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年　　月　　日

公益財団法人 AFS日本協会　御中

学 校 名：
所 在 地：
学校長名：
電話番号：
ＦＡＸ番号：

推薦書〈一般選考用〉
本校は学校教育法の定める学校で、本校在学中の下記の者は『AFS年間派遣プログラム 2020年派遣プ
ログラム案内』に示された応募資格のすべてを満たす者として、本校在学中の下記の者を推薦いたします。
選考試験を通過し、受入国が内定した場合には、AFS日本協会が定めるオリエンテーションへの出席
を許可いたします。

記

生徒氏名：

生年月日：
（西暦）

　　　　年　　 月　　 日生まれ　性別：男・女

学科・コース/学年：  　　　　　年

成績順位：以下の該当欄に一つだけ○をつけてください。
貴校の同学年の全生徒の中での順位、又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での順位を勘案し、ご記入ください。

原則として学業成績が中程度以上であることがAFSの国際基準になっています。国によっては、明確な条件を定めている
場合があります（スイスは上位４分の１以内、アメリカは上位４分の３以内）。ただし、AFS国際基準よりも成績が下で
ある場合は、必ずしも受入国審査を通るとは限りません。在学校からの推薦書など書類提出を追加で求められることもあ
ります。
学業成績が後日提出される成績証明書と大きく異なる場合、内定取消になることがあります。

前年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日　不明な場合の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日）／　　　月　　　日 記入

上記合計欠席日数が10日以上の場合の理由：

特記事項：

記入者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

上位４分の１以内 上位４分の２以内 上位４分の３以内 上位４分の３未満

学校長
印

〈
一

般
選

考
用

〉
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2020 年�AFS 年間派遣プログラム（第67期）

《公募制推薦試験》

応募書式：

１.�自己PR書①
２.�自己PR書②
３.�推薦書〈公募制推薦用〉

【応募のステップ】�※オンライン登録＋書類郵送提出が必要です。

１.�オンライン登録サイト（https://www.afs.or.jp/apply）にアクセス。

２.�公募制推薦試験申込に必要な情報を登録。

３.�最終項目でダウンロードできる「確認・同意書」をプリントアウト。応募者
本人・保護者が署名し、必要書類を同封の上、下記まで郵送。

　�（⇔ P70�提出書類一覧）

＊内定後は、オンライン上で英文書類を作成していただくので、当協会ではオンライン
登録システムを導入しています。

　郵送先：〒105-0004
　　　　　東京都港区新橋 5-22-10　松岡田村町ビル7F
　　　　　公益財団法人�AFS日本協会
　　　　　年間派遣�公募制推薦�係
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⑤ステータス
確認

④必要書類の�
ダウンロード

③申込フォーム
に入力�
（30分程度）

②サインイン・�
アカウント�
作成

オンライン登録サイトのトップページから、
マニュアル「申込書作成・ログインについて」をダウンロードいただけます。

〈公募制推薦〉を選択してください。一般選考との併願はできません。

メールアドレス（携帯電話メールアドレスを除く）が必要になりますので、
お持ちでない方はご自分のメールアドレスを取得してください。

申込フォームに入力する情報は以下の通りです。
所要時間は30分程度です。
●氏名・住所などの基本情報
●配属制限・希望留学先の選択
●AFSとの関わり
全ての入力後、「最終確認・書類提出」をクリックして進みます。

P70の「提出書類一覧」に従って、応募書類一式をご郵送ください。
確認・同意書…必ずプリントアウトした書式にご記入ください。

万一、書類の不備などがある場合は、個別にメールでご連絡いたしますので、定期的なメールチェックを
お願いします。
個別のお問合せはご遠慮ください。

①選考方法の選択

②サインイン・アカウント作成

③申込フォームに入力（30分程度）

④必要書類のダウンロード

⑤ステータス確認

オンライン登録のステップ
オンライン登録サイト　https://www.afs.or.jp/apply　※直接アドレスを打ち込んでください。

①選考方法の�
選択
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3.

自己PR書①
〈書式指定・手書き〉

１．なぜ高校留学をしたいと考えているか、AFSプログラムに関心を持った理由
２．学力・語学力以外の活動実績、特技、保有資格についての具体的なPRポイント
３．プログラムを通じて吸収したいこと・期待すること及び、現地で出会った人にしてあげたいこと
４．英語力以外に保有している資格やPRポイントをわかっている第三者の推薦文等があれば、証明書の
コピー、推薦書原本を同封してください。

氏名： 学校名：

1.

2.

3.
〈吸収したいこと・期待すること〉 〈現地で出会った人にしてあげたいこと〉

キ
リ
ト
リ
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自己PR書②
〈自由書式（1枚目）〉

あなたの人柄や長所、特技が伝わるように、さらに積極的に自己PRをしてください。
手書きもしくはワードやエクセルでの作成、写真貼付などA4用紙2枚までであれば書式は問いません。

例）スポーツ、部活動、芸術作品、授業発表の写真、受賞の記録など

事務局記入欄：

キ
リ
ト
リ
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自己PR書②
〈自由書式（2枚目）〉

事務局記入欄：

キ
リ
ト
リ
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関係中学校・中等教育学校
高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程
学校長、担当教諭　各位

公益財団法人 AFS日本協会

〈公募制推薦〉推薦書作成について（お願い）
当協会では、異文化体験に対する強い興味と意欲をもち、学校からの推薦と自己PRによってAFS生としての資質を満たす応募
者を対象に「公募制推薦」を実施します。
公務ご多用とは存じますが、貴校生徒の当協会プログラムへの応募にあたり、下記をご参照のうえ、推薦書を作成していただ
きたく、お願い申しあげます。

記

AFS の目的
AFS は国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織です。より公平で平和な世界の実現に必要な知識・
能力・理解力を多くの人々が身につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的としています。

AFS 年間派遣プログラム
若者を外国に派遣し、留学先での異文化体験を通して国際理解を深めることができる教育的機会を提供します。留学期間は一学
年間とし、AFS 留学生は派遣された国でボランティアの受入家庭に家族の一員として滞在し、現地の高校に通学します。出発時
期は留学先により異なりますので、『プログラム案内』または当協会WEB サイト（http://www.afs.or.jp/）にてご確認ください。
なお、AFSプログラムは単位修得を目的としたものではありませんので、ホストスクールに関する基本情報の提供は行いますが、
単位認定の条件を満たす配属先やサポートを保証することはできません。ホストスクールの証明書が帰国後の単位認定資料とし
て必要な場合は、ホストスクールに通学を開始したら派遣生本人が直接相談し、ホストスクールが定める証明書発行の要件を満
たすよう努力いただきます。なお、ホストスクールによっては希望する書類を発行できない場合もあります。また、帰国後に証明
書発行を希望しても取得はほぼ不可能です。

公募推薦の要項
○書類受付期間：2019年４月15日（月）〜随時　※ヨーロッパは５月31日（金）まで

※先着順に受付し、選考を実施。推薦枠が定員となり次第、募集を締め切ります。募集状況はホームページをご確認くだ
さい。

○対象国： アメリカ・派遣強化国・ 
ヨーロッパ（５月31日までの限定募集） 
※派遣強化国： アルゼンチン（ウルグアイ）、コスタリカ、チリ、パナマ、パラグアイ、ブラジル、ボリビア、ホンジュ

ラス、メキシコ、ロシア、インド、インドネシア、タイ、中国、フィリピン、香港、マレーシア

○応募資格以外の受験条件：
アメリカを希望する場合は、実用英語技能検定2級、GTEC for Students L&R&W675、TOEIC®Listening&Reading550以
上の資格を保有していること。
ヨーロッパを希望する場合は、実用英語技能検定準2級、GTEC for L&R&W485、TOEIC®Listening&Reading400以上
の資格を保有していること。
派遣強化国を希望する場合は、不要。

○試験内容：
在学校からの推薦書、ならびにその他の提出書類（自己PR書、過去2年分の通知表）をもとにした書類選考。アメリカを
希望している場合は、別途AFSが実施するELTiSを受験して、アメリカの受入基準に到達すること。1回で基準に達しない
場合、選考実施期間中に複数回受験（再受験）が可能。詳細はELTiS未達の書類選考通過者のみに通知。
ELTiS再受験料：4,000円

○結果発表：
出願書類受領後約２週間後に、学校長と応募者宛にそれぞれ結果通知を発送。
※アメリカ希望で書類審査に合格の場合は、AFSが実施するELTiSで基準に達した後の通知となります。

裏面もご参照ください。
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公募制推薦推薦方法
異文化体験に対する強い興味と意欲をもち、応募資格および受験条件を満たしている貴校の志願者に対して校内で面接を行い、
所定の推薦書をご作成ください。複数応募の場合は推薦書をコピーしてご使用ください。

推薦書作成上の留意点
１.校内面接について

AFSの留学生は、親元を離れ、未知の文化、未知の人間関係のなかで、多くのことを自分で判断し、行動しなければなら
ない１年を過ごします。よって、応募資格にありますように、異文化体験に対する興味と意欲を持ち、留学先での生活に
適応できる資質があるかどうかをご確認ください。
生徒に求められる資質としては次のようなものがあります。面接のご参考にしてください。

①自己認識および自主性
・自分の長所、短所を知っているか
・自主性があるか
・自分なりの考えを持ち、かつそれを表現できるか

②挑戦意欲と柔軟性
・様々な教育環境から学べるか
・新しい事に挑戦できるか。失敗しても再度挑戦できるか
・新しい状況の中でも自分なりの役割を見出し、果たしていけるか
・異なった社会構造、価値観に対して理解を示し、適応できそうか
・客観的な見方ができるか。妥協できるか

③他者との関係
・問題が生じた時も、自分の殻に閉じ込もることなく、他者と自分の感情を分かち合えるか
・理解を深めるために、他者に助言を求め、受け入れられるか
・他者に対する思いやりを持っているか

２.成績について
成績順位のご記入にあたっては貴校の同学年の全生徒の中での順位又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での順位
を勘案し、ご記入ください。入学時まもない場合は、入試の成績又は入学後に実施した試験の結果をご考慮ください。
成績順位が内定後に提出された成績証明書と著しく乖離している場合は、内定取消となる場合がありますのでご注意くだ
さい。

３.出席日数について
応募者の前年度（高校２年生は高校１年生、高校１年生は中学３年生、中学３年生は中学２年生）及び今年度（記入日現
在）の欠席日数をご記入ください。高校進学等により前年度の欠席日数が不明な場合には、応募者に通知表を持参させて
記入してください。それでも不明な場合は空欄で構いませんが、その理由を必ずご記入ください。

提出方法
ご記入いただいた推薦書は厳封のうえ、応募者本人にお渡しください。本人が申込書などその他書類と一緒に当協会に提出しま
す。

キ
リ
ト
リ



90

キ
リ
ト
リ

応募資格
高校生・中学３年生
下記の6つの項目をすべて満たしていること
１） 異文化体験に対する興味と意欲をもち、留学先での生活に心身ともに適応できる資質のあること。カウンセリング又は投薬治療を受けてい

た場合、2019年４月１日時点で治療終了後12か月が経過していること（注１）
２） 2019年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１、２学年に在学する人。（注２）中

学生の場合、2020年４月の時点で、学校教育法が定める日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程の第１学年に在学する予定で、
2019年４月の時点で中学校第３学年に在学する人。かつ、前年度と今年度の欠席日数の合計が目安として30日以内であること（注３）（注４）

３） 2002年（平成14年）４月２日から2005年（平成17年）４月１日までの生まれであること（注２）（注５）
４） 応募時点で学業成績が中程度以上であること、特に、スイス希望者は学業成績が上位１/４以内であること。アメリカ希望者は学業成績が

上位３/４以内であること（注６）
５） 在学校の学校長から推薦されること。中学生の場合、応募時点で在学校の学校長から推薦されること。かつ、高校進学後、進学先の学校長

の推薦書を提出すること
６） 希望する国の配属制限に抵触しないこと

その他の制約条件
応募資格に加え、国別に年齢制限、配属制限、成績基準が定められています。2020年派遣予定：国別情報（P20-56）をよく読んでから応募し
てください。条件を満たしていない場合は、受入国での書類審査を通過できませんので注意してください。

【年齢制限】 国の教育制度上の規定や査証の発給要件などにより、年齢制限が定められています。
【配属制限】 ペットによるアレルギーや食事制限がある場合は、配属先を見つけることが困難な国が増えています。P20-56の国別情報をよく読

んでから応募してください。
【成績基準】 原則として応募時点で学業成績が中程度以上であることがAFSの国際基準になっています。国によっては、明確な条件を定めてい

る場合があります。（スイスは上位４分の１以内、アメリカは上位４分の３以内）ただし、AFS国際基準よりも成績が下である場合
は、受入国の審査を通過するとは限りません。在学校からの推薦書や学業誓約書などの書類提出を追加で求める場合もあります。

【英 語 力】 AFSでは2020年派遣の一般選考試験にオリジナル英語試験を採用します。また、アメリカへの留学には別途ELTiSで213点以上（約
８割以上）の正答率が求められます。また、どの国でも最初のオリエンテーションは英語で実施されますので、最低限の英会話力
が必要です。

（注１）精神科、心療内科、神経（内）科、小児科、臨床心理士に不登校や対人関係などのこころの問題でカウンセリング又は投薬治療を受け
ている最中、又は治療終了後12か月が経過していない場合は、お申込みいただけません。

（注２）冬組の一部の国のみ、高校３年生（第３学年）での応募が可能です。国別年齢制限をご確認ください。
（注３）中等教育学校の場合、「第１学年」は第４学年を、「第２学年」は第５学年を、「第３学年」は第６学年を指します。
（注４）前年度と今年度の欠席日数の合計は、保健室登校などで登校していても全授業に出席しない日数を含みます。なお、けがや病気が完治し、

留学生活に支障がない場合は考慮します。選考試験申込時に理由と現状を記載してください。場合によっては診断書の提出を求めます。
（注５）受入国によっては、教育事情により、別途さらなる年齢制限が設定されています。必ず2020年派遣予定：国別情報（P20-56）とあわ

せてご確認ください。
（注６）受入国内定後、過去３年分の成績証明書の提出を求めます。

内定の取消
受入国が内定してから日本を出発するまでの間に次のような事態が生じた場合には、内定を取り消すことがあります。内定取消はAFSから「内
定取消通知」の書類を発送したときに効力を生じます。内定取消となった場合は、同年度の選考試験の再受験はできません。なお、下記への該
当性の有無は、当協会の判断によります。
１） 当協会及び留学内定国が定めている学業成績及び心身の健康状態などの基準を満たしていないとき
２） 犯罪に関わり、あるいは重大な交通事故を引き起こしたとき
３） 自己又は他人を傷つけ、あるいは危険にさらしうる言動をしたとき（ソーシャルメディアへの投稿などによる場合を含む）
４） 在学校の学校長から推薦を取り消されたとき（原因が参加生本人にあるかどうかを問いません）
５） 在学校から他の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に転校し、転校先の学校長から留学が承認されなかったとき
６） 日本の高等学校・高等専門学校又は専修学校高等課程に在学しなくなったとき。ただし、在学校での留学手続きのため出発直前に退学手続き

を取る場合を除く
７） 当協会に提出した書類の情報が正しく記載されていなかったとき
８） 当協会に提出すべき書類の提出あるいは報告を怠ったとき
９） 当協会で定められたオリエンテーションの全日程を終了しなかったとき
10） オリエンテーションなど当協会の催しにおいて、AFS生として適切ではない行動又は態度が見られたとき
11） 受入国のAFS事務所が受入れを拒否したとき。ただし、他の希望国に配属された場合は除く
12） 中学3 年生受験者が高校進学後、進学先の学校長から推薦を得られなかったとき
13） プログラム参加費の支払期日を過ぎても支払いがなされないとき、及び出発予定日の前日までに参加費全額の支払いが完了しないとき
14） AFSの方針、ルール、諸手続きに従わないとき
15） 時期、態様のいかんを問わず、AFSの名誉あるいはその社会的評価を傷つけ、AFS生としての品位を汚し、AFS又はAFS職員に対する暴言、

威嚇あるいは侮辱を行うなど、不適切な行為を行ったとき
16） 以上のほか、AFS生として適性を欠くと認めるべき事由があるとき

なお、7） 8） 13） 14） 15）は保護者についても該当性判断の対象となります。内定取消になった場合の返金規定は下記の通りです。「参加規程」
はP113-114に掲載していますので、あわせてご確認ください。

* 上記1）及び11）で内定取消となった場合は、参加規程第3 項①によりお支払いいただいたプログラム参加費全額を返金します。
* 上記5）及び 12）で学校長の承認又は推薦が得られなかった原因が参加生本人にない場合は、お支払いいただいたプログラム参加費からオリ
エンテーション参加費及び銀行振込手数料を差し引いた残り全額を返金します。その場合は、学校の方針として承認又は推薦できない事由を明
記した学校長名の文書を当協会までお送りください。
* 上記2）3）4）6）7）8）9）10）13）14）15）16）で内定取消となった場合は、取消しの時期に応じ参加規程第2項に従ってプログラム参
加費を返金します。ただし、4）で推薦取消の原因が参加生本人にない場合は、参加規程第3項③に従います。

推薦書作成後、当該生徒が転校・長期休学、あるいは退学した場合、及び上記に該当する事態が生じた場合には速やかに当協会までご連絡くだ
さい。

【本件に関するお問い合わせ先】
プログラムチーム  派遣担当

TEL : 0570-040-555　業務時間：月〜金　9:00〜17:00
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年　　月　　日

公益財団法人 AFS日本協会　御中

学 校 名：
所 在 地：
学校長名：
電話番号：　　　　　　　　　ＦＡＸ番号：

推薦書〈公募制推薦用〉
本校は学校教育法の定める学校で、本校在学中の下記の者を交換留学生としての資質を満たす者とし
て推薦いたします。選考試験を通過し、受入国が内定した場合には、AFS日本協会が定めるオリエン
テーションへの出席を許可いたします。

記

生徒氏名：　　　　　　　　　　　　生年月日：
（西暦）

　　　　年　　 月　　 日生まれ　性別：男・女

学科/学年： 科　　　　　　年

1.　人物
　　候補生の性格（長所・短所）、家族、同年輩および世代の違う人々とどのように関わっているか具体的に記述してく

ださい。

2.　学業・学校生活
　　得意・不得意科目を克服するために努力しているか、課外活動・生徒会活動・学級活動等の様子および役割等を具

体的に記述してください。

3.　参加生としての意欲・素質、留学に関する家族の理解

4.　成績順位
貴校の同学年の全生徒の中での順位、又は同学年の学科・コース別などの生徒の中での順位を勘案し、以下の該当欄に一つ
だけ○をつけてください。

原則として学業成績が中程度以上であることがAFSの国際基準になっています。国によっては、明確な条件を定めている
場合があります（スイスは上位４分の１以内、アメリカは上位４分の３以内）。ただし、AFS国際基準よりも成績が下で
ある場合は、必ずしも受入国審査を通るとは限りません。在学校からの推薦書など書類提出を追加で求められることも
あります。
学業成績が後日提出される成績証明書と大きく異なる場合、内定取消になることがあります。

5.　出席日数
前年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日　不明な場合の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

今年度の欠席日数： 　　　日（出席すべき日数　　　日）／　　　月　　　日 記入

上記合計欠席日数が10日以上の場合の理由：

記入者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

以上

上位４分の３未満

学校長
印

上位４分の１以内 上位４分の２以内 上位４分の３以内

キ
リ
ト
リ

〈
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AFS受入プログラムの種類と内容

ホストファミリーになる
～留学準備にホストファミリー体験を

年間派遣プログラム一般選考の応募者には、今までにAFS留学生の受入れにご協力いただいた方々、またこれから受入れを予
定されている方への優遇制度を設けています。
同じ家庭内、もしくは同じ学校内で留学生と過ごした経験は、これからAFS生として海外で暮らす際の素地となり、応募資格
にも掲げている「留学先での生活に心身ともに適応できる資質」の一端を担うものだと、AFSは考えています。
また、交換留学制度が成り立つためには、海外からの留学生を日本でも積極的に受入れることが必要です。留学したときに
ホストファミリー側の気持ちをよりよく理解できるようになるという意味でも、ぜひホストファミリーを体験することをお
勧めします。

４週間（夏季・冬季）

AFS日本語研修プログラム（夏季） ６月下旬～７月下旬

受入地域：札幌、東京、名古屋、大阪、福岡

受 入 生：アジア、オセアニア、北米、中南米、ヨーロッパの高校生

AFS日本語研修プログラム（冬季） 12月上旬～12月下旬

受入地域：名古屋

受 入 生：アジア、オセアニアの高校生

４週間（秋季）

AFS短期受入プログラム 10月上旬～11月上旬　

受 入 生：アジア、オセアニア、中南米、ヨーロッパの高校生

６か月

AFSセメスター受入プログラム（春組） ３月下旬～８月中旬

受 入 生：アジア、オセアニア、北米、中南米、ヨーロッパの高校生

AFSセメスター受入プログラム（秋組） ８月中旬～翌年２月上旬

受 入 生：アジア、オセアニア、北米の高校生

８か月

アジア高校生架け橋プロジェクト ８月中旬～翌年３月中旬

受 入 生：アジアの高校生

１年間

AFS年間受入プログラム（春組）　 ３月下旬～翌年２月上旬

受 入 生：アジア、オセアニア、北米、中南米、ヨーロッパ、アフリカの高校生

AFS年間受入プログラム（秋組） ８月中旬～翌年７月中旬

受 入 生：アジア、ヨーロッパの高校生

2019年１月現在。プログラム・受入生の出身地域・受入地域・日程は変更になる場合があります。
特に断りがない限り、対象地域は全国です。

◦対象となる方は、応募の際に必ず申込画面で申告してください。申告のない場合は対象者であっても優遇措置が受けられ
ません。
◦応募書類にホストファミリー申込書（P96）を同封いただくことは可能です。同封いただく場合にも、申込画面で必ず申告
してください。受入期間にはご協力可能な期間を仮で入力してください。実際に受入れいただく期間については個別にご
相談いたしますのでご安心ください。

優遇制度対象 特典

AFS年間・短期・セメスタープログラムの受入れに４週間以上ご協
力をいただいた、又は４週間以上受入れ予定の家庭の子弟。

応募者の試験点数の総得点に10％加点

優遇制度対象
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ホストファミリーの条件
●AFSの目的に賛同いただけるご家庭であること
AFSでホストファミリーをするための条件は、「異文化交流を通じて公正で平和な世
界の実現を目指す」というAFSの精神に共感し、留学生を家族の一員として温かく迎
え入れてくださるご家庭であることです。「英語がしゃべれない」「家が狭い」「同世
代の子どもがいない」といった心配はいりません。また、ご夫婦二人のご家庭や、ご
両親のどちらかが単身赴任中のご家庭も、ホストファミリーになっていただけます。
生活習慣や文化的な背景が異なるティーンエイジャーと生活していく柔軟性や意欲さ
えあれば、大歓迎です。

●留学生を家族の一員としてボランティアで受け入れてくださるご家庭であること
AFSのプログラムは、ボランティアとして留学生を受入れていただきます。ホスト
ファミリーのご負担として、三度の食事と生活スペースをご提供ください。光熱費、
日常使用する　石けんやシャンプー、歯磨きなども、生徒が特別なものを必要としな
い限りは家族の一員として共有させてください。医療費、AFS行事参加費や通学費は
AFSが負担し、小遣いや衣服はAFS生が持参します。

ホストブラザーになって早めの異文化体験
　自分が留学する前にホストファミリー経験をするというのは、ホストシスター・ブラザーになる派遣生にとっては「留
学生とはどういう生活を送るのか、どういう思いで1学年間（半年）来ているのか」ということがその留学生を通して出
発前に実体験で知ることができ、自分が派遣国に行ってからその経験を基にして、よりよい留学生活が送れるというこ
とではないでしょうか？	また、自分にとって一番身近な「家庭」という場に「異文化」が入ることによって、出発前か
ら常に異文化に対して意識できる。それも魅力だと思います。
	 （ホストファミリー経験者）

留学生の影響で、娘も留学を決意
　我が家は受入れがはじめてでした。受入生は、我が家の環境と似ている家庭からの生徒の希望を出しました。ですから、
子供たちにも自然に溶け込み、お互いを『おもちゃ』としてからかいながらの生活でした。留学生が来て、一番影響を受け
たのは高2の娘でした。AFSの交流会があるたびに、支部に来ているほかの国の留学生達と仲良くしている姿を見て、娘も
AFSの派遣生に応募しました。
　今年の春には、留学生が母親と弟二人を連れて我が家に帰ってきました。ホスト中は楽しい事ばかりではありません
でしたが、こうして時が経ち再び会うと実の娘と同じ気持ちになっています。そして、私はタイに素敵な家族がいる!	と
思うと本当に幸せな気持ちになります。
	 （ホストファミリー経験者）

クロエの日本留学体験記
　2012年の春から約1学年間、AFS生として神奈川県に滞在したフラ
ンスのクロエさん。日本での生活を、インタビューを含めたドキュメン
タリービデオでご紹介しています。

CHLOE
クロエ日本留学体験記

AFS クロエ

AFS日本協会のWEBサイトでも
留学生・ホストファミリーの声を多数紹介しています。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー



96

キ
リ
ト
リ

ホストファミリー申込書
私共は家族全員がボランティアでAFS参加生を受け入れることに同意し、ホストファミリーとして申し込みます。

記載日：20　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ふりがな）

職業

世帯主 年齢　　　　　　　　　歳

（ふりがな）

現住所
〒　　　　　－

電話番号 ０　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　

FAX番号 ０　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　

携帯電話 ０　　　－　　　　　　－　　　　　　　　　　
※世帯主の携帯電話でない場合は、保有者をご記入ください。…　　　　　　　　　　　　

E-Mail 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

ご希望の
連絡方法

※

□電　話　　□ＦＡＸ　　□携帯電話　□E-Mail　　□その他（　　　　　　　　　　　）

□平　日　　□土曜日　　□日曜日　　□いつでも可能

□午　前　　□午　後　　□夕　方　　□夜　間　　　時頃迄可　　□いつでも可能

※当協会から連絡を行う場合、ご希望の連絡方法、ご都合の良い時間帯等の□欄にレ印または■をお願いします。

続　柄 姓　名（ふりがな） 性別 生年月日 勤務先／在学校名・学年 同居／別居

世帯主 19　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

　　・　　・　　 同 ・ 別

１．ご家族についてご記入ください。

受付NO

－

受付日 支部へ

支部

転送日

　／
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２．ご家族の宗教は何ですか  □仏教　　□神道　　□キリスト教（宗派　　　　　　　　）
     □その他（　　　　　　　　　　　） 　　□特にない

３．ペットを飼っていますか。（該当項目をチェックしてください）
 □は　い　　　　　□いいえ
　　　　└　何を飼っていますか。　□室内（　　　　　　　　　　　　）　□室外（　　　　　　　　　　　　）

４．AFS参加生は家族の誰かと同じ部屋を使いますか｡（該当項目をチェックしてください）
 □はい（〈誰〉　　　　　と） □いいえ　　　□未　定

５．ご家族の中に喫煙者がいますか。（該当項目をチェックしてください）
 □は　い   □いいえ

６．�希望期間・プログラム〈「AFS受入プログラムの種類と内容」（P94）またはWEBサイトを参考に記入して
ください〉

　　■受入可能な期間・時期〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　例）６か月以上の長期希望、１か月〜数か月程度の短期希望だが時期は問わない、来年の夏までならいつでも可能　など

　　■受入希望プログラム〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　※希望がある場合のみご記入ください。配属状況等によりご希望に沿えない場合もございますので予めご了承ください。

７．受入生配属に際し考慮すべき点はありますか。（性別、出身国、食事など）

８．貴家までの利用交通機関、所要時間をお書きください。
　　路線と最寄駅名：JR・私鉄（　　　　　　　　）　　　　　　　　 線　　　　　　　　駅下車・徒歩　　　　分
　　　　　　　　　　バス（　　　　　　　　　　　　）系統　　　　　　　　　　　　行き（所要時間　　　　分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　停留所降車・徒歩　　　　分

家族全員がボランティアでAFS参加生を受入れることに同意し、ホストファミリーとして申し込みます。
※世帯主又は配偶者（事実婚を含みます。）の方がご署名ください。

署名　　　　　　　　　　　　　　　20　　　年　　　　月　　　　日

*************************************************************************************************************************************

AFSのプログラムを何でお知りになりましたか。
　　□　学校の紹介　　　　□　知人の紹介（　　　　　　　　様）　　　　□　テレビ・ラジオ（　　　　　　　）
　　□　新聞・雑誌（　　　　　　　）　　　　□　インターネット　　
　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

このホストファミリー申込書はAFSプログラムの円滑な遂行のためなど、当協会の活動範囲内の目的でのみ使用し、不特定多数の第三者に公開はいたしません。公益
財団法人AFS日本協会は、異文化交流事業に関わる参加者個人のプライバシー保護の重要性を認識し、業務上取り扱うすべての個人情報について、関係法令およびそ
の他規範を遵守いたします。当協会の個人情報保護ポリシーにつきましては、当協会のホームページ（http://www.afs.or.jp/about-afs/privacy_policy/）をご覧ください。
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■2018年４月１日～2019年5月31日までの間、AFS年間・短期プログラムの（ショートタームエクスチェンジ／異地域交換
は除く）　ホストスクールとしてご協力いただいている学校です。これらの学校に在籍している応募者は、第67期の優遇
制度の対象になります。詳細は、「優遇制度（P68）」を参照してください。

優遇制度対象校、派遣・受入実績校

優 遇 制 度 対 象 校
【北海道】
市立札幌新川高等学校
北海道札幌国際情報高等学校
市立札幌藻岩高等学校
北海道静内高等学校
北海道登別明日中等教育学校
札幌日本大学高等学校
市立札幌平岸高等学校
札幌聖心女子学院中学校・高等学校
立命館慶祥高等学校
旭川藤女子高等学校
北海道音更高等学校
帯広北高等学校
帯広大谷高等学校
北海道帯広南商業高等学校
北見藤女子高等学校
【青森県】
八戸聖ウルスラ学院高等学校
【岩手県】
盛岡白百合学園高等学校
岩手県立一関第一高等学校
釜石高等学校
岩手県立不来方高等学校
岩手県立葛巻高等学校
平舘高等学校
【宮城県】
尚絅学院高等学校
宮城学院高等学校
宮城県仙台第三高等学校
宮城県仙台二華高等学校
聖ウルスラ学院英智高等学校
【山形県】
九里学園高等学校
【福島県】
あさか開成高等学校
安達高等学校
福島県立会津学鳳高等学校
ふたば未来学園高等学校
【茨城県】
土浦日本大学中等教育学校
東洋大学附属牛久高等学校
茨城県立並木中等教育学校
茗溪学園高等学校
茨城県立水戸第二高等学校
清真学園高等学校
【栃木県】
宇都宮高等学校
栃木県立宇都宮女子高等学校
宇都宮短期大学附属高等学校
栃木県立宇都宮南高等学校
栃木県立宇都宮北高等学校
栃木県立鹿沼東高等学校
鹿沼南高等学校
栃木県立佐野高等学校
栃木県立栃木翔南高等学校
【群馬県】
東京農業大学第二高等学校
明和県央高等学校
【埼玉県】
浦和西高等学校
埼玉県立大宮高等学校
浦和高等学校
浦和学院高等学校
草加南高等学校
山村国際高等学校
埼玉県立坂戸高等学校
埼玉県立和光国際高等学校
早稲田大学本庄高等学院
【千葉県】
植草学園大学附属高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
専修大学松戸高等学校
国府台女子学院高等部
東邦大学付属東邦高等学校
麗澤高等学校
東京学館浦安高等学校
成田国際高等学校
市立銚子高等学校
【東京都】
大島海洋国際高等学校
麹町学園女子中学校・高等学校
東洋英和女学院高等部
明治学院高等学校
東京都立三田高等学校
普連土学園高等学校
順天高等学校
飛鳥高等学校
女子聖学院高等学校

かえつ有明中学校・高等学校
品川女子学院高等部
渋谷教育学園渋谷高等学校
青山学院高等部
東京都立国際高等学校
恵泉女学園中学・高等学校
佼成学園女子高等学校
玉川聖学院高等部
学習院女子中・高等科
女子美術大学付属高等学校
杉並総合高等学校
学習院高等科
早稲田大学高等学院
東京学芸大学附属国際中等教育学校
成蹊高等学校
法政大学中学高等学校
桐朋女子高等学校
国際基督教大学高等学校
明治学院東村山高等学校
八王子学園　八王子中学高等学校
桜美林高等学校
啓明学園高等学校
武蔵野女子学院高等学校
拓殖大学第一高等学校
【神奈川県】
法政大学第二高等学校
カリタス女子中学高等学校
桐光学園高等学校
神奈川総合高等学校
捜真女学校高等学部
森村学園高等部
横浜サイエンスフロンティア高等学校
横浜市立東高等学校
法政大学国際高等学校
横浜雙葉高等学校
フェリス女学院高等学校
横須賀高等学校
横須賀学院高等学校
横須賀総合高等学校
大和西高等学校
厚木高等学校
公文国際学園高等部
大船高等学校
北鎌倉女子学園高等学校
清泉女学院高等学校
聖園女学院中学・高等学校
弥栄高等学校
慶應義塾湘南藤沢高等部
神奈川県立伊志田高等学校
【新潟県】
新潟県立長岡高等学校
新潟県立長岡大手高等学校
新潟県立長岡向陵高等学校
新潟県立糸魚川高等学校
高田高等学校安塚分校
高田高等学校
新潟県立小千谷高等学校
新潟清心女子高等学校
新潟県立新潟高等学校
新潟県立新潟商業高等学校
新潟県立新発田高等学校
新潟県立新発田商業高等学校
新潟県立燕中等教育学校
【富山県】
富山国際大学付属高等学校
【石川県】
金沢伏見高等学校
金沢高等学校
小松大谷高等学校
小松市立高等学校
石川県立小松高等学校
【福井県】
仁愛女子高等学校
北陸高等学校
丸岡高等学校
高志高等学校
大野高等学校
武生東高等学校
若狭高等学校
【山梨県】
山梨英和高等学校
【長野県】
長野県長野吉田高等学校
長野県須坂高等学校
軽井沢高等学校
長野県松本県ヶ丘高等学校
長野県飯田高等学校
長野県飯田風越高等学校

長野県伊那弥生ヶ丘高等学校
東京都市大学塩尻高等学校
長野県塩尻志学館高等学校
伊那西高等学校
【岐阜県】
岐阜総合学園高等学校
岐阜農林高等学校
聖マリア女学院高等学校
関高等学校
長良高等学校
大垣北高等学校
【静岡県】
不二聖心女子学院高等学校
静岡県立三島北高等学校
静岡学園高等学校
静岡城北高等学校
常葉学園橘中学校・高等学校
静岡県立清流館高等学校
藤枝西高等学校
藤枝明誠高等学校
【愛知県】
愛知県立豊橋東高等学校
愛知県立御津高等学校
愛知県立成章高等学校
愛知県立時習館高等学校
愛知県立豊橋南高等学校
愛知県立国府高等学校
愛知県立岡崎西高等学校
愛知県立西尾東高等学校
愛知県立安城東高等学校
愛知県立新川高等学校
名城大学附属高等学校
愛知県立中村高等学校
大同大学大同高等学校
愛知県立名古屋南高等学校
愛知県立旭丘高等学校
名古屋市立北高等学校
名古屋大学教育学部附属中・高等学校
名古屋市立名東高等学校
愛知県立千種高等学校
愛知県立昭和高等学校
中部大学第一高等学校
愛知県立知立東高等学校
愛知県立大府東高等学校
愛知県立大府高等学校
愛知県立半田高等学校
愛知県立横須賀高等学校
愛知県立尾北高等学校
愛知県立犬山高等学校
聖霊高等学校
愛知県立一宮西高等学校
愛知県立木曽川高等学校
愛知県立杏和高校
愛知県立津島高等学校
【三重県】
四日市高等学校
四日市メリノール学院高等学校
暁中学校・高等学校
津高等学校
セントヨゼフ女子学園高等学校
名張青峰高等学校
名張高等学校
【滋賀県】
滋賀県立国際情報高等学校
近江兄弟社高等学校
立命館守山高等学校
【京都府】
京都市立紫野高等学校
京都府立山城高等学校
立命館宇治高等学校
京都外大西高等学校
花園高等学校
立命館高等学校
福知山成美高等学校
【大阪府】
大阪府立旭高等学校
大阪府立夕陽丘高等学校
大阪夕陽丘学園高等学校
大阪府立住吉高等学校
大谷高等学校
大阪府立市岡高等学校
梅花高等学校
アサンプション国際高等学校
大阪府立池田高等学校
大阪府立能勢高等学校・豊中高等学校能勢分校
大阪府立千里高等学校
大阪府立茨木高等学校
大阪府立芥川高等学校

大阪府立高槻北高等学校
高槻高等学校
同志社香里高等学校
大阪府立枚方高等学校
樟蔭高等学校
大阪府立松原高等学校
清教学園高等学校
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校
初芝立命館高等学校
【兵庫県】
神戸山手女子高等学校
神戸市立葺合高等学校
神戸大学附属中等教育学校
甲南高等学校
関西学院高等部
神戸女学院高等学部
兵庫県立伊丹高等学校
小林聖心女子学院高等学校
兵庫県立北摂三田高等学校
明石工業高等専門学校
【奈良県】
奈良女子大学附属中等教育学校
奈良県立高取国際高等学校
奈良県立法隆寺国際高等学校
奈良県立郡山高等学校
【鳥取県】
鳥取県立鳥取西高等学校
鳥取敬愛高等学校
鳥取県立鳥取東高等学校
鳥取城北高等学校
鳥取県立倉吉東高等学校
鳥取県立米子南高等学校
鳥取県立米子西高等学校
【島根県】
島根県立隠岐島前高等学校
開星高等学校
島根県立松江東高等学校
島根県立出雲高等学校
島根県立横田高等学校
島根県立吉賀高等学校
島根県立津和野高等学校
【岡山県】
清心女子高等学校
岡山県立玉野光南高等学校
岡山県立倉敷鷲羽高等学校
岡山県立玉島高等学校
金光学園高等学校
【広島県】
広島県立尾道東高等学校
広島県立尾道北高等学校
尾道高等学校
広島県立因島高等学校
広島県立三原高等学校
広島県立忠海高等学校
広島女学院高等学校
広島市立舟入高等学校
広島市立広島中等教育学校
広島県瀬戸内高等学校
広島大学附属高等学校
広島県立安芸府中高等学校
広島県立賀茂高等学校
広島県立賀茂北高等学校
【山口県】
山口県立柳井高等学校
聖光高等学校
山口県立華陵高等学校
野田学園高等学校
山口県立山口高等学校
山口県立宇部高等学校
サビエル高等学校
【香川県】
香川県立三木高等学校
【愛媛県】
愛媛県立松山東高等学校
愛媛大学附属高等学校
【福岡県】
福岡雙葉高等学校
上智福岡高等学校
福岡大学附属若葉高等学校
福岡女学院高等学校
中村学園女子高等学校
西南学院高等学校
福岡市立福岡女子高等学校
福岡県立糸島高等学校
福岡県立久留米高等学校
福岡県立八女農業高等学校
西日本短期大学附属高等学校
福岡県立山門高等学校

福岡県立朝倉高等学校
久留米信愛女学院高等学校
【佐賀県】
佐賀県立佐賀西高等学校
佐賀県立鳥栖高等学校
東明館高等学校
佐賀県立武雄高等学校
【長崎県】
長崎県立長崎東高等学校
長崎県立長崎南高等学校
長崎県立長崎北陽台高等学校
長崎県立大村高等学校
【熊本県】
熊本県立熊本北高等学校
熊本県立東稜高等学校
玉名女子高等学校
八代白百合学園高等学校
【大分県】
岩田高等学校
大分東明高等学校
大分県立別府鶴見丘高等学校
大分県立別府翔青高等学校
大分県立佐伯豊南高等学校
日本文理大学附属高等学校
【宮崎県】
宮崎県立宮崎商業高等学校
宮崎県立宮崎大宮高等学校
宮崎日本大学高等学校
宮崎県立本庄高等学校
宮崎県立日向高等学校
宮崎県立小林高等学校
日南学園高等学校
宮崎県立福島高等学校
宮崎県立日南振徳高等学校
【鹿児島県】
鹿児島県立甲南高等学校
鹿児島県立喜界高等学校
【沖縄県】
沖縄尚学高等学校
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【北海道】
北海道札幌国際情報高等学校
北海道札幌稲雲高等学校
北海道札幌手稲高等学校
北海道札幌丘珠高等学校
函館ラ・サール高等学校
北海道苫小牧東高等学校
北海道登別明日中等教育学校
市立札幌平岸高等学校
札幌聖心女子学院中学校・高等学校
北海道札幌南高等学校
北海道札幌西高等学校
札幌光星高等学校
市立札幌開成中等教育学校
北海道岩見沢東高等学校
立命館慶祥高等学校
北海道旭川東高等学校
北海道旭川北高等学校
旭川市立旭川中学校
北海道旭川東栄高等学校
北海道旭川永嶺高等学校
帯広大谷高等学校
北海道鹿追高等学校
北海道根室高等学校
北見北斗高等学校
【青森県】
三本木高等学校
八戸聖ウルスラ学院高等学校
【岩手県】
盛岡白百合学園高等学校
盛岡第三高等学校
盛岡第四高等学校
盛岡第一高等学校
岩手県立一関第一高等学校
水沢高等学校
岩手県立不来方高等学校
【宮城県】
宮城第一高等学校
聖ドミニコ学院高等学校
仙台第二高等学校
仙台高等専門学校　名取キャンパス
宮城学院高等学校
仙台市立人来田中学校
仙台育英学園高等学校
宮城県仙台第三高等学校
宮城県仙台二華高等学校
聖ウルスラ学院英智高等学校
宮城県仙台東高等学校
仙台第一高等学校
【山形県】
山形東高等学校
九里学園高等学校
米沢中央高等学校
長井高等学校
【福島県】
福島県立福島高等学校
福島高等学校
福島県立郡山高等学校
安積黎明高等学校
あさか開成高等学校
安積高等学校
福島県立会津学鳳高等学校
会津若松ザベリオ学園高等学校
【茨城県】
土浦日本大学中等教育学校
土浦日本大学高等学校
牛久栄進高等学校
牛久高等学校
東洋大学附属牛久高等学校
伊奈高等学校
竜ヶ崎第一高等学校
取手松陽高等学校
江戸川学園取手高等学校
竹園高等学校
茨城県立並木中等教育学校
茗溪学園高等学校
茗溪学園中学校
水戸第一高等学校
茨城県立水戸第二高等学校
茨城中学校
茨城高等学校
水戸葵陵高等学校
茨城県立水戸桜ノ牧高等学校
清真学園中学校
茨城キリスト教学園高等学校
【栃木県】
宇都宮文星女子高等学校
宇都宮中央女子高等学校
宇都宮高等学校
栃木県立宇都宮女子高等学校
作新学院高等学校
宇都宮短期大学附属高等学校
栃木県立宇都宮南高等学校
栃木県立宇都宮北高等学校

栃木県立鹿沼東高等学校
小山西高等学校
足利高等学校
栃木県立佐野高等学校
石橋高等学校
矢板東高等学校
栃木県立栃木翔南高等学校
【群馬県】
群馬県立中央中等教育学校
高崎女子高等学校
東京農業大学第二高等学校
富岡高等学校
群馬県立前橋高等学校
前橋女子高等学校
渋川高等学校
渋川女子高等学校
共愛学園高等学校
【埼玉県】
浦和西高等学校
埼玉県立大宮高等学校
浦和高等学校
大宮光陵高等学校
大宮北高等学校
川口北高等学校
蕨高等学校
浦和明の星女子中学・高等学校
栄東高等学校
淑徳与野高等学校
開智中学・高等学校
草加南高等学校
不動岡高等学校
叡明高等学校
川越東高等学校
川越女子高等学校
城西大学付属川越高等学校
西武学園文理高等学校
立教新座高等学校
慶應義塾志木高等学校
聖望学園高等学校
自由の森学園高等学校
伊奈学園総合高等学校
早稲田大学本庄高等学院
秩父高等学校
【千葉県】
千葉高等学校
植草学園大学附属高等学校
千葉市立稲毛高等学校
昭和学院秀英高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
幕張総合高等学校
千葉東高等学校
聖徳大学附属女子高等学校
専修大学松戸高等学校
学校法人市川学園市川中学・高等学校
昭和学院高等学校
昭和学院中学校
国府台高等学校
国府台女子学院高等部
千葉県立船橋高等学校
薬園台高等学校
津田沼高等学校
東邦大学付属東邦高等学校
千葉英和高等学校
八千代松陰高等学校
芝浦工業大学柏高等学校
柏の葉高等学校
千葉県立東葛飾中学校
東葛飾高等学校
麗澤高等学校
成田高等学校
成田国際高等学校
成田市立公津の杜中学校
佐原高等学校
成東高等学校
文理開成高等学校
【東京都】
日比谷高等学校
東洋高等学校
共立女子中学高等学校
正則学園高等学校
千代田区立九段中等教育学校
二松学舎大学附属高等学校
女子学院中学校
女子学院高等学校
麹町学園女子中学校・高等学校
雙葉高等学校
白百合学園中学高等学校
大妻高等学校
晴海総合高等学校
芝高等学校
麻布高等学校
広尾学園高等学校
東洋英和女学院中学部
東洋英和女学院高等部

山脇学園高等学校
東京女子学園高等学校
明治学院高等学校
東京都立三田高等学校
慶應義塾女子高等学校
普連土学園高等学校
高輪高等学校
岩倉高等学校
東京都立上野高等学校
竹早高等学校
東京学芸大学附属竹早中学校
筑波大学附属高等学校
獨協中学・高等学校
中央大学高等学校
お茶の水女子大学附属高等学校
京華中学・高等学校
跡見学園中学校
小石川中等教育学校
駒込中学校・高等学校
工芸高等学校
桜蔭中学校・高等学校
文京学院大学女子高等学校
順天高等学校
王子総合高等学校
東京成徳大学高等学校
飛鳥高等学校
女子聖学院高等学校
開成高等学校
東京都立足立高等学校
立志舎高等学校
安田学園高等学校
日本大学第一高等学校
両国高等学校
関東第一高等学校
深川高等学校
芝浦工業大学附属中学高等学校
かえつ有明中学校・高等学校
東京都立科学技術高等学校
朋優学院高等学校
品川女子学院中等部
品川女子学院高等部
香蘭女学校中等科・高等科
青稜高等学校
立正大学附属立正中学校・高等学校
東京都立田園調布高等学校
國學院高等学校
青山高等学校
渋谷教育学園渋谷高等学校
渋谷教育学園渋谷中学校
実践女子学園高等学校
東京女学館中学校
東京女学館高等学校
青山学院高等部
関東国際高等学校
富士見丘高等学校
富士見丘中学校
トキワ松学園高等学校
桜修館中等教育学校
八雲学園高等学校
東京都立国際高等学校
目黒学院高等学校
筑波大学附属駒場中学校
筑波大学附属駒場高等学校
駒場東邦中学校
東京学芸大学附属高等学校
世田谷学園高等学校
昭和女子大学附属昭和高等学校
東京農業大学第一高等学校
恵泉女学園中学・高等学校
鷗友学園女子高等学校
成城学園高等学校
東京都市大学付属中学校・高等学校
東京都市大学等々力高等学校
田園調布雙葉高等学校
三田国際学園中学校・高等学校
田園調布学園高等部
駒澤大学高等学校
新宿高等学校
戸山高等学校
早稲田高等学校
学習院女子中・高等科
成城高等学校
東亜学園高等学校
大妻中野高等学校
東京都立富士高等学校附属中学校
東京都立富士高等学校
宝仙学園中学・高等学校共学部
東京大学教育学部附属中等教育学校
鷺宮高等学校
光塩女子学院高等科
文化学園大学杉並中学・高等学校
杉並学院中学・高等学校
豊多摩高等学校
女子美術大学付属高等学校

日本大学第二高等学校
中央大学杉並高等学校
杉並総合高等学校
都立西高等学校
國學院大學久我山高等学校
立教女学院中学校・高等学校
海城高等学校
海城中学校
保善高等学校
淑徳巣鴨高等学校
本郷高等学校
巣鴨高等学校
豊島岡女子学園高等学校
立教池袋高等学校
学習院中等科
豊島区立千登世橋中学校
学習院高等科
千早高等学校
北園高等学校
日本大学豊山女子高等学校
城北学園高等学校
富士見中学高等学校
早稲田大学高等学院
東京学芸大学附属国際中等教育学校
吉祥女子中学・高等学校
東京都立武蔵高等学校
東京都立武蔵高等学校附属中学校
聖徳学園高等学校
成蹊中学校
成蹊高等学校
明星学園高等学校
法政大学中学高等学校
三鷹中等教育学校
明治大学付属明治高等学校
明治大学付属明治中学校
桐朋女子高等学校
晃華学園高等学校
明星中学高等学校
国際基督教大学高等学校
中央大学附属高等学校
国分寺高等学校
早稲田実業学校高等部
国立高等学校
桐朋高等学校
桐朋中学校
東京都立田無高等学校
明法高等学校
明治学院東村山高等学校
立川高等学校
日野台高等学校
東京純心女子高等学校
松が谷高等学校
帝京大学中学・高等学校
八王子学園　八王子中学高等学校
頴明館中学高等学校
東京工業高等専門学校
桜美林高等学校
玉川学園中学部
啓明学園高等学校
東海大学菅生高等学校
狛江高等学校
武蔵野女子学院高等学校
大妻多摩高等学校
【神奈川県】
川崎市立橘高等学校
法政大学第二中学校
法政大学第二高等学校
洗足学園中学校
洗足学園高等学校
カリタス女子中学高等学校
多摩高等学校
日本女子大学附属高等学校
桐光学園高等学校
横浜平沼高等学校
浅野高等学校
神奈川総合高等学校
横浜翠嵐高等学校
捜真女学校中学部
捜真女学校高等学部
港北高等学校
慶應義塾高等学校
日本大学高等学校
荏田高等学校
サレジオ学院中学校・高等学校
中央大学附属横浜中学校・高等学校
市ヶ尾高等学校
桐蔭学園高等学校
神奈川大学附属高等学校
森村学園高等部
聖ヨゼフ学園高等学校
横浜サイエンスフロンティア高等学校
法政大学国際高等学校
横浜市立みなと総合高等学校
横浜立野高等学校

横浜緑ヶ丘高等学校
横浜雙葉高等学校
フェリス女学院高等学校
聖光学院高等学校
関東学院中学校
市立横浜商業高等学校
横浜国際高等学校
横浜市立南高等学校
金沢総合高等学校
追浜高等学校
横須賀高等学校
横須賀学院中学校
横須賀学院高等学校
横須賀総合高等学校
横浜市立桜丘高等学校
横浜商科大学高等学校
横浜富士見丘学園中等教育学校
大和高等学校
聖セシリア女子中学・高等学校
厚木高等学校
厚木市立南毛利中学校
公文国際学園高等部
舞岡高等学校
横浜桜陽高等学校
柏陽高等学校
山手学院高等学校
横浜栄高等学校
大船高等学校
鎌倉学園高等学校
栄光学園高等学校
清泉女学院中学校
清泉女学院高等学校
鎌倉女学院高等学校
鎌倉女学院中学校
七里ガ浜高等学校
鎌倉高等学校
逗子高等学校
逗子開成高等学校
湘南高等学校
湘南白百合学園高等学校
湘南学園高等学校
座間総合高等学校
弥栄高等学校
相模原高等学校
相模原中等教育学校
相模女子大学高等部
慶應義塾湘南藤沢高等部
鶴嶺高等学校
平塚中等教育学校
自修館中等教育学校
【新潟県】
新潟県立長岡高等学校
新潟県立長岡大手高等学校
長岡農業高等学校
新潟県立長岡向陵高等学校
長岡工業高等専門学校
新潟県立糸魚川高等学校
直江津中等教育学校
上越高等学校
高田高等学校
高田北城高等学校
国際情報高等学校
新潟県立津南中等教育学校
新潟明訓高等学校
新潟市立高志中等教育学校
新潟江南高等学校
新潟南高等学校
新潟清心女子中学校
新潟清心女子高等学校
敬和学園高等学校
新潟青陵高等学校
新潟中央高等学校
新潟県立新潟高等学校
新潟県立新潟商業高等学校
新潟第一高等学校
佐渡高等学校
新潟県立巻高等学校
新潟県立新津南高等学校
新発田中央高等学校
新潟県立新発田高等学校
開志国際高等学校
【富山県】
呉羽高等学校
富山国際大学付属高等学校
富山高等専門学校（本郷キャンパス）
【石川県】
金沢市立大徳中学校
星稜高等学校
金沢伏見高等学校
金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校
金沢二水高等学校
金沢錦丘高等学校
金沢泉丘高等学校
小松市立高等学校
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小松明峰高等学校
石川県立小松高等学校
【福井県】
北陸高等学校
藤島高等学校
福井工業大学附属福井高等学校
三国高等学校
武生東高等学校
丹南高等学校
足羽高等学校
【山梨県】
駿台甲府高等学校
甲府西高等学校
駿台甲府中学校
山梨英和高等学校
都留高等学校
富士河口湖高等学校
富士学苑高等学校
甲陵高等学校
北杜高等学校
【長野県】
長野県長野高等学校
長野西高等学校
長野日本大学高等学校
長野工業高等専門学校
佐久長聖高等学校
上田西高等学校
長野県上田高等学校
屋代高等学校
篠ノ井高等学校
信濃町立信濃小中学校
松本秀峰中等教育学校
長野県松本筑摩高等学校
長野県松本県ヶ丘高等学校
長野県松本深志高等学校
東海大学付属第三高等学校
長野県諏訪清陵高等学校
長野県岡谷南高等学校
長野県飯田高等学校
飯田女子高等学校
長野県飯田風越高等学校
長野県伊那北高等学校
【岐阜県】
加納高等学校
学法）岐阜済美学院　済美高等学校
岐阜東高等学校
岐阜高等学校
岐阜第一高等学校
岐阜農林高等学校
岐阜工業高等専門学校
聖マリア女学院高等学校
関高等学校
岐山高等学校
長良高等学校
岐阜北高等学校
大垣北高等学校
大垣東高等学校
大垣南高等学校
各務原高等学校
美濃加茂高等学校
飛騨高山高等学校
高山西高等学校
斐太高等学校
多治見北高等学校
【静岡県】
加藤学園暁秀高等学校
沼津西高等学校
不二聖心女子学院高等学校
不二聖心女子学院中学校
沼津工業高等専門学校
吉原高等学校
静岡城北高等学校
静岡高等学校
清水東高等学校
清水南高等学校
藤枝西高等学校
藤枝明誠高等学校
島田商業高等学校
金谷高等学校
浜松湖南高等学校
浜松西高等学校

【愛知県】
愛知県立豊橋東高等学校
愛知県立御津高等学校
愛知県立時習館高等学校
愛知県立国府高等学校
愛知県立蒲郡高等学校
学校法人海陽学園　海陽中等教育学校
愛知県立岡崎北高等学校
光ヶ丘女子高等学校
愛知県立西尾高等学校
愛知県立刈谷北高等学校
愛知県立刈谷高等学校
愛知県立名古屋西高等学校
愛知県立新川高等学校
名城大学附属高等学校
名古屋市立桜台高等学校
愛知県立鳴海高等学校
名古屋市立丸の内中学校
金城学院高等学校
愛知県立明和高等学校
愛知県立旭丘高等学校
名古屋高等学校
名古屋市立菊里高等学校
椙山女学園高等学校
愛知高等学校
名古屋大学教育学部附属中・高等学校
愛知淑徳高等学校
名古屋市立名東高等学校
愛知県立千種高等学校
名古屋市立向陽高等学校
南山高等学校男子部
愛知県立瑞陵高等学校
愛知県立昭和高等学校
愛知県立豊田高等学校
南山国際高等学校
星城高等学校
愛知県立豊野高等学校
愛知県立阿久比高等学校
愛知県立豊田北高等学校
豊田工業高等専門学校
愛知県立知立東高等学校
愛知県立長久手高等学校
愛知県立西春高等学校
愛知県立尾北高等学校
滝高等学校
愛知県立春日井高等学校
中部大学春日丘高等学校
愛知啓成高等学校
愛知県立木曽川高等学校
愛知県立津島高等学校
【三重県】
鈴鹿市立白子中学校
鈴鹿工業高等専門学校
津高等学校
高田高等学校
セントヨゼフ女子学園高等学校
愛農学園農業高等学校
【滋賀県】
滋賀県立東大津高等学校
滋賀県立国際情報高等学校
滋賀県立米原高等学校
滋賀県立彦根東高等学校
近江兄弟社高等学校
光泉高等学校
【京都府】
京都産業大学附属高等学校
同志社女子高等学校
京都市立紫野高等学校
京都府立山城高等学校
京都市立堀川高等学校
京都市立西京高等学校附属中学校
京都市立日吉ヶ丘高等学校
大谷高等学校
大谷中学高等学校
京都女子高等学校
京都府立洛北高等学校
同志社高等学校
同志社国際高等学校
立命館宇治高等学校
京都橘高等学校
京都教育大学附属高等学校

京都府立嵯峨野高等学校
立命館中学校
【大阪府】
大阪府立東淀川高等学校
関西大学北陽高等学校
大阪成蹊女子高等学校
大阪市立東高等学校
開明高等学校
大阪女学院高等学校
明星高等学校
四天王寺高等学校
大阪教育大学附属天王寺中学校
大阪夕陽丘学園高等学校
大阪市立工芸高等学校
大阪府立天王寺高等学校
大阪府立住吉高等学校
関西外語専門学校国際高等課程
梅花高等学校
箕面自由学園高等学校
大阪府立桜塚高等学校
大阪府立箕面高等学校
関西学院千里国際高等部
アサンプション国際高等学校
大阪府立池田北高等学校
大阪教育大学附属高等学校池田校舎
大阪府立能勢高等学校・豊中高等学校能勢分校
大阪府立山田高等学校
大阪府立千里高等学校
吹田市立青山台中学校
早稲田摂陵高等学校
関西大倉高等学校
大阪府立高槻北高等学校
同志社香里高等学校
大阪府立枚方高等学校
大阪府立香里丘高等学校
太成学院大学高等学校
大阪府立布施高等学校
大阪府立花園高等学校
大阪府立長野高等学校
清教学園中学校
清教学園高等学校
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校
賢明学院高等学校
初芝立命館高等学校
【兵庫県】
神戸市立葺合高等学校
兵庫県立伊川谷高等学校
神戸国際高等学校
啓明学院中学校
啓明学院高等学校
兵庫県立舞子高等学校
神戸海星女子学院高等学校
兵庫県立東灘高等学校
神戸市立六甲アイランド高等学校
神戸大学附属中等教育学校
兵庫県立芦屋国際中等教育学校
兵庫県立国際高等学校
芦屋市立山手中学校
甲南高等学校
関西学院高等部
神戸女学院高等学部
小林聖心女子学院高等学校
雲雀丘学園高等学校
兵庫県立宝塚北高等学校
三田学園高等学校
賢明女子学院中学校
姫路工業高等学校
兵庫県立三木高等学校
兵庫県立社高等学校
兵庫県立小野高等学校
【奈良県】
奈良県立奈良北高等学校
奈良市立一条高等学校
奈良県立奈良高等学校
東大寺学園高等学校
奈良県立平城高等学校
奈良県立畝傍高等学校
奈良県立高取国際高等学校
西大和学園高等学校
奈良県立郡山高等学校
大和郡山市立郡山中学校

【和歌山県】
和歌山県立桐蔭高等学校
和歌山信愛高等学校
和歌山県立星林高等学校
和歌山県立海南高等学校
和歌山県立神島高等学校
【鳥取県】
鳥取県立鳥取西高等学校
鳥取県立八頭高等学校
青翔開智高等学校
鳥取県立倉吉東高等学校
鳥取県立米子南高等学校
鳥取県立米子東高等学校
米子北高等学校
鳥取県立米子西高等学校
鳥取県立青谷高等学校
湯梨浜高等学校
鳥取県立鳥取中央育英高等学校
【島根県】
島根県立隠岐島前高等学校
開星高等学校
島根県立松江東高等学校
島根県立飯南高等学校
島根県立松江南高等学校
島根県立益田高等学校
島根県立吉賀高等学校
島根県立津和野高等学校
【岡山県】
就実高等学校
清心女子高等学校
岡山県立岡山城東高等学校
岡山県立岡山朝日高等学校
津山工業高等専門学校
岡山白陵高等学校
岡山県立玉島高等学校
【広島県】
広島県立尾道商業高等学校
広島県立尾道東高等学校
尾道高等学校
広島大学附属三原中学校
広島県立三原高等学校
広島県立忠海高等学校
広島市立基町高等学校
広島女学院高等学校
広島市立舟入高等学校
広島市立美鈴が丘高等学校
広島なぎさ高等学校
ノートルダム清心高等学校
ノートルダム清心中学校
広島県立広島井口高等学校
広島県立広島皆実高等学校
広島大学附属高等学校
広島大学附属中学校
進徳女子高等学校
比治山女子高等学校
広島県立安芸府中高等学校
呉高等学校
呉港高等学校
呉工業高等専門学校
広島県立賀茂高等学校
広島県立広島高等学校
武田高等学校
【山口県】
高水高等学校付属中学校
聖光高等学校
山口県立光高等学校
山口県立華陵高等学校
サビエル高等学校
【香川県】
高松第一高等学校
香川誠陵高等学校
香川県立丸亀高等学校
【愛媛県】
愛媛県立松山東高等学校
【高知県】
土佐塾高等学校
高知学芸高等学校
高知県立嶺北高等学校
【福岡県】
九州国際大学付属高等学校
福岡県立東筑高等学校

福岡県立福岡中央高等学校
筑紫女学園高等学校
福岡雙葉高等学校
上智福岡中学校
上智福岡高等学校
福岡大学附属大濠高等学校
福岡女学院高等学校
福岡海星女子学院高等学校
福岡県立柏陵高等学校
福岡県立宗像高等学校
東福岡高等学校
中村学園女子高等学校
福岡県立修猷館高等学校
西南学院高等学校
福岡県立筑紫丘高等学校
福岡県立筑紫高等学校
筑陽学園高等学校
福岡県立太宰府高等学校
中村学園三陽高等学校
福岡舞鶴高等学校
福岡県立嘉穂高等学校
福岡県立明善高等学校
柳川高等学校
八女学院高等学校
福岡県立輝翔館中等教育学校
大牟田高等学校
久留米大学附設高等学校
福岡県立浮羽究真館高等学校
【佐賀県】
佐賀県立佐賀西高等学校
龍谷高等学校
佐賀県立佐賀北高等学校
佐賀県立鳥栖高等学校
東明館高等学校
佐賀県立神埼清明高等学校
佐賀県立武雄高等学校
早稲田佐賀高等学校
早稲田佐賀中学校
佐賀県立伊万里高等学校
佐賀県立致遠館高等学校
【長崎県】
こころ未来高等学校
長崎県立長崎西高等学校
長崎県立大村高等学校
聖和女子学院高等学校
【熊本県】
熊本県立熊本北高等学校
熊本県立熊本高等学校
真和高等学校
熊本県立八代高等学校
【大分県】
大分県立大分上野丘高等学校
大分県立大分豊府高等学校
岩田中学校
岩田高等学校
大分県立大分舞鶴高等学校
大分県立大分西高等学校
大分県立中津南高等学校
大分県立別府翔青高等学校
日本文理大学附属高等学校
大分県立佐伯鶴城高等学校
【宮崎県】
宮崎県立宮崎商業高等学校
日章学園高等学校
宮崎第一高等学校
日南学園高等学校
【鹿児島県】
鹿児島高等学校
鳳凰高等学校
【沖縄県】
沖縄県立開邦高等学校
興南高等学校
沖縄尚学高等学校
沖縄県立読谷高等学校
沖縄県立八重山高等学校

【北海道】
市立札幌新川高等学校
北海道札幌国際情報高等学校
市立札幌藻岩高等学校
北海道七飯高等学校
市立札幌平岸高等学校
札幌山の手高等学校
北星学園女子高等学校
札幌聖心女子学院中学校・高等学校
立命館慶祥高等学校
北海道旭川北高等学校

旭川藤女子高等学校
旭川工業高等専門学校
北海道旭川南高等学校
北海道旭川農業高等学校
旭川大学高等学校
北海道旭川永嶺高等学校
北海道音更高等学校
帯広北高等学校
帯広大谷高等学校
北海道帯広南商業高等学校
北海道鹿追高等学校

北見藤女子高等学校
北海道遠軽高等学校
北海道女満別高等学校
北海道斜里高等学校
【岩手県】
盛岡白百合学園高等学校
盛岡第一高等学校
岩手県立一関第一高等学校
水沢高等学校
釜石高等学校
岩手県立不来方高等学校

岩手県立葛巻高等学校
【宮城県】
尚絅学院高等学校
泉高等学校
仙台白百合学園高等学校
宮城県富谷高等学校
仙台市立仙台高等学校
宮城学院高等学校
宮城県仙台第三高等学校
宮城県仙台二華高等学校
聖ウルスラ学院英智高等学校

宮城県仙台東高等学校
【山形県】
九里学園高等学校
米沢工業高等学校
【福島県】
あさか開成高等学校
郡山女子大学附属高等学校
福島県立会津学鳳高等学校
【茨城県】
土浦日本大学中等教育学校
茨城県立並木中等教育学校
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茗溪学園高等学校
茨城県立水戸第二高等学校
茨城県立水戸桜ノ牧高等学校
清真学園高等学校
波崎柳川高等学校
明秀学園日立高等学校
日立第二高等学校
茨城キリスト教学園高等学校
【栃木県】
宇都宮文星女子高等学校
栃木県立宇都宮女子高等学校
栃木県立宇都宮南高等学校
栃木県立宇都宮北高等学校
栃木県立鹿沼東高等学校
佐野日本大学高等学校
栃木県立栃木翔南高等学校
【群馬県】
明和県央高等学校
群馬県立前橋西高等学校
群馬県立前橋高等学校
伊勢崎高等学校
群馬県立桐生女子高等学校
共愛学園高等学校
【埼玉県】
浦和西高等学校
浦和第一女子高等学校
埼玉県立大宮高等学校
浦和高等学校
浦和学院高等学校
草加南高等学校
越谷南高等学校
山村国際高等学校
埼玉県立坂戸高等学校
埼玉県立和光国際高等学校
大妻嵐山高等学校
国際学院高等学校
早稲田大学本庄高等学院
【千葉県】
千葉市立稲毛高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
千葉女子高等学校
専修大学松戸高等学校
東邦大学付属東邦高等学校
流通経済大学付属柏高等学校
麗澤高等学校
東京学館浦安高等学校
成田国際高等学校
【東京都】
大島海洋国際高等学校
麹町学園女子中学校・高等学校
東洋英和女学院高等部
明治学院高等学校
東京都立三田高等学校
普連土学園高等学校
白鴎高等学校
竹早高等学校
お茶の水女子大学附属高等学校
順天高等学校
飛鳥高等学校
女子聖学院高等学校
かえつ有明中学校・高等学校
品川女子学院高等部
つばさ総合高等学校
東京都立田園調布高等学校
渋谷教育学園渋谷高等学校
青山学院高等部
東京都立国際高等学校
恵泉女学園中学・高等学校
玉川聖学院高等部
学習院女子中・高等科
東京都立富士高等学校
女子美術大学付属高等学校
杉並総合高等学校
学習院高等科
早稲田大学高等学院
井草高等学校
東京学芸大学附属国際中等教育学校
田柄高等学校
武蔵野北高等学校
成蹊高等学校
法政大学中学高等学校
三鷹中等教育学校
調布南高等学校
桐朋女子高等学校
国際基督教大学高等学校
明治学院東村山高等学校
立川国際中等教育学校
富士森高等学校
八王子学園　八王子中学高等学校
東京都立町田高等学校
桜美林高等学校
啓明学園高等学校
狛江高等学校
武蔵野女子学院高等学校
拓殖大学第一高等学校
【神奈川県】
法政大学第二高等学校
カリタス女子中学高等学校

日本女子大学附属高等学校
桐光学園高等学校
神奈川総合高等学校
捜真女学校高等学部
元石川高等学校
森村学園高等部
横浜市立東高等学校
横浜雙葉高等学校
横浜創学館高等学校
横須賀高等学校
横須賀学院高等学校
聖セシリア女子中学・高等学校
大和西高等学校
厚木高等学校
公文国際学園高等部
大船高等学校
聖園女学院中学・高等学校
弥栄高等学校
相模原中等教育学校
神奈川総合産業高等学校
慶應義塾湘南藤沢高等部
神奈川県立伊志田高等学校
【新潟県】
新潟県立長岡高等学校
帝京長岡高等学校
新潟県立長岡大手高等学校
新潟県立長岡向陵高等学校
新潟県立糸魚川高等学校
直江津中等教育学校
上越高等学校
関根学園高等学校
高田高等学校
高田北城高等学校
新潟県立小千谷高等学校
十日町高等学校
久比岐高等学校
国際情報高等学校
新潟明訓高等学校
新潟青陵高等学校
新潟中央高等学校
新潟県立新潟高等学校
新潟県立新潟商業高等学校
新潟県立巻高等学校
新潟県立新津高等学校
新発田中央高等学校
新潟県立新発田高等学校
【富山県】
富山国際大学付属高等学校
【石川県】
金沢西高等学校
金沢伏見高等学校
金沢高等学校
小松大谷高等学校
小松市立高等学校
小松明峰高等学校
小松工業高等学校
【福井県】
仁愛女子高等学校
北陸高等学校
藤島高等学校
丸岡高等学校
福井県立勝山高等学校
大野高等学校
三国高等学校
武生東高等学校
丹南高等学校
鯖江高等学校
羽水高等学校
金津高等学校
美方高等学校
【山梨県】
山梨英和高等学校
富士河口湖高等学校
富士学苑高等学校
山梨県立笛吹高校
【長野県】
長野西高等学校
長野県長野吉田高等学校
長野県上田高等学校
篠ノ井高等学校
軽井沢高等学校
長野県松本県ヶ丘高等学校
長野県松本美須々ヶ丘高等学校
長野県諏訪清陵高等学校
下諏訪向陽高等学校
長野県岡谷南高等学校
長野県飯田高等学校
長野県飯田風越高等学校
長野県伊那弥生ヶ丘高等学校
長野県伊那北高等学校
長野県塩尻志学館高等学校
高松学園　伊那西高等学校
長野県豊科高等学校
【岐阜県】
加納高等学校
岐阜総合学園高等学校
富田高等学校
聖マリア女学院高等学校

関高等学校
長良高等学校
岐阜北高等学校
大垣北高等学校
大垣東高等学校
各務原高等学校
【静岡県】
不二聖心女子学院高等学校
静岡県立三島北高等学校
御殿場高等学校
吉原高等学校
静岡学園高等学校
静岡城北高等学校
常葉学園橘中学校・高等学校
常葉学園高等学校
藤枝西高等学校
浜松聖星高等学校
聖隷クリストファー中・高等学校
浜北西高等学校
常葉学園菊川高等学校
【愛知県】
愛知県立豊橋東高等学校
愛知県立小坂井高等学校
愛知県立御津高等学校
愛知県立成章高等学校
愛知県立豊橋西高等学校
愛知県立豊橋南高等学校
愛知県立国府高等学校
愛知県立岡崎西高等学校
愛知県立安城東高等学校
愛知県立碧南高等学校
愛知県立新川高等学校
愛知県立中村高等学校
大同大学大同高等学校
愛知県立名古屋南高等学校
愛知県立愛知商業高等学校
愛知県立旭丘高等学校
名古屋市立北高等学校
名古屋経済大学市邨高等学校
名古屋大学教育学部附属中・高等学校
名古屋市立名東高等学校
愛知県立千種高等学校
東邦高等学校
愛知県立昭和高等学校
中部大学第一高等学校
星城高等学校
愛知県立阿久比高等学校
愛知県立武豊高等学校
愛知県立豊田西高等学校
愛知県立知立東高等学校
愛知県立大府東高等学校
愛知県立大府高等学校
愛知県立半田高等学校
愛知県立横須賀高等学校
愛知県立尾北高等学校
中部大学春日丘高等学校
聖霊高等学校
愛知県立美和高等学校
愛知県立一宮商業高等学校
愛知県立一宮西高等学校
愛知県立木曽川高等学校
愛知県立杏和高校
愛知県立津島高等学校
【三重県】
四日市高等学校
津高等学校
セントヨゼフ女子学園高等学校
【滋賀県】
比叡山高等学校
滋賀県立国際情報高等学校
近江兄弟社高等学校
光泉高等学校
滋賀県立水口高等学校
【京都府】
平安女学院高等学校
京都市立紫野高等学校
京都府立山城高等学校
京都橘高等学校
京都外大西高等学校
花園高等学校
京都府立西舞鶴高等学校
【大阪府】
大阪府立旭高等学校
大阪府立夕陽丘高等学校
大阪夕陽丘学園高等学校
大阪府立住吉高等学校
大谷高等学校
大阪府立市岡高等学校
好文学園女子高等学校
梅花高等学校
大阪府立箕面高等学校
大阪府立池田高等学校
大阪府立能勢高等学校・豊中高等学校能勢分校
大阪府立千里高等学校
大阪府立茨木高等学校
大阪府立大冠高等学校
大阪府立芥川高等学校
大阪府立高槻北高等学校

同志社香里高等学校
大阪府立枚方高等学校
大阪府立布施高等学校
樟蔭高等学校
大阪府立花園高等学校
大阪府立松原高等学校
大阪府立狭山高等学校
香ヶ丘リベルテ高等学校
帝塚山学院泉ヶ丘高等学校
大阪府立佐野高等学校
大阪府立登美丘高等学校
初芝立命館高等学校
【兵庫県】
神戸山手女子高等学校
神戸市立葺合高等学校
啓明学院高等学校
甲南高等学校
関西学院高等部
神戸女学院高等学部
小林聖心女子学院高等学校
兵庫県立北条高等学校
【奈良県】
奈良女子大学附属中等教育学校
奈良県立高取国際高等学校
奈良県立法隆寺国際高等学校
奈良県立郡山高等学校
【和歌山県】
和歌山県立耐久高等学校
和歌山県立日高高等学校
和歌山県立南部高等学校
和歌山県立神島高等学校
和歌山県立田辺高等学校
【鳥取県】
鳥取県立鳥取西高等学校
鳥取敬愛高等学校
鳥取県立鳥取東高等学校
鳥取県立倉吉東高等学校
鳥取県立米子高等学校
鳥取県立米子東高等学校
米子北高等学校
米子北斗高等学校
鳥取県立境高等学校
鳥取県立鳥取中央育英高等学校
【島根県】
島根県立隠岐島前高等学校
開星高等学校
島根県立松江東高等学校
島根県立平田高等学校
島根県立出雲農林高等学校
島根県立江津高等学校
島根県立浜田高等学校
島根県立横田高等学校
島根県立津和野高等学校
【岡山県】
明誠学院高等学校
岡山県立岡山東商業高等学校
岡山県立倉敷鷲羽高等学校
岡山県立玉島高等学校
岡山県高梁日新高等学校
岡山県共生高等学校
金光学園高等学校
おかやま山陽高等学校
【広島県】
福山市立福山高等学校
福山暁の星女子高等学校
広島県立尾道東高等学校
広島県立尾道北高等学校
尾道高等学校
広島県立御調高等学校
広島県立因島高等学校
広島県立三原高等学校
広島県立忠海高等学校
広島女学院高等学校
広島市立舟入高等学校
広島城北高等学校
広島県瀬戸内高等学校
広島大学附属高等学校
広島県立安芸府中高等学校
広島国際学院高等学校
広島県立賀茂高等学校
近畿大学附属広島高等学校東広島校
広島県立賀茂北高等学校
武田高等学校
【山口県】
聖光高等学校
山口県立光高等学校
山口県立華陵高等学校
山口県桜ケ丘高等学校
山口県立防府商工高等学校
山口県立山口中央高等学校
野田学園高等学校
山口県立山口高等学校
サビエル高等学校
【徳島県】
徳島県立鳴門高等学校
徳島県立名西高等学校
【香川県】
香川県立三木高等学校

【愛媛県】
愛媛県立松山東高等学校
【高知県】
高知県立高知南高等学校
土佐塾高等学校
【福岡県】
福岡雙葉高等学校
上智福岡高等学校
福岡大学附属若葉高等学校
福岡女学院高等学校
西南学院高等学校
福岡県立筑紫中央高等学校
福岡市立福岡女子高等学校
福岡市立福岡西陵高等学校
福岡県立糸島高等学校
福岡県立久留米高等学校
柳川高等学校
福岡県立八女農業高等学校
西日本短期大学附属高等学校
福岡県立山門高等学校
福岡県立三池高等学校
久留米信愛女学院高等学校
【佐賀県】
佐賀県立佐賀西高等学校
佐賀県立佐賀北高等学校
佐賀県立鳥栖高等学校
佐賀県立神埼高等学校
佐賀県立武雄高等学校
佐賀県立有田工業高等学校
佐賀県立小城高等学校
佐賀県立三養基高等学校
【長崎県】
長崎県立長崎東高等学校
長崎県立諫早商業高等学校
鎮西学院高等学校
長崎県立大村高等学校
長崎県立佐世保商業高等学校
長崎県立波佐見高等学校
【熊本県】
熊本県立第一高等学校
熊本県立済々黌高等学校
熊本県立熊本北高等学校
熊本県立東稜高等学校
玉名女子高等学校
熊本県立北稜高等学校
熊本県立玉名高等学校
熊本県立八代高等学校
熊本県立宇土高等学校
【大分県】
大分高等学校
岩田高等学校
大分東明高等学校
大分県立杵築高等学校
大分県立別府鶴見丘高等学校
大分県立別府翔青高等学校
大分県立佐伯豊南高等学校
日本文理大学附属高等学校
大分県立佐伯鶴城高等学校
【宮崎県】
宮崎県立宮崎商業高等学校
宮崎県立宮崎大宮高等学校
宮崎日本大学高等学校
宮崎県立宮崎北高等学校
鵬翔高等学校
宮崎県立宮崎南高等学校
宮崎県立日向高等学校
宮崎県立都城農業高等学校
宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校
宮崎県立都城商業高等学校
宮崎県立都城西高等学校
宮崎県立小林高等学校
宮崎県立小林秀峰高等学校
日南学園高等学校
宮崎県立都農高等学校
都城東高等学校
宮崎県立日南振徳高等学校
【鹿児島県】
鹿児島県立甲南高等学校
鹿児島情報高等学校
出水中央高等学校
鹿児島県立伊集院高等学校
鹿児島県立国分高等学校
【沖縄県】
沖縄尚学高等学校
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2020年��年間派遣プログラム
奨学金のご案内

2020年間派遣プログラム（第67期）では、AFS日本協会の選考試験（P65）を通過し、受入国が内定した方
を対象に、奨学金の申請を受け付けます。本冊子では各奨学金の概要についてご案内しますが、申込手続き
や必要書類などの詳細は、選考試験通過者にお知らせします。

奨学金申請期間：2019年6月～7月
（一部を除く。詳細は選考試験通過者にお知らせします。）
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AFS年間派遣プログラムで受入国が内定した方は、以下の奨学金に応募できます。
※�本項で案内する奨学金に応募できるのは、一部の奨学金を除き、Ａ日程もしくはＢ日程で受験し一般選考を通過するか、
公募制推薦で７月末までに合格し、受入国が内定した方に限られます。
　申し込みに必要な書類や期日については、派遣が内定した方にお知らせします。

■全国対象

奨学金名 支給額 対象者 人数 掲載

ボランティア奨学金 50万円
成績優秀で、保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万
円以下である者

５名 ★ P105

森村豊明会　
高校留学奨学金

50万円
成績優秀で、保護者の給与等の年間収入金額の合計額が1,000
万円以下である者

６名 ★ P105

オデッセイIT奨学金 50万円

㈱オデッセイコミュニケーションズが実施する特定資格の取
得、又は、IT分野における国家資格の取得によってITスキルを
証明できる書類を提出できる者であり、保護者の給与等の年間
収入金額の合計額が400万円以下である者
※�Ｃ日程で受験し選考試験を通過した者も対象とする

１名 ★ P106

■地域限定
地域限定の奨学金は、居住地のほか通学先の地域が限定されている場合があります。
詳細は該当ページで確認してください。

奨学金名 地域 対象者 支給額 人数 掲載

AFSどさんこ奨学金 北海道
学業、人物とも優秀で、保護者の
給与などの年間所得収入の合計金
額が800万円以下である者

50万円 １～２名 ★ P107

みちのく応援奨学金

青森県・岩手県・宮城県・
福島県の全域および茨城
県・千葉県の東日本大震
災および福島原発事故発
生当時　災害救助法適用
自治体

学業、人物とも優秀で、AFS日本
協会が経済的必要度が高いと判断
する者

50万円 ３名 ★ P107

AFS山形ふるさと奨学金 山形県

成績優秀で経済的必要度の高い者
（保護者の給与などの年間所得収
入金額の合計額が800万円以下を
原則とする）

50万円 ２名 ★ P108

（公財）新潟市国際交流協会
高校生留学奨学金

新潟市
外国において、中学校以上（日本
人学校を含む）を１年以上受けた
ことがない者

一部 ２名 P109

（公財）田口福寿会奨学金 岐阜県 学業、人物ともに優秀である者 50万円 10名以内 P110

東海東京財団　留学奨学金 愛知県
学業、人物ともに優秀であり、保
護者の給与などの年間所得収入金
額の合計額が800万円以下である者

100万円 最大５名 ★ P110

2020年  年間派遣プログラム 奨学金のご案内
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■その他（地方自治体や企業などによる奨学金）
下記の奨学金の応募先はAFSではありません。応募を希望する方は応募方法、締切日などを、各奨学金支給法人・団体に直接
お問い合わせください。

支給法人・団体／奨学金名 支給額 対象者 人数 問い合わせ先

埼玉県／
「埼玉発世界行き」奨学金＊

50万円支給

応募及び出発の時点で埼玉
県内の高等学校（特別支援
学校の高等部、専修学校の
高等課程を含む）に在籍す
る者等

30名
埼玉県国際交流協会
グローバル人材育成センター
TEL：048-833-2995

横浜市＊ 40万円
横浜市に在住又は横浜市内
の高校に在籍する高校生
（※その他条件あり）

13名
横浜市国際局政策総務課
TEL：045-671-3826

（公財）長岡市米百俵財団
プログラム参加費の
半額に相当する金額
（60万～80万円）

長岡市内に引き続き１年以
上居住する世帯の子弟であ
り、申込時に新潟県内の学
校に在学する者

３名予定

公益財団法人　長岡市米百俵財団
〒940-0084
新潟県長岡市幸町２丁目１番１号
TEL：0258-39-2238

小松市 30万円支給 小松市在住の高校・高専生 若干名

小松市国際都市推進課
〒923-8650
小松市小馬出町91
TEL：0761-24-8039

広島県＊

30万円支給 広島県立学校に在学する者

広島県教育委員会事務局教育部
学びの変革推進課
（学びの変革推進担当）
TEL：082-513-4892

50万円貸与
広島県内の高校に在学する
者

広島県教育委員会事務局教育部
学びの変革推進課
（学びの変革推進担当）
TEL：082-513-4892

（公財）福岡市教育振興会＊ 上限50万円迄支給
保護者が福岡市在住で、当
会が指定する県下の高校・
高専生

10名程度
公益財団法人　福岡市教育振興会
TEL：092-721-1709

佐賀県＊

50万円支給
佐賀県が行う海外留学助成
金の対象となる者

佐賀県教育庁教育振興課
グローバル人材育成担当
TEL：0952-25-7411

100万円を上限に貸与
佐賀県が行う海外留学奨学
金の対象となる者

佐賀県教育庁教育総務課
総務調整担当
TEL：0952-25-7148

福井県／
きぼう応援海外留学奨学金

60万円支給＊3

福井県内の高校に在学する
高校生
（日本国籍または永住権を有
するもの）

３-４名
程度

福井県教育政策課
TEL：0776-20-0295

イトーヨーカドー
スカラシップ

プログラム参加費
金額＊2

セブン＆アイHLDGS.各社の
正社員、パートナー社員（１
年以上勤務）の子弟

10名

公益財団法人　伊藤謝恩育英財団内
米国伊藤財団
TEL：03-3512-5800
E-mail：	iy-scholarship@ito-

foundation.or.jp

小川奨学財団奨学金
プログラム参加費
金額＊2

大宮化成株式会社及び関係
先会社の役員及び社員の子
弟で、中学３年～高校３年
に在学する男女

若干名

小川奨学財団
〒103-0014
東京都中央区日本橋蛎殻町２-14-８
TEL：03-3662-3275

ソニーグループ
国際教育基金

プログラム参加費
金額＊2

ソニーグループ社員の子弟
で、海外年間派遣内定者

若干名

ソニーグループ国際教育基金事務局
〒140-0001
東京都品川区北品川４-２-１
御殿山アネックス２号館
（公益財団法人　ソニー教育財団内）
TEL：03-3442-1005

＊前年度実績
＊２　派遣強化国（アジア・中南米・ロシア）120万円、欧州・カナダ145万、アメリカ・オーストラリア170万
＊３　2019年３月１日現在、審議継続中

・情報に追加、変更がある場合は、AFS日本協会WEBサイトにてお知らせします。
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■�ボランティア奨学金
趣旨 経済的必要度の高いAFS留学生を助成することを目的とする

対象
AFS一般選考をＡ又はＢ日程で受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プログ
ラム第67期の受入国が内定している者

募集人数 ５名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①成績優秀かつ経済的必要度が高いこと
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
④保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万円以下であること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づきAFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する
②留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

●	他奨学金との併願可。P103★の奨学金、その他AFSプログラム参加費の全額に相当する奨学金との
併給不可

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

■�（公財）森村豊明会�高校留学奨学金
趣旨

森村豊明会の助成により支給される奨学金でAFS年間派遣プログラムを通じて高校生を海外に派遣す
ることにより、青少年の国際相互理解と国際友好を促進し、将来の日本と世界をつなぐ地球市民を育
てることを目的とする

対象
AFS一般選考をＡ又はＢ日程で受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プログ
ラム第67期の受入国が内定している者

募集人数 ６名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①成績優秀かつ経済的必要度が高いこと
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
④保護者の給与等の年間収入金額の合計額が1,000万円以下であること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づきAFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する
②留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
③帰国後は将来に亘って状況を報告すること

●	他奨学金との併願可。P103★の奨学金、その他AFSプログラム参加費の全額に相当する奨学金との
併給不可

支給法人・団体 公益財団法人森村豊明会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

■全国対象
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■�オデッセイIT奨学金

趣旨

株式会社	オデッセイ	コミュニケーションズは、コンピューターやインターネットを使いこなすための
知識とスキルを測るIT資格の試験の実施・運営を事業としている。本奨学金は、株式会社	オデッセイ	
コミュニケーションズの社会貢献活動の一環として、AFS年間派遣プログラムを通じて海外の高校に
日本の高校生を派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友好を促進し、ITスキルと国際コ
ミュニケーション能力を併せ持つ人材の育成と、社会のリーダーの育成を図ることを目的とする

対象
AFS選考試験を一般選考A、B又はC日程で受験し、AFS年間派遣プログラム第67期の受入国が内定して
いる者

募集人数 １名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①（株）オデッセイ	コミュニケーションズが実施するIT資格のうち、マイクロソフト	オフィス	スペ
シャリスト（MOS）、マイクロソフト	テクノロジー	アソシエイト（MTA）、IC3（アイシースリー）、
VBAエキスパート、アドビ認定アソシエイト（ACA）のいずれかの資格を取得、又は、IT分野にお
ける国家資格（注1：その他の欄に記載）の取得のいずれかによってITスキルを証明できる書類を提
出できること
②学業、人物ともに優秀であり、奨学金申請時に過去3年間の成績証明書又は通知表のコピーを提出
できること
③経済的必要度が高く、保護者の給与等の年間収入金額の合計額が400万円以下であること
④国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
⑤健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法
AFS選考試験の結果と奨学金申請書類に基づき（株）オデッセイ	コミュニケーションズが受給者を決
定する

選考結果通知時期 2019年11月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①出発前に（株）オデッセイ	コミュニケーションズを表敬訪問し、帰国後は将来に亘って近況を報
告する。
②留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
●「IT分野における国家資格」（注1）とは、下記の国家試験に合格していることを指す
ITパスポート試験、情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試
験、ITストラテジスト試験、システムアーキテクト試験、プロジェクトマネージャ試験、ネットワー
クスペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、エンベデッドシステムスペシャリスト
試験、情報処理安全確保支援士試験、ITサービスマネージャ試験、システム監査技術者試験
各試験制度に関する詳細情報は、独立行政法人	情報処理推進機構（IPA）公式サイトの掲載内容を
確認のこと［出典：独立行政法人	情報処理推進機構	公式サイト	より抜粋］
●	他奨学金との併願可。P103★の奨学金、その他AFSプログラム参加費の全額に相当する奨学金との
併給不可

支給法人・団体 （株）オデッセイ	コミュニケーションズ

問い合わせ先

●奨学金に関する問い合わせ先
公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920
●（株）オデッセイ	コミュニケーションズが実施する「IT資格」に関する問い合わせ先
株式会社	オデッセイ	コミュニケーションズ　カスタマーサービス
TEL：03-5293-1881（受付時間：平日10時～18時）Email：mail@odyssey-com.co.jp
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■�AFSどさんこ奨学金
趣旨

北海道を愛し応援する個人と企業の支援により設立された奨学金。AFS年間派遣プログラムを通じて
北海道の高校生を海外に派遣することにより、青少年の国際相互理解と国際友好を促進し、未来の北
海道と日本を担う人材を育成することを目的とする

対象
AFS一般選考をＡ又はＢ日程で受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プログ
ラム第67期の受入国が内定している北海道内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及び中学
校在学者

募集人数 １～２名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①学業、人物ともに優秀であること
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
④保護者の給与などの年間収入額の合計額が800万円以下であること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づきAFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①交流会など当協会が企画するイベントに出席すること
②留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する

●	他奨学金との併願可。但し、P103★の奨学金、その他AFSプログラム参加費の全額に相当する奨学
金との併給不可

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

■�みちのく応援奨学金
趣旨

東日本大震災と福島原発事故により大きな被害を受けた地域の中・長期的な復興を支援するため、地
域と世界をつなぎつつ地域の未来を担う人材を育成することと、被災地の高校生に異文化体験の機会
を提供することにより夢を与えることを目的とする

対象

東日本大震災及び福島原発事故発生当時に被災地（※）に居住又は在学していたAFS年間派遣プログ
ラム第67期内定生。AFS選考試験で一般選考A又はB日程を受験した者に限る

※被災地
青森県・岩手県・宮城県・福島県の全域、及び茨城県・千葉県の以下の自治体
茨城：水戸市・日立市・土浦市・石岡市・龍ヶ崎市・下妻市・常総市・常陸太田市・高萩市・北茨城市・
笠間市・取手市・牛久市・つくば市・ひたちなか市・鹿嶋市・潮来市・常陸大宮市・かすみがうら市・
桜川市・神栖市・行方市・鉾田市・つくばみらい市・小美玉市・東茨城郡茨城町・東茨城郡大洗町・
東茨城郡城里町・那珂郡東海村・久慈郡大子町・稲敷郡阿見町・稲敷郡美浦村・稲敷郡河内町・那珂市・
筑西市・稲敷市・北相馬郡利根町
千葉：旭市・香取市・山武市・山武郡九十九里町・千葉市美浜区・習志野市・我孫子市・浦安市
（奨学金設立の2011年5月9日時点で災害救助法が適用されていた自治体）

募集人数 ３名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給、50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①学業、人物ともに優秀であること
②AFS日本協会が経済的必要度が高いと判断する者
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づきAFS日本協会が受給者を決定する

■地域限定
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選考結果通知時期 2019年9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①交流会など当協会が企画するイベントに出席すること
②留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートをAFS日本協会に提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
●	他奨学金との併願可。但し、オデッセイIT奨学金、ボランティア奨学金、その他AFSプログラム参
加費の全額に相当する奨学金との併給不可

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

■�AFS山形ふるさと奨学金（山形いぐべ奨学金）
趣旨

山形に生きる若者に経済的な支援を提供しプログラム参加をサポートすることで、山形県の青少年が
公正で平和な世界の実現に必要な知識・能力・理解力を育み、自ら行動して前向きな変化をもたらす
人材になることを目的とする

対象
AFSの一般選考をＡ又はＢ日程で受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プロ
グラム第67期の受入国が内定している者。山形県在住AFS年間派遣内定生に限る

募集人数 ２名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を支給。50万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選考
手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担とする

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①学業、人物ともに優秀であること
②原則として、保護者の給与などの年間収入額の合計額が800万円以下であること
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づきAFS日本協会が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年9月予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生の義務
①体験中・体験後レポート（年２回）の提出
②出身校でAFSプログラム体験報告会実施と講演
③奨学生「帰国報告会」での講演
●他奨学金への併願可、併給は不可

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920
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■�（公財）新潟市国際交流協会　高校生留学奨学金
趣旨

次代を担う高校生に、海外で1年間ホームステイをしながら地元の高校に通い、家族やクラスメイト、
地域の人々との交流を通じて、その国の文化や生活に触れ、相互理解と多文化共生への理解を深めて
もらうことを目的とする

対象

保護者が新潟市内に住所を有している又は新潟市内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等課程及
び中学校に在学しているAFS年間派遣プログラム第67期内定生。AFS一般選考をＡ、Ｂ又はＣ日程で
受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プログラム第67期の受入国が内定して
いる者に限る

募集人数 ２名予定

支給内容
AFSプログラム参加費の一部を支給。支給額を超える参加費及びそれ以外の経費（選考手数料、パス
ポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①AFS年間派遣プログラム第67期の受入国が内定していること
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること
④外国において、中学校以上の教育（日本人学校を含む）を1年以上受けたことがないこと

選考方法
奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づき（公財）新潟市国際交流協会
が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年秋予定（（公財）新潟市国際交流協会より本人宛に通知）

その他

●奨学生へ選出された場合、次の活動に参加すること
①奨学生証授与式
②出発前、帰国後挨拶
③留学体験談の提出と発表
④（公財）新潟市国際交流協会が主催するイベントへの参加（年２～３回程度）
⑤AFS新潟支部の行事参加などを通じて広報活動への参画

●他奨学金との併願可、併給可

支給法人・団体 公益財団法人新潟市国際交流協会

問い合わせ先

●奨学金申請に関するお問い合わせ先
公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

●奨学金内容に関するお問い合わせ先
公益財団法人新潟市国際交流協会　TEL：025-225-2727
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■�（公財）田口福寿会奨学金
趣旨

1985年に田口福寿会の支援により設立された奨学金。岐阜県の青少年を海外に派遣することにより、
国際相互理解と友好を促進し、未来の岐阜県と日本を担う人材を育成することを目的とする

対象
AFS選考試験を一般選考A・B日程又は公募制推薦で8月末までに受験し、AFS年間派遣プログラム第67
期の受入国が内定している、岐阜県在住（寮滞在は除く）かつ県下の高等学校・高等専門学校・専修
学校高等課程及び中学校在学者

募集人数 10名以内

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として50万円を各国出発前に支給。50万円を超える参加費及びそれ以外
の経費（選考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①学業、人物ともに優秀であること
②国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
③健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法
奨学金申請者を対象に、岐阜県教育委員会の参画を得て奨学金面接選考を10月上旬に実施。AFSの選
考結果と奨学金面接選考結果の総合評価に基づき、岐阜県教育委員会が田口福寿会に推薦し、受給者
を決定する

選考結果通知時期 2019年秋予定（AFS日本協会より本人宛に通知）

その他
●奨学生の義務
帰国後、留学体験レポートを田口福寿会に提出する
●他奨学金との併願可、併給可

支給法人・団体 公益財団法人田口福寿会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920

■�東海東京財団 留学奨学金

趣旨
一般財団法人東海東京財団が出資している奨学金。AFS年間派遣プログラムを通じて愛知県下の高校
生の海外留学を経済的に支援することにより、異文化に対する理解を深める機機会を提供し、地域の
将来を担う人材やグローバルに活躍できる人材の育成を目的とする

対象
愛知県内に在住、又は愛知県内の高等学校・高等専門学校・専修学校高等過程在学者であり、AFS一
般選考をＡ又はＢ日程で受験するか公募制推薦のいずれかで７月末までにAFS年間派遣プログラム第
67期の受入国が内定している者

募集人数 最大５名

支給内容
AFSプログラム参加費の一部として100万円を支給。100万円を超える参加費及びそれ以外の経費（選
考手数料、パスポート・査証取得費、国内交通費など）はすべて個人負担

応募資格

次のすべての条件を満たしていること
①学業、人物とも優秀であること
②保護者の給与等の年間収入金額の合計額が800万円以下であること
③国際相互理解、異文化体験に興味と意欲があること
④健康で、留学先でのホームステイ及び学校での学習に適応できること

選考方法 奨学金申請書類（奨学金申請書、家族状況通知書、課題作文）に基づき東海東京財団が受給者を決定する

選考結果通知時期 2019年秋

その他

●奨学生の義務
①奨学生証授与式（留学前）、帰国報告会への出席
②留学中・帰国後の計2回、留学体験レポートを提出する
③留学体験レポートの提出などを通じて広報活動に参画する
●	他奨学金への併願可。併給不可

支給法人・団体 公益財団法人AFS日本協会

問い合わせ先 公益財団法人AFS日本協会　TEL：03-6206-1920
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イオン株式会社
株式会社いかりスーパーマーケット
池田泉州銀行 千里中央支店
EY Japan
株式会社うおとも
株式会社エヌシーおびひろ
株式会社エムビイエイ
一般財団法人小川奨学財団
小田急電鉄株式会社
株式会社 オデッセイ コミュニケーションズ
株式会社帯広公益社
外務省
片江公民館
北おおさか信用金庫 千里中央支店
京王電鉄株式会社
小糸製作所労働組合
国際ソロプチミストアメリカ 日本東リジョン 東京－銀座
国際ソロプチミスト新潟ー西
小関内科医院
小寺油脂株式会社
相模鉄道株式会社
笹菊薬品株式会社
サッポロホールディングス株式会社
三和住宅株式会社
JA全農いわて
JA全農とちぎ
財団法人 静岡県勤労者信用基金協会
株式会社静岡新聞社
しずおか信用金庫
静岡放送株式会社
株式会社柴田衣料店
Japan Society

有限会社シャポー
上信電鉄株式会社
上毛電気鉄道株式会社
ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会
株式会社新進
株式会社ジンテック
鈴与株式会社
住信SBIネット銀行インターネット募金
医療法人清雅会 山口歯科医院
生協法人大阪高齢者生活協同組合
株式会社セコマ
株式会社泉州
全矢崎労働組合島田支部
全労済静岡県本部
相互電業株式会社
ソニー株式会社
公益財団法人田口福寿会
株式会社田代マネジメントサービス
東京地下鉄株式会社
有限会社任田リース
公益財団法人 長岡米百俵財団
新潟日産自動車株式会社
公益財団法人 新潟市国際交流協会
西山製麺株式会社
有限会社日昇
日本たばこ産業株式会社
日本ハウズイング株式会社 関西事業部 大阪支店
株式会社ノブ
医療法人浜本内科 浜本 肇
株式会社バリューブックス
馬場ピアノ・エレクトーン教室
株式会社ビズコム

有限会社 平田水道工業
広島電鉄株式会社
株式会社広電ストア
株式会社ファンドクリエーション
福岡城西ロータリークラブ
株式会社フレッセイ
米国伊藤財団
ホクセイ金属株式会社
ホクセイプロダクツ株式会社
株式会社北総交通
株式会社ほくていホールディングス
一般財団法人 北海道青少年科学文化財団
株式会社ホテルサンルート奈良
ホテル日航成田
Marching Ｊ
マックスバリュ東海株式会社
有限会社 まめそう
丸屋仏壇店
三菱商事株式会社
株式会社 明治
株式会社モノレール・エージェンシー
文部科学省
矢東タイヤ商事株式会社
有限会社ユア商事
株式会社ユーエムイー
横浜ゴム株式会社
横浜ゴム従業員社会貢献基金
有限会社ランゲージハウス
有限会社両総グランドサービス
有限会社リカージョン
ロイヤルホールディングス株式会社
株式会社ワコールホールディングス

ご支援、ご協力をいただいております
　AFS の活動は、生徒を受け入れ異文化との共生を実践しているファミリーや生徒の異文化理解をサポートする
多くのボランティア、また、プログラム参加生を含め AFS の理念に共感してくださっている延べ 2000 人近い個人、
そして法人・団体の皆様からのご寄附（One AFS 寄附）によって支えられています。
　ご支援をくださっている皆様にこの場を借りてお礼申しあげるとともに、より多くの方が、ボランティア活動や
One AFS 寄附を通じて、公正で平和な世界の実現に、継続的にかかわってくださることを願っています。

2017年度中に奨学金その他へのご寄附、補助金、助成金、現物支援をご支援をくださった組織・団体
（2017年４月１日～2017年12月31日）

敬称略・50音順

この他、奨学金をはじめとして AFS にご支援をくださっている個人の皆様、
匿名でご寄附くださった企業・団体各位にも深くお礼申しあげます。
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参加規程（2019年２月７日現在）※医療に関する規定	第18項は変更される予定です。

重要

AFS	Intercultural	Programs,	Inc.は、米国ニューヨーク州ニューヨーク市に本部を置く非営利法人
です。公益財団法人AFS日本協会は、内閣総理大臣により認定された非営利法人です（以下、AFS	
Intercultural	Programs,	Inc.、公益財団法人AFS日本協会、並びに両者の関係団体を併せて、「AFS」
と総称します。）。AFSは、さまざまな異文化体験学習プログラム（以下、「AFSプログラム」といい
ます。）を通じて、参加生、家庭、ボランティア、そして地域の人々に対し、多様な文化で構成さ
れている一方で相互依存の度合いを増しつつある世界において、有意義な貢献をするために必要な
技能、態度、知識を得ることができるような機会を提供しています。
AFSプログラムは、各国の独立したAFS組織が運営を担っています。AFSは、各国AFS組織を通し

てホストスクール、ホストファミリー（ホームステイの場合）への配属、オリエンテ－ションの手
配を行います。また、一般の業者を通して往復の交通手段の手配をし、緊急事態が生じた場合には、
医療及び特別の移送の手配を行います。
日本では、公益財団法人AFS日本協会（以下、「AFS日本協会」といいます。）がAFSプログラムを
運営しています。
以下に記載されたAFS年間派遣プログラム参加規程は、AFSが参加生及びその保護者の協力を得

てAFSプログラムを運営していくための条件を定めたものです。
参加生及び保護者は、本参加規程の末尾の署名をもって、本参加規程を遵守することに同意しま

す。

	 　　

年間派遣プログラム参加費に関する規定
１．	 　参加生とその保護者は本規程に定める条件のもとに、「AFS年間派遣プログラム参加費説明

書」（別紙）に定める年間派遣プログラム参加費全額を、以下のとおり、AFS日本協会に支払
います。

	 　参加生とその保護者は、日本国内の選考試験の合格通知を受け取った後、別途AFS日本協
会が指定した方法で指定した期日までに、第一次納入金として、プログラム参加費のうち30
万円をAFS日本協会に支払います。プログラム参加費の（30万円を除いた）残額は、第二次
納入金として、「受入国による書類審査通過のお知らせ」を受け取った後、別途AFS日本協会
が指定した方法で指定した期日までに、AFS日本協会に支払います。プログラム参加費が指定
された期日までに支払われなければ、参加生のプログラムへの参加が取り消されることがあ
ります。

	 　なお、AFS日本協会は、本規程第２項及び第３項の場合を除き、支払われたプログラム参加
費の払い戻しは行いません。また、出国予定日の前日までにプログラム参加費が支払われて
いない場合は、事情のいかんを問わず、参加生のプログラムへの参加は取り消しとなります。

２．	 　プログラム参加費の支払期日後、出国予定日以前に参加生がプログラムへの参加を取りや
めた場合、AFS日本協会は、その理由のいかんを問わず、参加生とその保護者が支払ったプロ
グラム参加費から、参加取りやめの通知がAFSに届いた時点に応じて、下記の（ａ）、（ｂ）又
は（ｃ）の金額を差し引いた上、残りの金額を参加生とその保護者に払い戻します。

	 　（ａ）出国予定日の前日から起算して60日前までの場合、30万円
	 　（ｂ）出国予定日の前日から起算して59日前から31日前までの場合、45万円
	 　（ｃ）出国予定日の前日から起算して30日前以降の場合、70万円
	 　払戻金の振込手数料は上記（ａ）、（ｂ）又は（ｃ）いずれの場合も、参加を取りやめた参

加生とその保護者の負担となります。
	 　参加取りやめの通知がAFSに届いた時点において、プログラム参加費の支払いが上記（ａ）、

（ｂ）又は（ｃ）に記載された金額に満たない場合、参加生とその保護者は、参加取りやめ
の通知がAFSに届いた時点に応じて、上記（ａ）、（ｂ）又は（ｃ）に記載された金額に満つる
まで残金を支払います。上記（ａ）、（ｂ）又は（ｃ）に記載された金額を上回るプログラム参
加費が支払われている場合は、AFS日本協会は、上記（ａ）、（ｂ）又は（ｃ）に記載された金
額を差し引いた上、残りの金額を参加生と保護者に払い戻します。

３．	 　参加生が次のいずれかに該当する場合には、AFS日本協会は、参加生とその保護者が支払っ
たプログラム参加費全額を、参加生とその保護者に払い戻します。

	 　①受入国AFSによる書類審査を通過しなかった場合
	 　②	受入国AFSによる書類審査を通過した者であって、下記（ａ）、（ｂ）、（ｃ）のいずれかに

該当する場合
	 　　（ａ）	天災地変、戦争、受入国AFSの崩壊などのため、出国予定日当日又はそれ以前に

AFSがプログラムを中止した場合
	 　　（ｂ）	最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができず出発が不可能となっ

た場合
	 　　（ｃ）受入国から査証が発給されずプログラムに参加できなくなった場合
	 　③	在学校の学校長より推薦が得られないか、取り消された場合で、その原因が参加生本人

にない場合
４．	 　AFSは、プログラムの準備段階で実際に発生した経費及び予想される経費に基づきプログ

ラム参加費を定めています。予測できない理由で経費が増加した場合、AFSはプログラム参加
費を増額することができます。その場合、参加生とその保護者には増額の理由が通知されます。

安全とサポートに関する規定
５．	 　AFSは積極的な体験学習を推進するよう努めていますが、すべての参加生の生活を厳しく監

視することができないという意味において、参加生の健康と安全を保障することはできませ
ん。参加生は、受入国滞在中は受入国AFSの旅行に関するガイドラインを守らなければなりま
せん。参加生の個別旅行については最終的な日程を決める前に、受入国AFS事務所ないしは
地域担当者の承認を得なければなりません。

	 　参加生と保護者は、プログラム参加期間中参加生がこれまでに経験のない、あるいは本国
では経験することのないスポーツや諸活動に取り組むことがあり得ることを理解し、本参加
規程の署名をもってそのようなスポーツや活動に参加するための書面による許可を与えます。
参加生と保護者は、受入国が内定した時点で、「受入国での諸活動への参加及び免責に関する
同意書」に署名を求められます。また、参加生と保護者は、参加生が特定の活動やホストス
クールが行うスポーツ行事に参加するため、参加生の行事への参加と行事関係者の免責に同
意する文書への署名を求められる場合があります。

６．	 　長年にわたる経験からAFSは、家族や親類、友人たちの訪問が参加生の受入地域での活動
やホームステイ体験を阻害する可能性があることを学んできました。したがって、AFSは、プ
ログラム中の家族や親類、友人たちの訪問を制限しています。家族や親類、友人たちが参加
生を訪問するにあたっては、あらかじめ受入国AFS事務所の承諾を得なくてはなりません。ま
た、訪問の時期や期間については、受入国の規則に従います。場合によっては家族や親類、
友人たちの訪問が必ずしも許可されないこともあります。なお、訪問中に、ホストファミリー
に滞在するなど負担をかけるようなことをしてはなりません。

７．	 　参加生は、プログラム参加中、その地域の法律に則った免許を必要とする自動車やその他

の乗り物を運転してはいけません。また、免許を取得するためのいかなる行動も起こしては
いけません。この規定を守らなかった場合、プログラムは終了となり、参加生は早期帰国と
なります。

８．	 　参加生は、出発前、受入国滞在中及び帰国後を通じてAFSが実施するオリエンテーションな
どの各種の活動に関して、AFSから求められた義務を果たし課題をこなさなければなりません。
年間又はセメスタ－プログラムの参加生は、ホストスクールの授業に出席し、その学校のガ
イドラインに沿って定められた課程を修める責任があります。正当な理由なく学校を何日も休
んだり、宿題の提出を頻繁に又は習慣的に怠ったり、受入学校から問題行動が報告されたり、
退学処分を受けたりするなど、こうした責任や義務を怠ったり、それらに違反したりした場合
は、プログラムは終了となり、参加生は早期帰国となります。

９．	 　参加生の書類審査及び配属に関する最終決定は受入国AFS事務所が行います。ホストファ
ミリーやホストスクール並びに受入地域への配属（以下、「プレースメント」といいます。）の
決定、及び受入国内でAFSが必要と判断した場合のプレースメントの変更に関してはAFSがす
べての権限を持ちます。AFSは、プログラム参加中に参加生を複数の家庭に配属する場合が
あります。参加生は、人種・信条・肌の色にかかわらず決定されたプレースメントを承諾し
なければなりません。参加生とその保護者がAFSの決定したプレースメントを拒否した場合、
AFSは法的義務を負わないので、別のプレースメントを提供しません。なお、受入国による書
類審査を通過した場合でも、最終的にホストファミリーやホストスクールへの配属ができな
いため出発が不可能となることや、受入国の査証が発給されないためAFSプログラムに参加で
きないことがあります（これらの場合のプログラム参加費の返還については、第３項を参照し
てください。）。

	 　AFSは、AFSの定めたガイドラインに従ってホストファミリーを選びます。参加生とホスト
ファミリーは、体験を通じてAFSのボランティアや職員からサポートを受けることができます。
AFSは、サポートの一つとして、ホストファミリーに対するオリエンテーションを行い、ホス
トファミリーとしての十分な理解を求めます。ただし、このAFSによるサポートは、日常生活
を常に監督することは不可能であり、また不適切でもあるので、ホストファミリーが理解し実
行しているホストとしての役割を果たすための態度や方法が適切であるかについて、AFSがホ
ストファミリーそれぞれの日常生活に立ち入って監督し指導することまでは含んでいません。
また、このAFSによるサポートは、ホストファミリーに対してAFS及びそのプログラムへの理
解を求めるオリエンテーションは行うものの、いかなる目的のためにもホストファミリーが
AFSを代表したり代理人として行動したりすることを認めるものではありません。

	 　したがって、AFSは、ホストファミリーの家族の故意又は過失が原因であると主張される損
害賠償請求に関してはいかなる法的責任も負いません。

10．	 　参加生は、体験を通じてAFSボランティアや職員からサポートを受けることができます。し
かし、AFSは参加生がホストファミリーと生活する中で参加生としての役割を果たすための態
度や方法が適切であるかどうかを監督するものではありません。また、このAFSによるサポー
トは、参加生に対してAFS及びそのプログラムへの理解を求めるオリエンテーションは行うも
のの、いかなる目的のためにも参加生がAFSを代表したり代理人として行動したりすることを
認めるものではありません。

	 　したがって、AFSは、プログラム参加中の参加生本人の故意又は過失が原因であると主張さ
れる損害賠償請求に関してはいかなる法的責任も負わず、そのような賠償請求から参加生を
守る義務を負うものでもなく、そのために弁護を行ったり、弁護費用を負担することはないこ
とを承諾します。万一、参加生本人の故意又は過失に基づく損害賠償請求がAFSに対してな
された場合は、保護者がすべて責任を負担し、適正な弁護士費用を含むすべての費用を負担
します。

	 　また、参加生が被った損害に対する損害賠償にかかわることは、すべて参加生及びその保
護者の責任となることを承諾します。AFSは、要請があれば、いずれの場合も、弁護士を紹介
するなどの法的援助を行いますが、弁護士に依頼したり、弁護士費用を支払ったりする責任
はありません。

11．	 　麻薬の使用に関する法律は多くの国で厳しいものになっており、長期間の投獄か、死刑が
科せられています。AFSの参加生は受入国と受入地域の法律に従わなければなりませんし、参
加生が違法薬物にかかわったり、いかなるものであれ、違法行為にかかわったりした場合、
AFSもその参加生が国籍や市民権を持つ本国政府も参加生を逮捕や処罰から保護することは
できません。そうした犯罪やその他の法的事柄に関して法的手続きを取る場合の費用につい
ては、参加生及びその保護者の負担となります。医療目的以外で麻薬の使用や所持又は医療
目的以外で麻薬を使用している人たちにかかわった場合は、早期帰国になります。

	 　参加生はアルコール飲料の購入や消費については、受入国や受入地域の法律に従わなくて
はなりません。加えて、AFSは参加生が飲酒に関しては責任感ある態度をもって受入国や受入
地域の慣習やしきたりを尊重することを求めています。プログラム期間中は、一気飲みに類
するものを含め、アルコール飲料の乱用は許されません。アルコール飲料を乱用したり、短
時間に多量の飲酒をしたりすることは、自他を危険にさらすことになります。例えば、短時間
に多量に飲酒をすると急性アルコール中毒を起こし、死に至ることがあります。酔っ払って、
不適切な行為を行うこともあります。そのようなことを他の人に勧めたりすると刑事事件にな
る場合もあります。そのような飲酒にまつわる言動は、AFSプログラム参加中は許されず、参
加生は早期帰国となります。アルコールの使用に関して逮捕されたり、ホストスクールから停
学処分を受けたりした場合も早期帰国となります。

12．	 　進行中のプログラムの終了
	 （ａ）参加生が受入国への移動中又は滞在中に参加生が危険にさらされるような状況が受入国

側にあるとAFSが判断した場合や天災地変、戦争、テロ、ストライキ、労働争議、出入
港禁止命令、官公署の命令、その他の不可抗力により、AFSの責任によらずプログラム
の実施が困難な状況が発生した場合は、AFSはいつでもプログラムを取り消したり、一
時中止したりすることができます。参加生あるいは保護者がある特定の受入国の状況に
ついて心配がある場合には、AFSに連絡を取り、AFSは入手している情報を提供するか、
外務省等への照会を勧めます。AFSが危険になり得ると判断する事態がプログラム期間
中に受入国で生じた場合、AFSは参加生を帰国させることがあります。

	 （ｂ）第８項に定めたプログラムの終了規定のほか、AFSは、参加生が本参加規程の各規定を
守らなかった場合、参加生又は保護者が参加生にかかわる重大な事柄を正しく報告して
いなかったり開示していなかったりしたことが判明した場合、又は参加生やAFSのため
にならないような言動が参加生にあったとAFSが判断した場合、AFSはその参加生のプ
ログラム参加を終了させ、本国に早期帰国させることができます。また、AFSは、参加
生が受入家庭や受入学校と継続的に問題を起こすなど新しい文化の受入環境に適応でき
ていない言動が一貫して見られる場合は、参加生のプログラム参加を終了させ、本国に
早期帰国させることができます。

	 　　 参加生による自動車やエンジン付きの乗り物の運転、医療目的以外の麻薬使用への関
与、アルコールの乱用、その他の自己又は他人を危険にさらすような言動、違法行
為は、早期帰国の対象となります。それらの行為の情報がソーシャルメディア（例と

年間派遣プログラム参加規程

確認・同意書に署名する前に必ずお読みください。なお、参加規程には受入国内定後に改めて署名していただきます。
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して、YouTubeなどの動画投稿サイト、Twitterなどの簡易投稿サイト、Facebookや
Instagram、WhatsAppなどのソーシャル・ネットワーキング・サービス、ブログなど）
や他の公開サイトで得られた場合も早期帰国の対象になり得ます。受入国の旅行に関す
る方針やその他、参加生の安全を守るための方針を守らなかった場合も早期帰国の対象
になり得ます。

	 （ｃ）保護者の同意のあるなしにかかわらず、プログラムを完了しないと参加生が決断した場
合、参加生のプログラムへの参加は終了し、引き続き受入国に滞在することはできませ
ん。また、出国するために国際空港へ向かうまでの国内運賃も含めてプログラムの残り
の期間におけるプログラム関連のサポートを受けることができません。ただし、参加生
には、出国する国際空港までの受入国の国内旅行の運賃を除き、即時帰国のための航空
券がAFSから支給されますが、帰国日時を変更したり延期したりすることは許されません。

	 （ｄ）参加生のプログラムへの継続的参加に実質的に支障がでるような身体的、医学的、心理
的な問題が生じる、又はすでに参加生にそのような問題が生じている、とAFSが判断し
たとき、又は参加生が帰国して、本国で治療を継続するか、保護者のケアを受けた方が
よいと医療専門家が判断したとき、AFSは参加生のプログラムへの参加を終了させ、早
期帰国させることができます。

	 　プログラムの応募書類とともに提出する健康診断書は真実を記したもので、一切間違いや
記入漏れがあってはなりません。もし応募書類提出後、出発前に何らかの重大な健康上の出
来事（処方薬の種類や量の変更や身体面や精神面での治療の開始又は終了を含みますが、そ
れらに限りません。）が生じた場合には、AFSに直ちに文書で報告しなければなりません。AFS
は参加生のAFSプログラムへの参加が適切かどうかを決定し、AFSプログラムへの参加が参加
生やAFSにとって最善ではないとAFSが判断した場合には、AFSはプログラムへの参加を取り
消したり、出発を延期したりすることができます。健康診断書の間違いや記入漏れは参加生
のプレースメントの実施や継続を困難にし、プログラム参加の出発前の取り消しや、早期帰
国の原因となり得ます。

	 　第11項及び第12項で説明したような事態が生じた場合には、プログラム参加費は返還され
ません。また、早期帰国の決定に関連しAFSは国際線航空券の復路部分を回収し、これに替え
て有効期限を限定した本国までの片道航空券を参加生に支給することがあります。

旅行に関する規定
13．	 　参加生はAFSの単一のプログラムに参加し、AFSによってあらかじめ定められた旅行期間を

除き、そのプログラム期間中受入地域に滞在しなければなりません。滞在途中で受入国を離
れたり、帰国したり、滞在中に一時帰国したりすることは許されていません。参加生は受入国
内のプログラム終了後、本国に帰国します。

14．	 　本国内の自宅と出国国際空港との間並びに帰国国際空港と自宅との間の旅行手続き及びそ
れにかかわる一切の費用は、参加生とその保護者の負担となります。

	 　出入国管理法の規定あるいはその他受入国固有の事由に拠り、AFSのプログラムを離脱し又
は終了した参加生は、受入国にとどまることができないことが多々あります。そのため、プロ
グラムを離脱し又は終了し次第、参加生はあらかじめ決められた旅程に沿って受入国を離れ
なければなりません。このような規定のある国に滞在する参加生は、プログラムを離脱し又
は終了し次第、速やかに帰国します。

15．	 　参加生は、AFS及びAFSの指定代理店が決定した出発日及び帰国日、旅行手続き、交通機関、
日程に従わなければなりません。この日程や手続きに従わない場合は、参加生のプログラム
への参加が取り消されたり、オリエンテーションなどのプログラムに関連するサポートを受け
られないことがあります。

16．	 　参加生が書類を提出しなかったり、不備のまま提出したり、適切な旅行条件を満たさなかっ
たり、責任を果たさなかったりしたために生じた、あるいは参加生の不適切な行動により生じ
た、余分な旅費や経費は、参加生とその保護者がAFSに弁済しなければなりません。

17．	 　参加生とその保護者は旅行に関する以下の条件に同意します。
	 責任について
	 　AFSは、利用する交通機関（陸上交通機関、水上交通機関並びに航空機）の選択にあたっ

ては、その地域で広く信頼されている水準にある交通機関を選ぶよう最大限の努力をします。
	 　AFSは、参加生に代わり交通機関の手配を行いますが、旅行又は交通機関により生じた物的

損害、人的損害及び損失については、AFSに故意又は重大な過失がない限り、原則として責
任を負いません。

	 変更とキャンセルについて
	 　旅行の日時、日程、利用交通機関は変更することがあります。この場合、AFSは、日程変更

により生ずる不都合ないし損害については、AFSに故意又は重大な過失がない限り、原則とし
て責任を負いません。

	 AFSに責任のない事由による追加費用について
	 　AFSに責任のない事由（天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関の旅行サービスの中止、

官公署の命令等の不可抗力を含みます。）により、航空運賃、交通費、宿泊食費などの追加費
用が発生した場合、その費用は参加生と保護者の負担となります。

	 個人の荷物と所有物について
	 　AFSは、個人の荷物や所有物の損失や損害について責任を負いません。また、参加生が自

分の所有物の損害や損失に関し交通機関に対し請求できる範囲は限られており、その範囲は
航空券の条件、あるいは参加生に対して航空会社や輸送業者が発行する輸送約款に定めると
おりです。

	 　荷物料金（受託手荷物手数料や超過料金など）やその他、航空券代に含まれていない付随
的な費用は、参加生の負担になります。

医療に関する規定
18．	 　AFSは、二次的旅行医療保険に加入しています。この保険は、１件あたり1,000,000米ドル

を上限として、参加生に発生し支払われた医療費すべてを補償するものです。ただし、参加
生が出国するための集合場所に到着した時点から、第12項（ｃ）によりAFSプログラムを早期
終了した時、又は本国に帰国した時のどちらか早い時点までに治療が行われる場合に限りま
す。この旅行医療保険は、参加生が帰国した後の医療費については、そのような費用がAFSプ
ログラム参加中に生じた事情に起因するかどうかにかかわらず、補償しません（ただし、「医
療パンフレット」で説明されている追加補償はこの限りではありません。）。参加生とその保護
者は、AFSが加入しているのは二次的な保険であるため、参加生が契約している一次的保険
契約会社に対し、AFSが求償することがあることを理解しています。

	 　補償の具体的な条件については、「医療パンフレット」を参照してください。
	 　参加生とその保護者は、参加生が公的な健康保険及び傷害保険の制度に加入していない場

合には、個人的に健康保険及び傷害保険に加入するよう、AFSが参加生に対し強く勧めている
ことを理解しています。

	 　AFSの旅行医療保険は、継続的な医療を必要とする参加生に対して長期にわたって医療を
提供することを目的としないことを承諾します。そのような場合は、参加生に安全な帰国が可
能と医療専門家が判断し次第、参加生が帰国して治療を継続できるように、AFSは必要に応じ
ヘルスケア提供者と連携することがあります。参加生が一旦帰国すると、AFSの保険による補
償は終了し、医療費はすべて参加生と保護者の負担になります（ただし、「医療パンフレット」

で説明されている追加補償はこの限りではありません。）。
19．	 　AFSは、以下に関する費用については、それらの医療などがいつ行われ、費用がいつ発生し

たかにかかわりなく、その費用を一切負担しません。すなわち、参加生が出国するための集
合場所に到着した時点から遡って18ヵ月の間に治療を求めたか、治療が行われた症状（以下、
「直近の既往症及び現症」といいます。）、予防薬、予防接種、歯科治療、眼鏡、コンタクト
レンズ、通常の視力検査、美容整形手術や緊要ではない手術など。参加生が前記医療などを
必要とした場合には、保護者は参加生又はホストファミリーから、医療を行うこととその費用
を支払うことへの許可を求める連絡を直接受け、必要な金額を参加生又はホストファミリー
に直接送金しなければなりません。

	 　直近の既往症及び現症の状態維持に必要な機器、医薬品の手配・輸送・管理などは、すべ
て参加生の責任で行わなければなりません。AFSは、直近の既往症及び現症の状態維持・治
療のための機器及び医薬品の手配・輸送・管理などの費用を含め、直近の既往症及び現症に
関する費用を一切負担しません。また、AFSは状態維持又は治療のための行為について責任
を負いません。直近の既往症及び現症に起因して早期帰国をしなければならない場合、参加
生と付添者の航空運賃や付添者の宿泊食費や日当を始めとする必要諸経費など関連諸経費は、
保護者が負担します。直近の既往症及び現症に関する医療及び治療に関しては、AFSには説
明責任はありません。上記に関連する費用が発生し、これをAFSあるいはAFSが依頼した第三
者が立て替えて支払った場合は、参加生とその保護者がその費用全額をAFS又はその第三者
に対し返済します。

20．	 　医療行為を受けるかどうかの最終的な決定は保護者が行います。ただし、AFSの旅行医療
保険は、参加生が出国するための集合場所に到着した時点から、本国に帰国するまで、又は
AFSプログラムを早期終了した日のどちらか早い時点までの間に主治医の勧めに基づいて行っ
た医療行為の医療費だけが弁済の対象になります（第12項（ｄ）参照）。参加生と保護者は、
医療行為に関して以下の条件を承諾します。

	 （ａ）医療機関の選択にあたっては、その受入地域で広く信頼されている水準にあるものを選
ぶよう最大限の努力をします。一部の国ではその国の守秘義務や医療手続きに関する法
律のために、AFSが参加生の治療に関する医療記録や文書を入手できないことがあります。

	 （ｂ）医療にかかわる緊急事態が生じた場合、もし時間の余裕があれば、AFSは、AFS日本協
会を通じて保護者に連絡を取り、手術やその他必要な処置の許可を要請します。ただし、
参加生と保護者は、AFSに対し、保護者に連絡を取る時間的余裕がなく、その状況にも
ないとAFSが判断した場合、AFSが保護者に代わり、医師の勧めに従い、その監督のも
とで行われる医療処置、レントゲン検査、麻酔、輸血、その他内科的又は外科的診断、
治療、入院に同意することを認めます。

	 　　 加えて、一刻を争うような緊急事態が発生した場合には、医療従事者が参加生の命を救
うために必要と判断した場合、保護者やAFSに連絡がある前に、レントゲン検査、輸血、
手術などの医療処置が取られることを認めます。

	 （ｃ）主治医が医療上の理由により国外退去を勧めた場合など参加生が一旦受入国を離れ他の
施設に移った場合には、AFSの旅行医療保険の対象から外れます。

	 （ｄ）参加生と保護者は、緊急治療にかかわる措置に関して、AFSに対し一切責任を求めません。

個人情報保護
21．	 　AFSは、個人情報を重要なものと認識し、その取り扱いについては細心の注意を払います。

参加生及びその保護者は、以下に掲げるAFSにおける情報セキュリティー・個人情報保護に関
する基本方針に同意します。

	 個人情報の保護・管理
	 　AFSは、参加生とその家族から提供された個人情報の保護を重視し、その取り扱いについ

ては細心の注意を払います。個人情報はコンピュータ、ファイルキャビネットなどで厳重に管
理し、安全な方法で保管します。電子化した個人データは漏洩、滅失、破棄・毀損などの防
止のために、厳重に管理されたデータセンター内のコンピュータに安全な方法で転送し、保
管します。

	 個人情報の利用について
	 　参加生の応募時点以降、AFSが取得する参加生及びその家族などに関する個人情報は、参

加生の選考、旅行手続き、プレースメント、研修、サポート、評価・改善など、AFSプログラ
ムの実施に必要な範囲内でのみ保管し、AFS評議員、役職員、顧問、ボランティアがAFSプロ
グラム実施に必要な場合に限り利用します。

	 個人情報の第三者への提供について
	 　AFSは、以下の場合を除き、参加生とその家族に関する個人情報を第三者に提供しません。
	 　（１）あらかじめ参加生と保護者の同意を得ている場合。
	 　（２）AFSプログラム運営のため、AFSが適切な監督を行う業務委託先に提供する場合。
	 　（３）	参加生の生命、身体又は財産の保護に必要な場合で、参加生及びその保護者の同意

を得ることが困難な場合。
	 　（４）	司法機関、行政機関などから法令に基づき提供を命じられた場合。
	 サポートに関する情報の保管・利用について
	 　AFSは、プログラム参加期間を通して、参加生やその他複数のAFS関係者にかかわる個人情

報を適切に保管します。また、AFSは、参加生のサポートに関する情報を記録し、機密情報と
して保管します。これらの情報はAFSに帰属し、AFSプログラムの実施に著しい支障を及ぼす
恐れがあるため、法律により義務づけられる場合を除き、開示しません。

	 　AFSのデータ収集、処理、保管方法についての詳細に関しては、AFS	Intercultural	Programs,	
Inc.のサイト（http://afs.org/terms-of	use-and-policies/.）や公益財団法人AFS日本協会のサイ
ト（http://	www.afs.or.jp/about-afs/privacy_policy/）の個人情報保護のポリシーを参照して
ください。

22．	 　本参加規程は、別途参加生及び保護者が提出したAFSプログラム参加応募書類、「受入国で
の諸活動への参加及び免責に関する同意書」、「医療パンフレット」とともに、当事者間の完
全な合意をあらわすものです。

23．	 　参加生と保護者は、プログラム参加応募書類には事実を正確に記載したことを確認し、ま
た、何らかの変化が生じた場合は、直ちにAFSに報告することを約束します。

24．	 　本参加規程に関連して、特別の事情により発生した損害賠償の請求については、AFSは一切、
責任を負いません。ただし、AFS（その役職員・ボランティアを含む）に故意又は重大な過失
がある場合はこの限りではありません。

25．	 　本参加規程に記載されている規定のいずれかが効力を失ったり、強制力を失ったりしても、
本参加規程に記載されている残りの規定の有効性には何の影響も及ぼしません。

26．	 　本参加規程の内容及びそれに関連する事項についての争訟は、日本法を準拠法とし、東京
地方裁判所を第一審管轄裁判所とします。

（AFS	Intercultural	Programs,	Inc.と公益財団法人AFS日本協会が締結したパートナーシップ協定第
19条及び第23条に基づき、公益財団法人AFS日本協会理事・事務局長は、本参加規程においてAFS	
Intercultural	Programs,	Inc.と公益財団法人AFS日本協会の両者を代表することが正式に承認されて
います）
	 （2018年12月改訂）
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よくある
質問

Q&A

どの国へ留学しても、言葉については最初の数か月は相当の努力が必要です。現地
生活への適応が進めば、相手の話がほぼ理解でき、自分の話したいことも伝えること
ができるようになるでしょう。語学に対する吸収力の高い高校時代こそ、さまざまな
言語を身につける絶好の機会といえます。留学前に語学教材・情報を各AFS生に送っ
て事前学習を支援したり、支部や学校で語学研修の機会を設けたりしている受入国も
あります。

いったん内定した後に留学先を変更することはできません。申込画面の希望留学先の欄
に順位をつけた国が希望国と判断されますので、希望しない国がある場合は順位をつ
けないようにしてください。ただし、選考前であれば変更が可能な場合があります。詳し
くはP64を参照してください。

例えば成績が受入国の基準に達していない場合や、健康状態などの基準が満たされ
ていないと判断された場合などです。AFS年間派遣プログラムは、日本の学校への不
適応や、精神的な治癒を目的としたい方には適していません。異文化のなかで過ご
すことは、参加する高校生にとって精神的にもかなり負担がかかる点を十分ご理解く
ださい。

AFSの年間派遣プログラムは、異文化での生活体験を通して異なる文化的背景を持つ
人間同士が理解を深めることを目的とした「交換留学」です。与えらえた環境で努力
し、自ら考え行動する力を身につけることが、この制度の特徴のひとつです。そのた
め、選考時に国の希望を出すことはできますが、地域、学校、家庭を指定することは
できません。受入国では治安や生活環境を最優先で考慮したうえ、AFS生と家庭・学
校とのマッチングを行います。

ホストファミリーはすべて善意のボランティアであり、留学生を家族の一員として受入
れ、日常の食事・生活費を負担します。
交換留学では、留学生を受入れるホストファミリーや学校、地域の人々も異文化と接
する機会を得るという意味で、自主的な参加者であると考えられています。留学生は
家族の一員として責任を果たし、地域社会での善き市民として行動することを期待さ
れますので、感謝と協調の心を忘れずに過ごすことを心がけましょう。私費留学との
違いはP11を参照してください。

一般選考は広く一般の中高生を対象とし、決められた日程に選考試験を受けていた
だきます。試験科目は多いですが、受験条件はなく全ての国に応募できます。
公募制推薦は学力・語学力以外の趣味・特技などで自身をアピールすることのできる

留学先の国について

英語圏以外の国への留学は言葉が通じるかどうかとても不安です。1Q

A

受入国内定後、希望する国を変更できますか？2Q

A

受入国による書類審査に通過しない事例としてどのようなものがありますか？3Q

A

地域や学校を指定することはできますか？4Q

A

ホストファミリーには滞在費を支払うのですか？5Q

A

応募や選考について

一般選考と公募制推薦の違いを教えてください。6Q

A
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方に適した選考で、書類受付期間中は随時応募できます。公募制推薦でアメリカを
希望する場合は英検２級以上の資格が必要で、書類選考に加えて別途、英語力判定
テストELTiSを受験いただきます。ヨーロッパを希望する場合は英検準２級以上の資
格が必要で、５月31日までが対象期間です。派遣強化国を希望する場合は、受験時
点で英語能力を証明する書類は不要です。

どの選考もAFSの決められた基準に達しているかどうかを確認するもので、有利・不
利ということはありません。

実用英検準２級程度がレベルの目安です。対策問題集などでの勉強をお勧めします。

アメリカ留学を実現するには選考試験合格後のオリエンテーションで213点以上（約8割以
上）の正答率が必要ですので、アメリカ希望の人は、対策を始めてください。対策本は市
販されていませんが、無料の受験ガイドや参考問題は紹介されています。その他、実用英
検（2級レベル）やTOEFL	ITP対策問題集などで勉強するとよいでしょう。

まずは本冊子の国別情報（P20-56）及び派遣募集国一覧（P63）をよく読んで制約
条件を確認してください。体験談はAFS日本協会WEBサイト（www.afs.or.jp）で紹介
しており、You	Tubeの公式チャンネル（youtube.com/AFSJPN）では帰国生の生の
声を聞くこともできます。留学説明会も各地で開催しています。帰国生から直接話を
聞いたり、不安や疑問を解消したりするよい機会ですので、ぜひご出席ください。

英語能力の証明書は必須です。P67に記載されているもの以外の資格をお持ちの方
はご相談ください。派遣強化国を希望する場合は証明書は不要です。

日本協会での選考試験に通過後、受入国事務所での英文書類審査があります。受入
国での審査に通過すると留学に向けての具体的な手続きが始まります。受入国への
配属決定をもって正式に留学が決定します。また出発までに「内定取消」になること
もありますので、P73の「内定取消について」をよくお読みください。

第67期では、選考試験を通過し受入国が内定した方を対象に、奨学金の申請を受け
付けます。奨学金の種類や支給内容はP102-110でご案内していますが、申込手続き
や必要書類などの詳細は、選考試験通過者にお知らせします。また、追加の情報や
変更がある場合は、随時WEBサイトにてお知らせします。

併願はできません。受験の条件、対象国、実施時期を確認のうえ、いずれかひとつ
の選考・日程を選んで申し込んでください。ただし、異なる選考・日程で再受験する
ことは可能です。詳しくはP64を参照してください。

どの選考方法が有利ですか？7Q

A

一般選考の英語試験の事前勉強はどうしたらよいですか？8Q

A

ELTiSの事前勉強はどうしたらよいですか？9Q

A

希望留学先を決めるのに迷っています。どうしたらよいでしょうか？10Q

A

英語能力を証明する書類を持っていないのですが、公募制推薦を受けられますか？11Q

A

AFS日本協会の試験を通過したら必ず留学できるのでしょうか？12Q

A

留学のための奨学金はありますか？13Q

A

併願することはできますか？14Q

A
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AFSの場合、AFS生一人ひとりにボランティアの担当者がつきますので、まずその人に
相談してください。担当者の呼び方は国によってさまざまですが、AFS生の適応を見守
り、必要な場合には話し合いの場を設けるなど、AFS生・ホストファミリー・ホストスクー
ルのパイプ役を果たします。状況が改善されない場合には、ホストファミリーを変更す
る（ファミリーチェンジ）という判断がAFSによってなされる場合もあります。

プログラムの出発・帰国日はすべてAFSが指定した日程になります。参加生の都合で
留学期間を延ばしたり、短くしたりすることはできません。
また、出発時期により留学期間を延ばしたり、短くしたりすることはありません。

留学した人の約半数が単位認定制度を利用しています（留学扱い）。認定を受けよう
と考えている人は、在学校の学校長、担当の先生に直接ご確認ください。学校により
扱いが異なります。
AFSプログラムは単位修得を目的としたものではなく、ホストスクールは原則、交換留
学生を特別待遇で受け入れます（授業料は支払わない）。AFSはホストスクールに関
する基本情報の提供は行いますが、単位認定の条件を満たす配属先やサポートを保
証することはできません。ホストスクールの証明書が帰国後の単位認定資料として必
要な場合は、各自で通学を開始したらホストスクールの先生に直接相談し、また証明
書発行の要件を満たすよう努力してください。なお、ホストスクールによっては希望す
る書類を発行できない場合もあります（出席証明書は発行できるが成績証明書は発行
できない等）。
受入国との教育制度の違いや語学習得レベルによっては日本の中学校相当の学年に配
属される場合があります。また、ファミリーチェンジの結果スクールチェンジになった
り、受入国の社会状況や教育環境の違いにより、ストライキなどで休校になったりす
る場合もあります（例：フランス、ボリビア、チリ、コスタリカ）。

留学は大学受験に決してマイナスではありません。それどころか異文化の中で1学年間
生活した結果、「生活のあらゆる面で自信がわき、勉強にもより力が入るようになった」
という話もよく聞きます。また、最近の大学入試では高校時代の異文化体験を評価す
るところも増えており、進路も語学の分野だけでなく、あらゆる方面に広がっています。
AFSプログラムの成果（インパクト）や進路についてのアンケートは、P12-16をご覧く
ださい。

留学中について

留学中、ホストファミリーとうまくいかない場合はどうしたらよいですか？15Q

A

留学期間を延長・短縮することはできますか？16Q

A

留学中の一年は在学校でどう扱われるのでしょうか。17Q

A

進路について

大学受験のことを考えると、留学すべきかどうか迷っています。18Q

A

Q&A



AFSの目的
AFSは国際的なボランティア団体であり、営利を目的としない民間の組織である。
より公正で平和な世界の実現に必要な知識、能力、理解力を多くの人びとが身
につけるため、さまざまな異文化と接する機会を提供することを目的とする。

AFS Statement of Purpose
AFS is an international, voluntary, non-governmental, non-profit 
organization that provides intercultural learning opportunities to help 
people develop the knowledge, skills and understanding needed to create 
a more just and peaceful world.

AFSの基本的価値観と立場
多様性に満ちた世界において、平和と相互理解の推進のため行動する、責任あ
る地球市民を育てようとAFSは考える。平和は常に、不正、不公正、偏狭な心によっ
て脅かされる危ういものだと認めるからである。

AFSはすべての個人すべての国と文化に、それぞれの尊厳と価値があると確信
し、その考えが広く確立されるよう努力する。そして、人種、性、言語、宗教、社
会的地位の違いとは無関係に、人権と基本的自由が尊重されるよう、その実践を
推進する。

AFS活動は人間の尊厳、違いの尊重、調和、感受性、寛容の精神という基本
的価値観に基づいて行われる。

-1993年開催　AFS世界会議で採択

The Core Values and Attributes of AFS
AFS enables people to act as responsible global citizens working for 
peace and understanding in a diverse world. It acknowledges that peace 
is a dynamic concept threatened by injustice, inequity and intolerance.
AFS seeks to affi rm faith in the dignity and worth of every human being 
and of all nations and cultures. It encourages respect for human rights 
and fundamental freedoms without distinction as to race, sex, language, 
religion or social status.
AFS activities are based on our core values of dignity, respect for 
differences, harmony, sensitivity and tolerance.

-Adopted at the 1993 World Congress

わたしたちの活動は、生徒を受け入れ異文化との共生を実践しているファミリー
やそれをサポートする多くのボランティア、また、プログラム参加生を含めAFSの理
念に共感してくださっている個人や法人・団体からのご寄附（One AFS寄附）によっ
て支えられています。
年間派遣プログラムに参加される皆さんもぜひ、ボランティア活動やOne AFS寄
附にご参加いただき、公正で平和な世界の実現に、継続的に関わってくださること
を願っています。

AFSの理念
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